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序章	 研究の背景	  
 - 1 - 
序章	 研究の背景	 
	 
１．生活保育の中の描画活動	 
	 子どもは，自発的に目の前にあるモノや環境に関わることを楽しみ，自分なりに形
（環境）を作り変えていく「遊び」を日常的に展開する。そうしたことは，子どもの
ライフワークであり人間の根源的欲求の１つであるといえる。描画活動も,モノ（描画
材や画用紙など）に関わる遊び活動の１つとしてとらえるなら，その活動は生活保育
の中に位置づけられ，大人から励まされ，支援されなければならない。また描画活動
は自分の思いを画面上で自己実現していく体験であると同時に，自己の心情を視覚的
に表わし，感じたことを誰かに伝えたり共有したりする自己表現活動でもある。それ
は自我を象徴的世界に向けて押し広げる行為でもあり，子どもの成長にとって重要な
意味を持つ。	 
	 以上のことは，描画行為が子どもの生活や遊びから生まれるものであると同時に，
生活や遊びを作っていく重要な活動であることを意味する。したがって，親や保育者
にとっては，子どもの描画行為は，個々の子どもを理解し，良好な保育関係を気付く
ベースとなり得るもといえる。そして，絵を描くことは，遊びであると同時に，子ど
も理解の機会であるという意味において，生活保育の中核として捉えることもできる。	 
	 
２．描画活動に消極的になる子どもの存在	 
	 子どもの描画活動を通して子ども理解を深める機会を得ることができることを前節
で述べたが，筆者は，子育て支援の現場において，子どもの創造活動，特に描画活動
について保護者からひんぱんに相談を受けることがある。その１つは「絵を描かない
子どもへの対応はどのようにしたらよいのか」というものである。また保育・教育現
場においても，描画指導を行う上で「子どもの描画活動をどのように指導・援助した
らよいのか分らない」「子どもにとって絵を描く楽しみとは何か」という教師の話をよ
く聞く。何年も子どもに関わるベテランにおいても同じ悩みを持つ場合が多い。これ
らは子どもの描画活動に関して，大人の一方的な分析と子どもの思いにズレが生じて
いるということであり，これまでの子どもの描画に対する見方へのアプローチの限界
を示している。	 
	 そもそも子どもたちはどのように画面の上に形態を作り出し，自分の心情や感性に
合う絵を描くようになるのだろうか。一般的な発達を説明すると，なぐり描きからは
じまる子どもの描画表現の発達は，線，図形，集合形，結合形へと道を辿り，その繰
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いたにもかかわらず，躊躇うようになる子どもも現実に出てくる。描画活動に対する
意識が明確になってくる時期と思われるので，この図式的表現期に子どもと描画表現
との関係を探る重要なヒントがあるように思われる。	 
	 そこでまず，図式的表現期（一般に 4 歳〜7 歳時期）の子どもが描画を躊躇う要因
とこの時期の課題について様々な観点から考察し，本論の目的につなげていく。	 
	 
３．描画表現に消極的になる子どもの要因	 
（１）	 大人の期待（視覚的リアリズムの観点による大人からの評価）	 
	 図式的な描画表現を盛んに楽しみはじめるのは，一般的に 4 歳〜７歳くらいといわ
れているが，この表現期になると，子どもは大人が見てもだいたい何を描いたのか分
かるような形態の描き方をすることが多くなる。そうなると大人は，それまでの「楽
しくのびのび」描いたり「造形性を模索」したりすることよりも対象物に似た「何か
の形」に偏った期待や励ましが多くなる傾向にある 2)。それはすなわち，視覚的リア
リズムの観点に立った大人の評価のあらわれである。筆者の実施した保護者へのイン
タビューやアンケート調査では，2，3 歳児を持つ保護者は「たくさん描けたことを褒
める」「がんばって描いたのを褒める」といった回答が多かったのに対して，5，6 歳
児の保護者では「家族や友達を描くときには褒めるが，落書きのような線遊びはわか
らないから褒めない」といった内容の返答が多かった。子どもにとっては，今までの
線の模索の延長上に形態図式の創造があるが，少し形態図式が描けるようになる頃に
は，不明瞭なものに対しては突然大人からの賞賛が無くなるのである。こうした大人
の観点はそれまで，
始まりも終わりも
分らないような自
由な絵をのびのび
描いていた子ども
にとって，描画に
対する意識の変換
の契機をつくると
思われる。つまり，
子ども達は画用紙
を渡されたとき，
そこに作品（＝１つ
⇩!
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図 1	 大人の期待と子どもの思い	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り返しの体験の中から，やがて人物，事物，空間，色彩についての，一定の図式的な
形態概念を形成するようになる。それは反復によって同常化せられ，個性的な形態に
なってくる。そして以後，自分で作り上げた形態をもとに，自らの思いをさらに表現
しようとする。また画面全体の構図としては，最初はバラバラにカタチや色を扱って
いたのが，年齢が進むにつれて，それらを 1 つの画面上に関連づけ，カタチや色，ト
ーン，質感を全体的にまとめようと調整することもし始める。やがて３次元の空間を
２次元画面に表すための工夫や技術を取り入れて自己表現を試みるようになる。 
	 以上の流れを描画の発達画期としてまとめると，画面に感覚的に関わること自体を
楽しむ「感覚運動期」につづき，現実にあるものやイメージしたこと（人物や植物な
ど）になぞらえて，画面に描き表わそうとするリアリズム期に移行する。ただし，お
おむね４歳〜７歳頃は，現実にあるものを，見たままに表現するのではなく，頭の中
に概念を組み立て，それを図式として表現するので，「図式的表現期／知的リアリズム
による表現期」といわれ，その後に訪れる「写実的表現期／視覚的リアリズムによる
表現期」と区別されるのが一般的である。 
	 実際に多くの子どもは描くことを楽しみながらごく自然に上記の道を辿る様子がみ
られる。しかし，保育・教育現場では絵を描いて自己表現を楽しむ子どもと，絵を描
くことに消極的な子どもの存在があったり，多様な形態を描いていた子どもがある時
期になると急に描かなくなったりすることもありうる。このように子どもの描画では
自然に発達する側面もあるが，一方で視覚形態の創造を阻害あるいは助長する個人的
な要因，環境的な要因が何か存在すると思われる。 
	 小田久美子／高橋敏之は 2 歳児から 6 歳児の造形表現に躊躇する子どもの実態を調
査し，年齢が高まるにつれその割合が増加することを示した 1)。その調査によると描
画活動に消極的になるのは 5〜6 歳時期の図式を盛んに使う表現期（図式期）に多くな
っている。また小田は 4 歳以上の学級担任をしている保育者に対し，絵画表現が苦手
であると判断する基準について調査し，次のような意見をまとめている。1. 泣いて活
動ができなくなったり自分から進んで取り組めない。2. 描きはじめるのに時間がかか
る。3. 笑顔が無くなり楽しそうではない。4. モノや形が描けない。5.「何を描けばい
いの？」「描けない」等の言葉を繰り返す。以上であるが，筆者の日頃の保育実践の中
や，保育者や保護者との研究会においても小田の調査と同様の意見が多く出されてい
る。 
	 この図式的表現期にはいったい何が起こるのだろうか。多くの子どもが今まで以上
に家庭，保育・教育現場において描画活動を楽しむようになる一方，今まで楽しんで
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動ができなくなったり自分から進んで取り組めない。2. 描きはじめるのに時間がかか
る。3. 笑顔が無くなり楽しそうではない。4. モノや形が描けない。5.「何を描けばい
いの？」「描けない」等の言葉を繰り返す。以上であるが，筆者の日頃の保育実践の中
や，保育者や保護者との研究会においても小田の調査と同様の意見が多く出されてい
る。 
	 この図式的表現期にはいったい何が起こるのだろうか。多くの子どもが今まで以上
に家庭，保育・教育現場において描画活動を楽しむようになる一方，今まで楽しんで
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とは描画活動に限らず，様々な生活場面での技能の獲得，それに伴う大人からの期待
と自己の意識に関わることである。しかし，もっと描画自体の活動の中で子どもが感
じる戸惑いの要因が何かあると思われる。 
	 
（３）情報のインプットとアウトプットの問題	 
	 一般的に教育現場でよく議論に上がるのが，最近の子どもは実際の体験不足によっ
て描く内容，イメージが思い浮かばないというものがある。それは 1960 年代を中心
とする高度経済成長期以降，現代にかけて，日本の子どもを取り巻く社会的・自然的
環境の変貌とともに説明されることが多い。つまり，産業構造の変化によって子ども
たちの生活は自然体験や集団生活から疎遠になりがちで，バーチャル世界が子どもの
生活の一部を占めるようになる。すると自分の身体で様々なことを感じたり認識した
りする体験が少なくなり，必然的に描画表現が貧弱になるという説である。 
	 一方で文化の影響面で，Wilson, B. and Wilson, M.は，絵や絵本等のモデルに恵ま
れた環境で育った子どもは，そういうモデルに不足している環境で育った子の描画と
比べて，より発達したより多くの描画図式を作り出すことを発見した 7)。自己の直接
体験だけでなくメディア環境の影響によっても描画表現に違いが出てくることの発見
である。 
	 以上の例は，身体感覚を使った体験ができる環境や，メディア環境が子どもの描画
表現に影響を及ぼすという見解である。 
	 幼稚園教育要領解説「表現」の項目にも書いてあるように「幼児の豊かな感性は，
幼児が身近な環境と十分にかかわり，そこで心を揺さぶられ，何かを感じ，考えさせ
られるようなものに出会って，感動を得て，その感動を友達や教師と共有し，感じた
ことを様々に表現することによって一層磨かれていく。」8)ので，環境との関わりが
少なくなることにより，表現力は低下するということになる。 
	 そこで教育・保育現場では絵を描く前に，描く対象にまつわる直接体験や視覚メデ
ィア教材を使った導入による実践が多くなされてきた。また体験したことを言葉で確
認してイメージ化を図ることによって絵を具体的に描きやすくしようとする試みもな
されてきた。Lowenfeld,V.は受動的知識 9)（知っているが使わない知識）をどの程度
までに能動化し得たかによって，描く形態概念が豊富になることを説明し，教師が子
どもの受動的知識を能動化することの意義を訴えている 10)。 
	 例えば保育室で飼育しているザリガニを描く前に，全員で触るなど一緒に遊ぶ時間
を導入として確保して絵を描いたり，どんなことをして遊んだか言葉による明確なイ
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の完結する絵）を描くということを意識せざるを得なくなるだろう。画面に線を刻む
こと自体に面白さを感じ，描画の過程の充実こそ，その楽しみであったものが，結果
や出来栄えを意識しはじめるようになることが予測される。それがある子どもにとっ
ては自由な感情が押さえられ，戸惑いの要素となる可能性がある。これらのことを図
に表わすと図１のようになる。 
	 この時期の子どもは「いろいろなことができるようになりたい」「大きくなりたい」
という成長への憧れが強いので，大人の期待や評価には特に敏感である。子どもの思
いに沿わない大人からの視覚的リアリズムの観点による過剰な期待や評価によって，
子どもは描くことに消極的になる可能性があるといえる。 
 
（２）自己認識の発達	 
	 子ども自身の自己認識の育ちも，描画に対する意識変化に関わると思われる。つま
り自分や自分の行為を客観的に見る力がつくことによって，自己評価が行われ，その
意識が描画活動への意欲に関わってくる可能性である。梶原は幼児期の自己認識の発
達について考察する中で，子どもは 3，4 歳頃から自分を対象化してとらえることが
できるようになるという 3)。そして自己評価ができるには，何らかの基準に基づいて
行われなければならないが，8，9 歳頃になると他者を基準として，比較による自己評
価が行われるといわれている 4)。 
	 しかし，実際の保育実践から子どもの言葉の研究をおこなう今井和子によれば，4
歳を過ぎる頃にすでに「友達関係ができてくることから，競争心や自負心が芽生えて
きて，自分と友達の能力を比較し自信をなくしたり，反対に自信家になったり」する
という報告がある 5)。板井理はこの時期に絵が嫌いになる子どもは人と比べてしまい
「人生で最初の挫折感」を味わっている 6)ともいう。 
	 このように，他者の様子が気になり，他者と自分を客観的に見比べることができる
というのは大きな成長の証であるが，技能面を比較して自信をなくす子どもも見受け
られる。描画活動面において，偶然に描いたものが思いのほか何かの形に見立てられ，
うれしくなり自己評価を高める場合もあるだろう。しかし逆に獲得している描画概念
が少ない子ども，あるいは自分のイメージしたとおりに描けない子どもは，他者と比
較してしまい，自由に表現する楽しさが感じられず描画活動に消極的になることが考
えられる。 
	 以上，人的環境や自己意識の成長面に関わる部分で，これまでのびのびと自由に描
いていた描画活動に対する意識に変化の要因をみることができた。これまで述べたこ
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にしていくので，語彙が増えていくにしたがい，形態概念も増えていくことができれ
ば，様々なことが表現できるということになる。 
	 しかし実際には次々に生まれる様々な発想や自分の経験した 3 次元性の内容は，記
憶にストックされている図式ではすべて対応できないことが予測される。ある子ども
は既に持っている図式を当てはめながら変形させて新しい事態に対応する（図２）。あ
る子どもは新たな描き方に挑戦する姿もある 17)。しかし中にはイメージどおりに描け
ずに「失敗」という言葉を口にする子どももいる。自分の意図したことと画面に描か
れたことの類似によって子どもの心理的満足は得られるが，もし意図したことと似て
いない場合，子どもは次のような言動を行なうことがある。 
	 こじつけて言い訳をする，新たな解釈をする， ‘へんてこな’かたちを楽しむ，修
正する，消す，横に新たに描くなどである。 
	 先程述べたように言葉での認識と実際の描くこととは別の問題である。「どうやって
描いたらいいのかわからない」というこの時期の子どもの発言は，描きたい内容や知
識はあるのだが，それをすぐに形態概念として表わすことの難しさを物語っている。 
	 形態概念の問題については，Lowenfeld,V.が，「子どもは人と環境との豊富な概念
を持って様式把握の段階へと到達することもあるが，貧弱な様式を持って概念を構成
することもある」18)「この概念が豊富になればなるほど，表現はしやすくなる。」19)
と述べている。つまり，形態概念の豊富さが，イメージを表現する描画活動の意欲に
関わってくるというのである。躊躇う子どもは，語彙の獲得に反して，形態概念の獲
得が未だ少なく，人と比べて自信をなくしたり，大人の期待に応えることができず，
プレッシャーに感じるようになるということが考えられる。栗山誠は，幼児期の子ど
もたちは既に描ける形を反復すると同時に，ふさわしい環境があれば，さらに新しい
形態に常に挑戦する瞬間があるという。この挑戦の場をどのように提供するかが課題
となる。例えば，友達と共同で絵を描く時間や，大人からの適切な援助や環境がある
	 	 図 2	 これまで描いてきた人物画を虫（左図）や	 魚（右図）に適応させている。	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メージを引き出したりして絵を描くという方法である。こうした導入によって，誰も
がザリガニに触れる楽しい体験ができたので多くの子どもたちの描画意欲が高まった
といえる 11)。また生活画では運動会や遠足の後に，教師・保育者によって，体験を言
葉にしていく時間を設けることにより，各人が描きたいイメージを言語的に明確にし
ながら活動が進展する効果が確かにあった 12)。	 	 
	 しかし子どもの中には豊富な経験や，言葉による明確なイメージ（言語的知識）が
あるにもかかわらず，また視覚メディアを使った導入をしたとしても，描画表現が広
がらず貧弱になってしまう事例も少なくないのが現実である。つまり絵を描くには単
純に生活経験（＝情報のインプット）や，それを言葉にする力があればいいというも
のではないようである。近年では絵を描く行為において，どのような機能的なはたら
きがあるのか，脳科学からも明らかにされている。そこでは網膜に捉える知覚情報が
どのように記憶と連動して視覚的イメージを形成するのか。そしてそれを描画として
実現させるにあたっての随意運動を実現させる複雑な身体的なシステムのはたらきや，
動作の結果に従って運動をコントロールするメカニズムの必要性の存在などが明らか
にされている 13)。 
	 したがって，描画に対して消極的になる理由は，過去の体験の量や質の問題に限ら
ず，また想像力や知識のみならず，画面への関わりの問題（＝情報のアウトプット）
も大きな要素となってくる可能性がある。具体的なところでいうと，描画材の扱い，
描き方，手順，プランニングの問題 14)が解決されず，描画に消極的になる子どもも多
いといえる。他にも形態概念獲得の問題，画面空間の認識の変化など，図式期特有の
課題が関わってくると思われる。 
 
（４）言葉の発達と形態概念（図式）獲得の問題	 
	 ちょうどこの時期の子どもは，生活に必要な言葉をほぼ使えるようになり，紙面の
上では自分の経験や思いを，図式を使って表現するようになる。図式とは，単純な形
や線を組み合わせたり配列したりして，特定のある対象や状況を図式的に表わしたも
ので，形態概念あるいは様式のことをいう（注１）。子どもは経験から自分なりにこの形
態概念（図式）を編み出し，それを繰り返し描く中で固定化し，図像として記憶の中
に止めることになる。それは単に形だけの記憶ではなく，最終的には描く手順 15)16)を
ふくめた記憶として残ることによっていつでもどこでも使える完成された個人的な図
式となり得る。	 
	 子どもたちは，この形態概念を用いて想像したことや生活の中にあることなどを絵
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 魚（右図）に適応させている。	 
序章	 研究の背景	  
 - 6 - 
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 子どもたちは，この形態概念を用いて想像したことや生活の中にあることなどを絵
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に沿った形で，叙述的な性格を帯びてくるようになるということである。叙述的表現
は，単に覚えた形態概念を描くというよりは，言葉で話すように，画面上に描いたも
のから次の連想が生まれ，描画内容を広げていくというような描き方で，画面に登場
するものの一連の時間の流れや動きを表わしたものであるといえる。そういう意味で，
言葉で話をする思考と同じく‘即興性’あるいは‘無計画性’の要素が含まれる。 
	 上記に挙げたこの時期の特徴を整理すると図 3 のようになる。言葉の広がりによる
イメージの自由性がこれまで以上に大きくなると同時に，画面空間の物理的制約への
意識も大きくなり，描画をする上でその方法に矛盾が生まれることが分かる。つまり
叙述的表現においては，言葉で喋るように，現在から未来的時間に向けて，描きなが
らイメージを広げ進めていく。そして即興的な‘その場’の文脈を重視した思考が繰
り広げられる。しかし限られた画面空間や図式の構成を意識して，ある程度計画して
しまう時期の子どもにとって，今まさに描いている部分（現在）と全体（未来的時間）
との関連をどう処理していくかという問題に出会うことになる。また描きながらイメ
ージを広げる中で，登場するものの動きや時間をどのように平面画面におさめていく
かという物理的制約が子どもに戸惑いをもたらすことが予測される。このように図式
期の子どもたちは，認識面で大きく成長するが故に，今まで描いてきたような描画方
式に戸惑いを覚えるといえるだろう。そしてこの問題を自ら解決しようとするところ
に，この時期独特の構図（「レントゲン画」「折半構図」「多視点画」など）が生まれる
と仮定できる。	 
	 
４．図式的表現期の課題整理	 
	 ここまで，子どもが図式的表現期にさしかかる頃の描画に消極的になる要因を見て
きた。それは，①視覚的リアリズム的観点による大人の過剰な期待，②自己認識の発
達，③情報のインプットとアウトプットの問題，④言葉の発達と形態概念（図式）獲
得の問題，⑤画面空間の認識の変化についてであった。これらのことは，子ども誰も
が，成長の過程で必ず直面する課題である。しかしながら，保育現場での臨床的研究
の立場からすると，図式的表現期を過ぎても，以前と変わりなく自発的に描画を楽し
く描き続ける子どもも少なからず存在している。また，以上の課題を抱えながらも，
子どもによっては自分なりにクリアして楽しんでいる姿も多く見受けられるのである。	 
	 すなわち，言語能力の発達や空間操作能力，および大人の視覚的リアリズムからの
評価といった捉え方だけでは，子どもたちが図式的表現期を過ぎても楽しく，自発的
に絵を描き続けるその理由を説明することができない。それでは，描画を躊躇う子ど
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もと描画を楽しむ子どもの差異はなんであろうか。以上のような疑問がまず本論執筆
の研究背景として存在するのである。	 
	 筆者は，生活保育の立場から，子どもの描画活動を自己表現，自己実現の場として
捉え，成長の過程で重要な意味があると考えている。したがって図式的表現期以降で
も，描画を自発的に楽しむ子どもが，その過程で何を体験しているのかに深く関心を
持っている。こうしたことを踏まえ，次章から本研究の目的や特徴などを述べ，描画
過程に注目して研究を進める。	 
	 
	 
	 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
———————————————————————————————————————————————————————————————— 
（注１）Lowenfeld,V.『美術による人間形成』（竹内	 清,武井	 勝雄,堀ノ内	 敏訳,黎明書
房,1947）では,schema を「様式」と訳している。この言葉は「形態概念」という
言葉に置き換えられて訳されている箇所もある。	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第１章	 研究の目的と特徴	 
	 
１．研究の目的	 
	 前章（序章）では，子どもが図式的な絵を描く頃になると，描画に消極的になる場
合があることを見てきた。一方で，依然，自発的に楽しんで描く子どもも多くいるこ
とも述べてきた。それでは，描画に対して消極的になる子どもと，積極的に楽しむ子
どもとの差異は何であろうか。言語能力や空間操作能力の発達，自己認識の発達とい
う観点からは，その差異性については充分な説明ができない。また，大人からの視覚
的リアリズムによる評価が，子どもの描画行為を消極的にさせるという仮説も述べた
が，積極的な子どもは，そうした大人のまなざしから逃れているといえるのだろうか。
もっと根本的なところで，描き続ける要因があるのではなかろうか。子どもが図式的
表現期を過ぎても，絵を楽しく，自発的に描き続けるその理由，要因を解明すること
が不可欠である。	 
	 そこで本研究では生活保育の立場から，図式的表現期において，絵を楽しく，自発
的に描き続ける子どもの描画過程を研究対象とし，そのプロセスの中で展開されてい
る出来事およびそのメカニズムを解明することを目的とする。さらに，子どもは，何
が要因で描き続けているのか，描き続ける子どもにとって，描画過程における面白さ
（＝リアリティ）とは何かを，視覚性，物語性，触覚性の関連から明らかにしようと
するものである。	 
	 描画表現活動の面白さ（＝リアリティ）を理解することは，子どもの視線に寄り添
うことであり，教育・保育現場，あるいは生活保育において，表現活動を励ましたり
支援したりする上で有効であると思われる。また，描画表現に対して高度な理解を深
め，子どもの豊かな表現を育てることに役立つと思われる。	 
	 
２．子どもの表現様式と研究の仮説	 
	 こうした研究目的を解明するにあたって，まず，子どもの表現様式を２つに分けて
考えることが有効である。つまり以下のようである。	 
	 子どもの表現様式（描画行為）には，２つの様式がある。１つは，自ら描けるもの
を超えて，新たな図式や構図を取り入れようとする，非連続的な表現様式（＝リアリ
ズム）である。例えば，他者から新たな描き方を教えてもらったり，何かを模倣した
り，また観察することにより，新たな空間意識の発見として達成される描画行為であ
る。もう１つは，子どもは自ら「描けるものを描く」というように，持続・反復とい
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もの描画過程が対象であるが，前の発達画期から引き継がれる描画様式と，それ以降
に現れる視覚的リアリズム意識が重なる要素も持っている。	 
	 
３．研究の特徴	 
	 本研究の特徴として，描画過程に注目していること，そして描画行為を遊び活動と
して捉えることが挙げられる。この２つについて詳しく述べていく。	 
（１）描画過程への注目	 
	 ①本研究の造形表現の捉え方	 
	 教育現場において子どもの「表現」について語るとき，造形の領域では表現された
もの，すなわち「作品」や行為の「痕跡」を頭に浮かべることが多い。そして「豊か
な表現」を育てるために結果としての「作品」が豊かかどうかに目が向いてしまいが
ちである。それは,造形領域においては,音楽など他の表現領域と異なり，造形行為を
した結果が「作品」という目に見える形に残されてしまう性質があるからであろう。
しかし,子どもの造形「作品」は，表現活動全般からいうと,目に見える部分にしかす
ぎない。幼い子どもたちは最初から作品作りを目的とするよりも，その発端と展開と
収束の全過程において，多様なモノとの関わりや探索活動，試行錯誤などの思考体験
がある。そしてそこでは様々なイメージ表現や身体感覚的な関わりによる表出行為と
図 2	 「表現」のイメージ図	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てしまう。」1)	 
	 以上のように，結果作品（痕跡）から読み取れることと，描画過程を含めた表現と
して描画作品を見る場合に読み取れることは異なることが予測される。そもそも，描
画過程で子どもたちは何を体験しているのかということを詳細に分析した研究はこれ
まであまり見られない。この問題は，子どもはなぜ絵を描くのかという根本的な問い
に迫ることになる。教育・保育現場の研究会では，絵を「描かない子ども」「描けない
子ども」への対処法や，子どもが興味を引くテーマのアイディア，導入法については
多く議論されてきた。しかし，描画を楽しんでいる幼児は何が要因で描き続けている
のか，描く中でどんな意味が立ち現われ，心的，感覚的レベルで何が変化していくの
か，といった描画過程の心理や子どもにとっての「おもしろさ」（＝リアリティ）など
について考察が十分になされていないと思われる。では，私達は，子どもの制作過程
の体験をも含めた描画研究が可能なのだろうか。これまでどのような描画過程の研究
があったのだろうか。	 
 
	 ②描画過程に目を向けた研究の流れ	 
	 これまでの子どもの描画表現に関する研究では，様々な観点からのアプローチがあ
ったが，その１つに，自由な描画活動の痕跡（作品）やその一部の表層構造のみを分
析対象にした研究が多かったといえる。つまり「何を描くのか」を対象にした研究で
ある。特に心理学の領域では子どもが描いたものの作品や痕跡は，心の状態やイメー
ジ，あるいは知識や概念をそのまま反映するという捉え方に重点が置かれていた（注１）。
しかし子どもは，１つの画面に向かう時，全体から切り離されてしまうとその意味を
失ってしまう線や形を描くことが多く，そうした線や形は描いている時間や文脈にお
いてこそ意味を持つ 2)ものであり，表層構造からは決して探れない描画の真実がある
と思われる。 
	 こうしたことから 1980 年代になると，描画のプロセスに注目した研究が多く行なわ
れるようになった。代表的なものでいうと，Goodnow,J.や Freeman,N.H.が，子どもの
絵を問題解決行動と見なしてそのプロセスに関与する要因を実験的手法によって明ら
かにしようとしたことが挙げられる。Freeman,N.H.は，作業の偏向やプランニングの
難しさが，でき上がった絵の最終的な形の上に及ぼす実質的な効果を多くの実例で示
してきた 3)4)。また Goodnow,J.は，たいていの子どもが描く人物画に焦点を当て，ど
のように描いていくのか，そのパターンや描き順の分析を詳細に行ない，単位の選択
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解釈が繰り返し現われている。 
	 実際の子どもの描画活動の場に目をやると，おおむね４歳以降では，まずきっかけ
として生活体験で感動したことや強烈な記憶を表わしたいという思いが発端となり，
言葉イメージに先導されて描きはじめる姿が見られる。一方，言葉とは関係無しに，
描画材や素材への感覚的な関わりの中で，偶然できた形の組み合わせや色などに興味
を持ち，何かに見立てたり，新たな発想が生まれたりすることが多々ある。活動の展
開，収束場面においても，同じようにイメージや感覚的な思いに従って目の前のモノ
（画面）に集中して向き合い続ける中で，新たな発想や解釈とともに，感情や感覚の
変容が起こる。そして子ども達は様々な素材，ことば，身振りなどをも使って表わし，
周囲の人にイメージとして伝える姿が見られる。これらのことは，立体の造形表現も
平面の描画表現も同じ原理である。以上のことを示したものが図２であり，本研究で
取り扱おうとする表現の範囲である。教育・保育における子どもの「表現」を語ると
き,このような未だ形にならない過程をもふくめた全体を対象にする必要性を感じる。	  
	 ところで美術作品は，いったん作者の手から離れるとそれは客観性を帯び，必然的
に，見る人（鑑賞者）の解釈を受けることになる。その段階では，描いた本人が制作
過程でどれだけ充実していたかという「関わりの時間」は普通，あまり問題にしない。
鑑賞者は純粋に画面上の色・形の構成，テクスチャ，物語性のみに集中して鑑賞する
のである。こうしたことは，子どもの作品に対しても同じである。子どもの作品も，
大人の美術作品と同じく制作活動を終えると，客観的な作品になる。そして制作過程
の時間に関わっていない大人はこの作品の表層的な要素を個別に取り出して，評価し
たり，それらに特別に偏った意味を与えたりすることもある。それは，作者の手を離
れて自立した作品の宿命ともいえるが，しかし，教育現場においては，心身の発達過
程にいる子どもの絵をそうした客観的な作品あるいは記号としてみるのは，「子どもの
表現とは何か」を考察する場合には，限界があると思われる。	 
	 子どもの絵画表現を作品からのみ観た時の問題について，	 Cambier,A.は次のように
述べている。「大人は，自分が持っている対象の観点に基づいて，子どもの絵の中にあ
るひとつながりの意味的単位を勝手に切り離してしまうが，そういった大人の観念が，
幼い子どもの混沌とした観念といつも一致しているとは限らないのである。その結果，
子どもの絵は，たいていの場合，大人の視点や社会集団の評価方法によって分析され
てきたのである。描画表現の質は，規範的，文化的次元に照らして承認されたりされ
なかったりするので，そうするとどうしても，子どもの絵は，対象と似ているかどう
か，細部に欠けたものがないかどうかといった否定的な面から評価されることになっ
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（２）描画における遊び活動への注目	 
	 ①描画のおもしろさ	 
	 前節では，結果としての表現と制作過程の中の表現をあえて分けて考えてきたが，
それでは，子ども自身は，自分の関わった結果としての表現作品についてどのように
捉えているのだろうか。筆者は３歳児から 12 歳児の子ども対象に描画活動の設定保育
や授業を行なってきたが，そこでいつも感じることは，大人が子どもの作品を見る観
点と，子どもが自分の作品に対して向けるまなざしの観点にはズレがあるということ
である(注２)。それは低年齢になるほどそのズレの差は大きくなると思われる。一般に
大人はこれまでの経験で洗練された自分の美的感覚によって，バランスや色彩などに
目を向けたり，作品の内容にまとまりがあるかなどの観点から子どもの絵を評価しが
ちである。一方，子ども（特に幼児）が愛着を持つ自分の作品というのは，意味内容
や構成のまとまりとは別の次元で，描画過程で体験した「おもしろさ」の記憶が残っ
ているような作品である。または，さらに活動が継続されるような可能性を持つ画面
ともいえる。では，その「おもしろさ」とは何だろうか。田中義和は子どもが絵を描
く楽しさや面白さに焦点を当てた著書 9)の中で，どのような面白さがあるか，以下の
項目を挙げている。	 
・	 イメージの展開を楽しむ面白さ	 
・	 本物らしさを追究する面白さ	 
・	 ゲームとしての面白さ	 
・	 色や形そのものの持つ面白さを追究する面白さ	 
・	 偶然性・意外性を楽しむ面白さ	 
	 以上の田中義和の分類は，主に言語的イメージが育ち，表象活動が盛んになるおお
むね４歳以上の描画の面白さに焦点が当たっていると言える。また，栗山誠は，描画
は遊びから始まるという観点を強く出し，他の遊びと描画活動の共通点から描画のお
もしろさを以下のように分類した 10)。	 
・	 目の前が変わっていく面白さ	 
・	 見立てて遊ぶ面白さ	 
・	 色で遊ぶ面白さ	 
・	 「〜の感じ」で描く面白さ	 
・	 空想する面白さ	 
・	 コミュニケーションの面白さ	 
・	 偶然の出会いの面白さ	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と配合の仕方により，境界や仕切り，単位と単位を隔てる空隙が変化し，形態パター
ン間の差異をもたらすことを明らかにした 5)。そして Cox,M.V.は，描かれたもののサ
イズが内容に影響を与える可能性を見いだした 6)。さらに深田尚彦は先に描かれた絵
の配置がどのようにその後描くものを左右するかを調査した 7)。 
	 以上のように，ここでいうプロセス研究とは「どのように絵を描くのか」というプ
ロセスを分析した研究であるが，人物や静物など，ある対象の「形態」がどのように
描かれるのかといった，実験的な性質が目立ち 8)，実際の子どもの興味や楽しいとい
う思いから離れたものが中心となっている感がある。前項で説明した子どもの表現の
過程を思い出すと，興味や楽しさという動機は子どもの主体的な活動を引き出すうえ
で重要な要因であるので，これを無視した実験的研究では，表現としての描画活動の
真髄をとらえるには限界があると思われる。表現とは，描いた結果としての作品（痕
跡）のみをいうのではなく，子どもがなぜ，どのように描こうとしたのかという動機
や描く中での心理的な変容も含める描画プロセス全体である。 
	 これまでのことを鑑みると，実験的な設定のプロセス研究ではなく，子ども主体の
自由な描画活動のなかで，子どもの関わりのプロセスを記述する研究の必要性を感じ
る。 
 
	 ③幼児教育現場における表現プロセスの重視	 
	 平成 21 年 4 月から新幼稚園教育要領が実施に移されたが，それまでの幼稚園教育
要領での「表現」に関する事項から新たに表現のプロセスを大切にすることが付け加
えられている。原文から引用すると，「他の幼児の表現に触れられるよう配慮したり
し，表現する過程を大切にして自己表現を楽しめるように工夫すること」を，これま
で以上に重視すべきであるという観点が追加された。教師，保育者は完成された作品
にこだわらず，表現したいという子どもの気持ちに注意して指導すべきであり，表現
のプロセスを見取りながら周りの環境をどう変えていくか，どのような言葉をかける
のか，あるいは言葉をかけずに子どもの気持ちに任せて見守るのか。このような表現
を引き出すための環境設定や教材，声かけなどの研究は十分なされていない。こうし
た面からみると描画プロセスに注目した本研究の成果は現場のニーズにあったもので，
現代的な意義があると思われる。 
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べたり積み重ねたりという操作的な遊びをすると同時に，表象活動が活発になる時期
には，1 個の積み木を手に取り，「くるま」や「人形」に見立ててそれを床に走らせる
しぐさを行なうことがある。早く走らせるときは腕を素早く動かし，遠くに走らせる
ときは，身体を動かして積み木を持って移動する。また走る音や，セリフの発声が連
動する場合もあるだろう。そして，遊びをより盛り上げるために，積み木を床の上に
並べて長い道をつくったり，街をつくったりすることが予測される。こうした積み木
遊びは保育室でよく見かける風景であるが，この中で，子どもは，最初からこの積み
木遊びの世界を構想していたのではなく，積み木素材に関わる流れ（文脈）の中で，
感覚的な活動や，イメージによる活動が次々に展開されていくことが確認できる。そ
してその中では，身体的，感覚的な関わり，つまり身振りや擬音語などを発する活動
も伴うことがよくある。 
	 では，上記のような活動が 1 枚の画面上で行われるとどのような活動になるだろう
か。図３は 4 歳児が車の動きをイメージしながらペンで線を走らせた跡が分かる。右
上角にバスを描いて，バスが動く様子を言葉で「ブー」と発しながら指でなぞって遊
んだ後，ペンを持ち，動く線を描いた。車の動きは，積み木遊びの身振りと同じよう
に手を動かす線となっている。スピーディーに走る車は素早いストロークになり，蛇
行運転は曲線になり，狭い空間を通るときは慎重に描いた線が画面上を走るのである。
またバスの軌道を描いた後，画面の空隙に車・家・人のようなものも描き足している。
積み木での遊びと同じく，描きながらイメージをひろげ，追加して描き足していく描
画過程の様子がうかがえる。 図４の絵は，7 歳の子どもが，飛行機，戦車，兵士を描
いて戦っている様子を表わしたものである。一見，線が多すぎて結果のみを見ると内
図３	 ４歳児(4 つ切り画用紙,ペン),	 右上角
のバスが走る線を表わしている。	 
図４	 7 歳児（A4 用紙,鉛筆,色鉛筆）,戦いの様
子を１時間かけて描いた。	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 栗山誠の分類は田中義和の分類に比べると低年齢からの描画活動をとらえていると
言える。つまり例えば田中義和のいう，「イメージの展開を楽しむ面白さ」は，イメー
ジという表象を紙に描き広げることの他に，画面に描いた瞬間の画面上の視覚的変化
自体の面白さ（＝目の前が変わっていく面白さ）も含まれている。また，意図的ある
いは偶然に描かれたものから別のイメージが生まれるなど，画面上に描かれたものや
隙間からの見立ての面白さもあるだろう（＝見立ててあそぶ面白さ）。さらに，表象イ
メージをストレートに描くというよりも，線の強弱やリズム，形の印象を子どもは敏
感に感じ楽しむ姿がみられる。つまり身体感覚を描画に反映させる面白さも活動の中
に出てくる（＝「〜の感じ」で描く面白さ）。そういう意味で栗山誠の観点はより低年
齢からの画面との関わりをとらえた分類になっている。	 
	 以上２人の描画の面白さの分類を挙げたが，概括して言うと，面白さとは，形・色
の変化やイメージや心情が時間の経過とともに次々に視覚化されていくリアリティを
感じたときの充実感などであるといえる。自分の思いが自分の手によって視覚的に達
成される喜びもあれば，偶然の要因から自分が思ってもいなかったことが目の前に表
れてくる発見的な喜びもあるだろう。この充実感や喜びは生きる喜びにもつながるも
のであると思われるので大事にされなければならない。そうしたことを考えると，子
どもの造形表現とはなにかを論じる時に，結果作品に注目するのではなく，描画過程
での自己の体験（＝関わりの時間）に注目することが必要となってくるだろう。	 
	 さて，この描画過程でのリアリティを感じる描画の面白さは，ものとの関わりを楽
しむ遊びの面白さに通ずるものがあると思われるので次の項で述べる。	 
	 
	 ②遊び活動と描画活動の共通点〜子どものリアリティ	 
	 子どもの制作過程の体験を含めた描画表現研究をする上で，遊び活動への注目が有
効である。なぜなら，子どもの画面への関わり方の特徴は，普段の遊び活動における，
モノや環境への関わり方と共通する要因を見いだすことができるからである。すなわ
ち，遊びの中で，子どもはまず自分のできる範囲の行動で目の前のモノや環境に関わ
るのだが，その関わりに応じて変化する目の前の事象が，次への活動の方向を示唆し，
それを認識あるいは知覚しながら，さらに活動を広げ進める。自己の運動や動作の結
果が，次への行動（表現）の始まりになっているというところは，描きながら次々に
内容を展開させていく描画過程にもみられることである。 
	 例えば積み木遊びを例にとると，ごく幼い子どもは積み木を持ち運んだり，叩いて
音を出したりして素材を確かめるような感覚的な遊びから楽しみはじめる。そして並
第１章	 研究の目的と特徴 
 - 20 - 
べたり積み重ねたりという操作的な遊びをすると同時に，表象活動が活発になる時期
には，1 個の積み木を手に取り，「くるま」や「人形」に見立ててそれを床に走らせる
しぐさを行なうことがある。早く走らせるときは腕を素早く動かし，遠くに走らせる
ときは，身体を動かして積み木を持って移動する。また走る音や，セリフの発声が連
動する場合もあるだろう。そして，遊びをより盛り上げるために，積み木を床の上に
並べて長い道をつくったり，街をつくったりすることが予測される。こうした積み木
遊びは保育室でよく見かける風景であるが，この中で，子どもは，最初からこの積み
木遊びの世界を構想していたのではなく，積み木素材に関わる流れ（文脈）の中で，
感覚的な活動や，イメージによる活動が次々に展開されていくことが確認できる。そ
してその中では，身体的，感覚的な関わり，つまり身振りや擬音語などを発する活動
も伴うことがよくある。 
	 では，上記のような活動が 1 枚の画面上で行われるとどのような活動になるだろう
か。図３は 4 歳児が車の動きをイメージしながらペンで線を走らせた跡が分かる。右
上角にバスを描いて，バスが動く様子を言葉で「ブー」と発しながら指でなぞって遊
んだ後，ペンを持ち，動く線を描いた。車の動きは，積み木遊びの身振りと同じよう
に手を動かす線となっている。スピーディーに走る車は素早いストロークになり，蛇
行運転は曲線になり，狭い空間を通るときは慎重に描いた線が画面上を走るのである。
またバスの軌道を描いた後，画面の空隙に車・家・人のようなものも描き足している。
積み木での遊びと同じく，描きながらイメージをひろげ，追加して描き足していく描
画過程の様子がうかがえる。 図４の絵は，7 歳の子どもが，飛行機，戦車，兵士を描
いて戦っている様子を表わしたものである。一見，線が多すぎて結果のみを見ると内
図３	 ４歳児(4 つ切り画用紙,ペン),	 右上角
のバスが走る線を表わしている。	 
図４	 7 歳児（A4 用紙,鉛筆,色鉛筆）,戦いの様
子を１時間かけて描いた。	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 以上２人の描画の面白さの分類を挙げたが，概括して言うと，面白さとは，形・色
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のであると思われるので大事にされなければならない。そうしたことを考えると，子
どもの造形表現とはなにかを論じる時に，結果作品に注目するのではなく，描画過程
での自己の体験（＝関わりの時間）に注目することが必要となってくるだろう。	 
	 さて，この描画過程でのリアリティを感じる描画の面白さは，ものとの関わりを楽
しむ遊びの面白さに通ずるものがあると思われるので次の項で述べる。	 
	 
	 ②遊び活動と描画活動の共通点〜子どものリアリティ	 
	 子どもの制作過程の体験を含めた描画表現研究をする上で，遊び活動への注目が有
効である。なぜなら，子どもの画面への関わり方の特徴は，普段の遊び活動における，
モノや環境への関わり方と共通する要因を見いだすことができるからである。すなわ
ち，遊びの中で，子どもはまず自分のできる範囲の行動で目の前のモノや環境に関わ
るのだが，その関わりに応じて変化する目の前の事象が，次への活動の方向を示唆し，
それを認識あるいは知覚しながら，さらに活動を広げ進める。自己の運動や動作の結
果が，次への行動（表現）の始まりになっているというところは，描きながら次々に
内容を展開させていく描画過程にもみられることである。 
	 例えば積み木遊びを例にとると，ごく幼い子どもは積み木を持ち運んだり，叩いて
音を出したりして素材を確かめるような感覚的な遊びから楽しみはじめる。そして並
第１章	 研究の目的と特徴 
 - 22 - 
面に感覚的に関わる楽しさを味わっているようである。それは，未知の領域を視覚的
に触るような，あるいは味わうような探索するおもしろさ（＝触覚的・探索的なリア
リティ）を体験しているとも思える。 
	 以上 4 つの描画の例を積み木遊びと比較しながら述べてきた。図３・４は言葉によ
るイメージや物語的な文脈があるもので，図５・６は感覚的・探索的な要因から描か
れたものである。その共通部分は，記憶にある概念を計画的に描くのではなく，「その
時，その場」を楽しむように，目の前のモノや環境に関わる活動である。ひとつのア
クションを起こすごとに目の前の視覚形態（意味，空隙，色彩，テクスチャ等の質感）
がリアルに変容すると同時に，新たな感情，感覚，イメージが湧き起こる。そしてそ
れがさらに次へのアクションの導入になるという文脈が存在する。これはモノに関わ
る遊びの文脈と共通するものである。 
	 こうした過程を楽しむような描画は，一見，意味的なまとまりが無いので理解しに
くく，教育・保育の現場では年齢が高まるにつれてあまり評価されない傾向にある。
しかし子どもがおもしろさを感じて主体的に表現する描画の中にこそ，子どもの表現
についての真実があると思われるので，こうした自由表現の描画は大切にされなけれ
ばならない。 
	 ここで，自由な遊び活動を表現の一形式として捉えることに関して議論が残るかも
しれない。これに関して，遊びは，子どもの自由な表現の最も明確な形式であり，あ
らゆる形式の自由な表現を遊びと同一視するという人類学者や心理学者が多くいたこ
とを述べておく。例えば Froebel,F.は「遊びは，子どもにとって人間としての発達の
最高の表現である。なぜなら，それのみが子どもの魂の中にあるものの自由な表現だ
からである。それは，子どもにとってもっとも純粋でもっとも精神的な生産物であり，
同時にまた，あらゆる段階，あらゆる関連における人間の生活の典型であり模倣であ
る」11)12)という。また，箱庭療法を考案した Lowenfeld,M.は「純粋に機能的な目的を
持って自分の身体を制御しようと努力している子どもの動きと，ただそれらがもたら
す喜びのためだけに子どもが見せる動きや活動との間の差異を見分けることが不可能
である」とし，「子どもの遊びはその子どもの生活全体への関係の表現である」という
13)14)。以上のように，広い意味で，本研究で扱う遊びとしての自発的な描画表現を，
子どもの育ちの中の表現活動として位置づけることが可能である。 
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容が分りにくくなっているが，この児童は約１時間，画面と向きあい，色も使い分け，
言葉を発しながらこの絵を描いた。棒人間状に描かれた兵士は数えると 125 人いて，
すべて身体の動きや顔の表情がありリアルである。1 時間の戦争映画に出てくるシー
ンが１枚の絵に凝縮されているようでもある。こうした描画活動は特に男児がよく描
く描き方で，例えば人形や模型で空想遊びをするのと同じく，画面上で遊び活動をし
ているといえる。図３と図４の絵を描いた子どもはどちらとも描いた後に充実感を感
じているような表情であった。 
	 以上の描画の例は，画面に何か対象を計画的に描く描き方とは違い，ものに関わる
遊びと同様に，文脈の中で次々にイメージ，あるいは感情が広がり，それを線や形で
探索的，身体感覚的に具現化していくおもしろさ（物語的リアリティ）を感じている
と思われる。 
	 一方，積み木遊びでは，言葉とは別の次元で，持ち運ぶ・音をならすなどの感覚的
探索遊びや，並べる・積み重ねるといった，感覚的操作遊びも同時に行なわれていた。
では描画の中ではこうした感覚的な遊びはどのように現われるのだろうか。図５を描
いた 3 歳児は，初めて絵の具筆を使い，おそるおそる点を丁寧に描いていた。最初は
画面下に集中して点を描いていたが，やがて画面全体に 4 色の絵の具を使って広げ，
視覚的な広がりを楽しんでいるようであった。その後，サインペンでその点に触れな
いように線を慎重にひくことを楽しんだ。また図６を描いた４歳児は，一斉保育の中
でシャボン玉を描くという課題を与えられて他の友達と共に描いていたのだが，途中
で絵の具の線自体を，様々な色を使って描くことにおもしろさを感じながら活動をし
た。線は色の順番が規則的に配置され，空間をすべて線模様で埋め尽くした。両者と
も最後まで，言葉によるみたて（イメージ）や叙述性は持たなかったが，ひたすら画
図５	 ３歳児（4 つ切り画用紙,絵の具,	 ペン）,
初めての絵の具筆で,	 感覚的に関わる。	 
図６	 ４歳児（4 つ切り画用紙,絵の具,	 パス）,
シャボン玉から,	 色の感覚遊びへ。	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視覚的な広がりを楽しんでいるようであった。その後，サインペンでその点に触れな
いように線を慎重にひくことを楽しんだ。また図６を描いた４歳児は，一斉保育の中
でシャボン玉を描くという課題を与えられて他の友達と共に描いていたのだが，途中
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 ３歳児（4 つ切り画用紙,絵の具,	 ペン）,
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て描くのか，そういった根本の問いから整理する。そして描画過程を認知処理のプロ
セスとして捉えて，物語的な文脈の根拠を構造的に明らかにする。続いて第３章では，
画面上の視覚的な情報について考察する。つまり，画面に描かれたものや偶然に現わ
れた視覚的要素は，描画過程において描かれる内容に影響してくる可能性について述
べ，視覚的な文脈の存在を確認する。第４章では，描画表現において根底に流れてい
る感覚的な要素（触覚性）について検討し，本研究にどのように位置づけるかを述べ
る。 
	 後半は第 2 部として，子どもが楽しんで描く叙述的表現の描画構成過程を，物語的
文脈と視覚的文脈を手がかりに分析する。第５章では研究方法や分析する描画につい
て述べるが，その際，筆者の考案した「描画プロセス分析シート」について説明する。
第６章以降，「描画プロセス分析シート」の 10 の事例を読み解きながら，描画過程に
おける子どもの体験について考察する。具体的には，第６章では描画過程において，
どのように画面上に意味が立ち現れ，変化していくのか，子どもの視点に立ってその
面白さ＝リアリティを感じる要因に迫ることになる。第７章では，叙述的な画面構成
と，‘多視点画’‘レントゲン画’の関係について考察する。そして第８章では，描画
を楽しむ要素の１つとして描画の中に現れる動きのイメージに焦点を当て，描画過程
で子どもが感じる時間をどのように画面に表すのかを検討する。さらに第９章では，
描画過程の動きや時間とともに現れる身振り表現について詳しくみていき，画面上の
視覚的な表現を超えた要素と，図式的表現の関係についてまとめる。 
 
———————————————————————————————————————————————————————	 
（注１）代表的なところをあげると，Kerschensteiner,G.(1905),Luquet,G.H.(1913)
は，子どもの描画を発達の系列に分類した。また Goodenough,F.L.(1926)，
Harris,D.B.(1963)は描画で知能発達を評価した。さらに Piaget(1956)は描画
が現実世界を再現しようとする試みであるとし，空間概念の発達について,理
論構築した。	 
（注２）エピソード１：H 幼稚園の造形絵画教室では年度末に１年間に描いた描画の
中から１枚を選び出し展示する作品展を行なうことにしていた。例年は保育者
が１枚を選ぶのだが，この年は子どもたち自身が「今まで描いた中で一番好き
な絵」を選ぶことを企画した。すると子どもが選ぶ作品は，保育者の選ぶ絵と
異なるものが多かった。子どもが選ぶ絵は，関わりの楽しさの思い出がある作
品が多かった。一方保育者が選んだ絵は，画面上に視覚的なまとまりがある絵
や，物語性があるものが多かった。１年に一回の作品展は保護者への理解も必
要なので，結局子どもと保育者の選出した絵２枚を展示することになった。	 
エピソード２：造形絵画教室で１時間の活動の中で描いた絵を A 君は家に持
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４．研究の方向性と構成	 
	 研究の背景をうけて，描画過程（画面への関わりの時間）を対象とした研究の必要
性をみてきた。特に子どもの興味や楽しいという思いが存在する主体的な描画過程を
対象とした詳細な研究はこれまでほとんど見られなかった。しかし，子どもは何が要
因で描き続けているのか，描く中でどんな意味が立ち現れ，心的，感覚的レベルで何
が変化していくのかということを探る高次な研究こそが子どもの表現を理解する上で，
大変重要であると考える。それは，子どもにとって描画に関わる面白さ＝リアリティ
（感情や感覚がともなう迫真的な体験）に通じるものである。 
	 この面白さ＝リアリティを分りやすくするうえで，次に挙げた観点が有効であった。
つまり描画活動をモノに関わる遊び活動としてとらえるということである。そこでは，
子どもが主体的に描き続ける要因となるものの手がかりを得ることができた。それは，
遊び活動行為の文脈への着目である。これを参考にすると，描画過程ではどんな文脈
が子どもの描画行為を引き出しているのか，そして何が継続させているのかを分析，
考察することができると思われる。特に，２次元平面の描画においては，言葉の発達
と関係する物語的な文脈・画面の視覚的な文脈・その他感覚的なもの（触覚的な性質）
がどのように関連しながら流れているのかを明らかにすることで，より子どもの視点
にたった描画表現の面白さ＝リアリティが理解できるのではないだろうか。 
	 そこで本研究は２部構成とし，第１部では描画を継続させる要因となる文脈につい
て明らかにする。そして第２部では，描画を楽しむ子どもが一枚の絵を構成する過程
において，何を体験しているのか，この文脈を手がかりに分析する。これは，子ども
の視点に立った描画過程のリアリティの研究である。こうした研究を通して，図式的
表現期の子ども達の造形的な活動に対してより深い理解がなされ，現場においても描
画に消極的になる幼児や，それに対処する大人に，新た視点を示すことができると思
われる。 
	 本研究では，子どもが１枚の描画を構成する過程におけるリアリティ（感情や感覚
がともなう体験）を分析するにあたって，まず言葉によって描画内容が進展していく
側面に焦点を当てる。描画は意図したことを紙面上に描いて終わるという単純なもの
ではなく，作者は描かれたものを見て，解釈しながら次に描くことを新たに意図する，
という流れの繰り返しが存在する。これが，上記，遊び活動に見られたような物語的
な文脈となっていくと思われる。そこで，第２章では，この物語的な文脈はどのよう
にして作られるのか，そもそも子どもは，見たことや想像したことをどのように捉え
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———————————————————————————————————————————————————————	 
（注１）代表的なところをあげると，Kerschensteiner,G.(1905),Luquet,G.H.(1913)
は，子どもの描画を発達の系列に分類した。また Goodenough,F.L.(1926)，
Harris,D.B.(1963)は描画で知能発達を評価した。さらに Piaget(1956)は描画
が現実世界を再現しようとする試みであるとし，空間概念の発達について,理
論構築した。	 
（注２）エピソード１：H 幼稚園の造形絵画教室では年度末に１年間に描いた描画の
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エピソード２：造形絵画教室で１時間の活動の中で描いた絵を A 君は家に持
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４．研究の方向性と構成	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第２章	 意図と解釈〜物語的な文脈へ	 
	 
１．	 本章の概要	 
	 例えば同じザリガニをクラス一斉に描く場合でも, その描かれた過程は子ども一人
ひとり異なる。また, 同じ過程をたどったとしても，でき上がったものは個性的なも
のになっている。絵を描くという行為はコピー機やカメラで何かを写しとることと違
い，このような特徴を持っている。この‘描画過程の差異性’に注目すること 1)は特
に重要である。まずは描こうとするもの（対象）を人はどのように見て把握するのか。
それをいかに描画行為として実行に移すか。そして描かれたものから何を読み取り, 
次への活動に継続させるのか。こうした認知処理的な過程は, 最近の脳科学や認知心
理学の分野で研究されているが, 子どもの描画研究においても, 約 100 年前から観察
法などによって研究されてきた。 
	 そこで第２章では, これまでの子どもの描画研究を参考にしながら, 画面に描く過
程で, 見ること（インプット）と描き出すこと（アウトプット）の関連や, 描かれた
ものを解釈することにより, 継続されることの要因を, 認知処理の観点から整理する。
そして物語的な文脈がどのようにつくられていくか, その原理を構造的に明らかにす
ることを試みる。 
	  
２．対象を見ることと記憶	 
	 何か「対象を描く」という場合, 私達はある対象を‘見る’ことから始める。‘見る’
にはまず２つのことが考えられる。１つは現実世界にあるものをその場で視覚という
機能を通して‘見る’ということであり, もう 1 つは, 頭の中に思いついたイメージ
を‘見る’ことである。 
	 前者の, 現実世界を視覚を通して見ることに関しては, 詳細に見ようと思えばその
場でいくらでも見ることができるし, 対象が消えない限り近づいて見たり遠目に見た
りすることができる。ただし，脳科学の研究では網膜に映し出されたものは光・色彩・
網膜上の配置情報に過ぎず意味は見いだせないことが分かっている。その視覚情報は
脳内の視覚関連領域に伝達され, 輪郭, 奥行き, 動きなどが感知され, それが, 側頭葉
にある高次視覚連合野で他の感覚情報と結びつく。ここではじめて今までの体験で積
上げてきた様々な概念や記憶が呼び起こされることになり, 脳は見えるものの意味を
知るようになるという。つまりここで脳から見た可視世界の‘実像’が組み立てられ
る 2)。 
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ち帰りたいと言った。その絵は絵の具をつけた筆を画用紙の上で振ると，色が
まき散るというスパッタリング技法を使った作品である。A 君は何回も絵の具
筆を振り，巻き散った模様を楽しんでいた。A 君は最後に「星ができた」と言
ったが，活動過程ではとにかく様々な色で何回もまき散らすことを楽しんでい
た。家に持ち帰りたいといったのは A 君だけでなく，同じ活動をした数人の子
どもも同様であった。子どもは迎えに来た保護者に，その日の作品を喜んで見
せるのだが，保護者は作品を見て「何を描いたの？」「今日は何したの？」と
しきりに聞き，子どもが，スパッタリングの作品を１時間かけて目を輝かせて
関わったことが理解できないようであった。子どもが愛着を持つ絵は経過を見
ない大人は簡単に理解できないと思われた。	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ろうかという疑問が生まれる。現 
実の対象を見て描く写生の場合 
を考えると, 対象を見ると同時に画
面にそれを描き出すことは難しいよ
うに思える。つまり対象を見た後, 
それを描こうとして手元を見つめる
までに視線は移動する。たとえ模写
のような, 横に対象モデル図をおい
て描いたとしても, 見ることと描く
ことの間には一瞬の時間的隙間が入
ることになる。その間は, 一瞬の記
憶に頼ることになる。この記憶は作
業記憶と呼ばれ 4), 対象イメージを
いったん脳内に貯蔵していることに
なる。表 1 は５歳児が左のモデル図
（筆者が描いたもの）を見ながら, 
描いたもの（右図）である（注１）。①
は単純な円と線で組み合わせた絵で
あるが, 幼児は約 20 分の時間をか
けて描いたにもかかわらず, 角のと
がった部分や細部がモデル図と異な
る。モデルの線と対応する線を探り
ながら描いたが, 全体構造を把握せ
ずに描いた結果であると思われる。
②〜⑤は親しみのある猫のモデルで
あるが, 普段描き慣れていない細部
が入ることにより, ぎこちない形に
なっている。②③は手足の細部があ
いまいになっている。また普段描き
慣れた猫の図式の記憶が, モデルそ
のまま描くことを阻害している。④
⑤の幼児は普段は猫を描いたことがなかったからか, 線を組み合わせることに精一杯
 モデル図 幼児が見ながら描いた絵 
① 
5
歳 
男
児 
  
② 
５
歳
女
児 
 
 
③ 
5
歳
女
児 
  
④ 
5
歳
男
児 
  
⑤ 
5
歳
男
児 
 
 
 
 
 
 
表 1	 モデル図(左)を見ながら描いた絵（右）	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 このように‘見る’ためには自己の体験にまつわる概念や記憶情報が関わってくる
ので, 当然脳の中に構成される‘実像’（＝見たもの）は人それぞれ違ったものになっ
てくる。同じ人でも昨日に見たものを今日見たときに見え方や感じ方が異なるのは, 
人の‘見る’ということが単にカメラレンズに映し出されることと同じではなく感性
が関わっていることを物語っている。ましてや大人が見るものと子どもが見るものは, 
たとえ同じものであっても，機能的あるいは体験的要因から異なるものが見えている
ということができる。 
	 また, 私達は実際のものを見るだけでなく, 頭の中に想像した対象イメージを‘見
る’こともする。そこにいない友達の顔を描くとき, まずは友達の顔をなんとなく思
い浮べてみる。その場合, 思いついたイメージ像を‘見る’ということをしていると
いえる。この‘見る’は網膜を通さない頭の中の出来事である。想像した対象を描く
場合は, 現実のものを見ない分, その対象は頭に貯蔵された記憶に拠るところが大き
いといえる。したがってこれも自己の体験に基づく記憶や感性に左右される。 
	 Arnheim,R.は記憶と過去の影響について「形はみたときに目にうつるものによって
規定されるだけではない」とし, 「あたらしい映像は過去に知覚された形の記憶され
た形の記憶痕跡と関係する。こうした形の痕跡は類似を基礎にたがいに干渉し合うも
のであるし, あたらしい映像はその影響をまぬがれることはできない。しかし, ある
場合には, 現在の明瞭な形の映像が強くて, 過去の記憶痕跡の大きな影響をしりぞけ
る。が, ある場合には, 現在の映像があいまいであって, 適当な影響を受けて変化する」
3)という。 
	 このように, 印象の薄さや時間の経過によって曖昧な対象イメージになることもあ
れば, そのときの気分や意図により変形, 再編成されることもあるだろう。 
	 以上の考察から, 私達は何か現実に目の前にあるもの（対象）や空想で思い浮べた
もの（対象）を絵に描こうとするとき, それを見る段階ですでに, 蓄積された記憶や
感性が関わっていることが分かる。子どもの描画活動に目をやるとき, 子どもの見て
いるものと, そこにいる大人の見ているものは明らかに異なることはもちろん, 一人
ひとりの異なる視点があることを認識しておかなければならない。 
 
３．描くことと記憶	 
	 今，対象を描く場合の２つの‘見る’について考えてきたが, さらに私達は, 実際
に絵を描くときには, 画面上の描画材の先から出る線や色も同時に‘見る’ことをし
ている。ここで, 画面を見ながら，モデルとなる対象を同時に見ることはできるのだ
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知っていること, 心に浮かんでくることは，何でも描いてしまう」5)と述べている。 
	 また Vygotsky,L.S.は『子どもの想像力と創造』のなかで「…本質的な特徴は, 写生
ではなく, 記憶にもとづいて子どもたちが描いているということです。ある心理学者
は, そばに腰かけているお母さんを描いてごらんと子どもに頼んで, その子どもがど
うやって母の絵を描くか観察する機会を持ちました。するとその子は母親を描くのに
一度も母親を見ようとしませんでした。」「子どもは記憶によって描いているというこ
とが非常によく分かるのです。子どもが描いているのは, 自分が物について知ってい
ること, そのものについて自分がもっとも本質的と思っているものであって, 実は子
どもが目で見ているそのもの, あるいはものとして自分が表象しているものを描いて
いるのではないのです。」6)という。 
	 さらに Eng,H.も「入学以前の時期の子どもの自由画は, ほとんど完全に記憶によっ
て描かれる」, 子どもは「外の自然を描くことはできない。ただし記憶によって描く
ことはできる」7)と述べている。 
	 こうした記憶による子どもの特徴的な描き方は「子どもは見るものよりは, むしろ
知っているものを描くのだ」という「主知説」として長い間指示されてきた（注２）。現
実に目の前にモデルがあるにもかかわらず，子どもは見ることをせず, 記憶＝「知っ
ていること」に頼って描くという説である。しかしこの「知っていること」に関して
はそれぞれの研究者間で, 何をさすのかはっきりと定まっていない。第１節で述べた
ように, そもそも「見たこと」にはすでに「知っていること」も含まれていると捉え
るとこの主知説は意味をなさなくなる。 
	 ただ, この主知説の本来の意味は, 見たものをそのまま写生のように写して描くと
いう視覚的リアリズムとはちがい, 見たものや視覚的印象がいったん記憶の中にとど
められ, 何らかの概念化作用があり「知っているもの」となり, 子どもはそれを参照
して描くということである。視覚的なことではなくて, 「知っていること」に忠実に
描こうとするので, 視覚的リアリズムに対して知的リアリズムと呼ばれている。 
	 さて, ここで, 「知っていること」の内容とはなにかという問題が起こる。言い方
を変えると, 画面に描かれるものは何を参照しながら描かれるのかということである。
子どもは絵を描くとき, 現実にあるリアルな画像を思い浮べているのか, それともそ
れを概念的に図式化したものを想像しているのか, あるいは視覚的な像ではなく言葉
概念に沿って描こうとしているのか, その辺りが曖昧である。例えば, その場にいな
い友達の顔を想像して画面に描こうとする場合, まずは「知っていること」（＝記憶）
を手がかりに描くだろう。最初は写真のような友達の静止画が思い浮かぶのだが, 一
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の様子がうかがわれる。 
	 以上のように, 真横にモデル図がある場合でも，また大人から見ると単純な図式で
あっても, 子どもはそのまま写しとることが難しく, 見ることと描くことの間に複雑
な認知的, 機能的な処理がなされていることが読み取れる。それは記憶だけの問題で
はなく, 描画を実行に移す感覚運動スキルの問題でもある。 
	 では, 想像した頭の中にあるモデル対象を描くときはどうであろうか。その対象を
画面に描く際，上記のようなタイムラグはあるのだろうか。実際何かを思い出しなが
ら画面上にそれを描いてみると分かるが, 視覚を通さず想像した対象イメージを描く
ときでさえも同時に見ることが難しい。描くときには画面上の線や形に集中してしま
う。そして一旦描かれたものと頭の中にイメージしたものを交互に見比べながら微調
整しているかのようでもある。ここまでのことを表したのが図１である。 
 
 
４．描画時における記憶と「知っていること」	 
（１）記憶	 
	 以上見てきたように, 私達が何か対象を‘見る’とき, また絵を描くときに感性を
伴う記憶が関わってくることをみてきた。そしてこれまでの, 多くの研究者は，子ど
もの描画の特徴について語るときに, 記憶との関連を指摘してきた。例えば Buhler,K.
は「子供はほとんど『頭で』とでも言おうか, 全く記憶によって描く。人を描こうと
思うと，モデルや手本を捜しまわらず，さっさと楽しく仕事にかかり，人間について
図 1	 見ることと描くことは記憶が関係している	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る。こういった自己中心性は乳幼児期に顕著にみられる世界観で,	 無機的な自然世界
に生命や魂の存在を認めるアニミズム,	 考えや観念そのものが実在しているとする実
念論などとも密接な関係のある世界観であると言える。図 2 の虹色のザリガニや動物
の耳のような爪を持ったザリガニは,	 この自己中心性の要因で「知っている」ことを
あたかも見たことのように混同して描かれたとも言えるのである。 
 
（３）何を描いているのか〜言語発達との関連	 
	 どんな場合であれ, 幼い子どもは感性をともなう記憶＝「知っていること」をもと
に絵を描くことがあるということを述べてきたが, この「知っていること」は研究者
により様々な解釈がある。このことに関する深い考察は高橋敏之がすでに行なってい
る 8)が, 特にこの「知っていること」を言葉による概念化作用が関わっているとする
Buhler,K.と, 視覚的な像であるとする Luque,G.H.の主張は対照的であり, 「知って
いること」の本質を探る手がかりとなるのでここでとりあげてみたい。 
	 まずは, 「知っていること」を言語の発達と関連させて述べている Buhler,K.の説
をみていき, 子どもが何を描こうとしているのかを検討する。 
 
	 ものが名前を付けられるや否や, 概念の構成が始まる。そしてこれが, 具体的心像
にとって代わるのである。言語をもって形成せられる概念的知識は, 子どもの記憶を
支配する。われわれが自分の記憶の上に何かの出来事を印象づけようとするとき, ど
んなことがおこるか。概して, 具体的心像は消えるが, しかしその事実が言語によっ
て表現せられうる限りにおいて, われわれはそれを記憶する。この発達は, 子どもの
生後第 2 年目にすでに始まり, そして子どもが描画しはじめるとき—３歳または４歳
のとき—子どもの記憶は, 決して別々の絵の倉庫ではなく, 知識の百科事典となるわ
けである。子どもは, 自分の知識によってものを描く。だから図式的描画が現われて
くるのである。9) 
 
	 以上のことをまとめると, Buhler,K.は子どもが見たものをそのまま描くのではな
く記憶によって描くといい, その記憶は特に３歳以降になると言語で構成される概念
的知識によって支配されるという。子どもはこの言語による概念的知識によってもの
を描くので, 必然的に図式的描画が現われてくるという説である。概念的知識と図式
の関連については, 頭足人について説明する箇所で Buhler,K.は，図式は「言語によ
って形成せられた知識から絵画的表象における空間への秩序へ翻訳」したものである
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旦画面にペン先をつけた瞬間，別のイメージが入ってくる。顔のかたちは丸形か角張
った四角形かなど, まずは描き慣れた図式バリエーションを参照しながが描きはじめ
るのではないだろうか。そして「頬は膨らんでいる」とか, 「眼が大きい」などと言
葉概念によって記憶されている知識, 情報にしたがって形が補足, 微調整されること
もある。さらにその友達が昔からよく知っている親友であるならば, その人がらを感
じながら線の質も変わってくる可能性がある。この例からは絵を描くときに参照する
「知っていること」はいろいろな種類があることが伺われる。 
	 その場にモデルとなる現実の対象がある場合は, 「知っていること」よりも, 目の
前のモデルを参照することができる。しかし上記に述べたように, それでも幼い子ど
もは「知っていること」（＝記憶）に影響されるのである。図２は同じ５歳の幼児が左
から順に連続で描いた３枚のザリガニの絵であるが，一番左が見ながら描いたもの, 
真ん中と右はモデルなしに次々に描いたものである。左は見て描いたにもかかわらず, 
独自の感性が働いているといえる。背中のカラ
フルな縞模様は, 実際のザリガニの背中に光が
反射して虹色に見えたそうで, それを図式的に
表している。そして真ん中と右の図は, 実際の
ザリガニモデルとの視覚的な整合性は少ないが, 
最初に見たザリガニの記憶が基になり自分の体
験や既に持っている知識（図式）を駆使して表
していると言えよう。ザリガニの爪は, 普段よ
く描く動物の耳のようになっている。これは実
際に見たイメージが現実から離れ，自分の体験や知識のイメージと混じり合っている
ということがいえる。 
	 以上の例を見ると, 子どもは, 現実に目の前にあるものや空想で思い浮べたものを
描くときには, 現物を見る, 見ないにかかわらず, 感性を伴う記憶（＝知っていること）
に大きく影響されることが確認できる。 
 
（２）「知っていること」と自己中心性	 
	 さらに,	 子どもの「知っている」ことには,	 Piaget,J.のいう自己中心性についての
理論も含まれると思われる。Piaget,J.の考えた自己中心性は,	 自己と他者の境界線が
曖昧であり,	 内界と外界が未分離である為に,	 自分だけの考えである主観と,	 他者に
も共通する考えである客観の区別がうまくできず混沌としている状態のことを意味す
図２	 ３枚連続で描いた５歳女児のザ	 
	 	 	 リガニの絵	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る。こういった自己中心性は乳幼児期に顕著にみられる世界観で,	 無機的な自然世界
に生命や魂の存在を認めるアニミズム,	 考えや観念そのものが実在しているとする実
念論などとも密接な関係のある世界観であると言える。図 2 の虹色のザリガニや動物
の耳のような爪を持ったザリガニは,	 この自己中心性の要因で「知っている」ことを
あたかも見たことのように混同して描かれたとも言えるのである。 
 
（３）何を描いているのか〜言語発達との関連	 
	 どんな場合であれ, 幼い子どもは感性をともなう記憶＝「知っていること」をもと
に絵を描くことがあるということを述べてきたが, この「知っていること」は研究者
により様々な解釈がある。このことに関する深い考察は高橋敏之がすでに行なってい
る 8)が, 特にこの「知っていること」を言葉による概念化作用が関わっているとする
Buhler,K.と, 視覚的な像であるとする Luque,G.H.の主張は対照的であり, 「知って
いること」の本質を探る手がかりとなるのでここでとりあげてみたい。 
	 まずは, 「知っていること」を言語の発達と関連させて述べている Buhler,K.の説
をみていき, 子どもが何を描こうとしているのかを検討する。 
 
	 ものが名前を付けられるや否や, 概念の構成が始まる。そしてこれが, 具体的心像
にとって代わるのである。言語をもって形成せられる概念的知識は, 子どもの記憶を
支配する。われわれが自分の記憶の上に何かの出来事を印象づけようとするとき, ど
んなことがおこるか。概して, 具体的心像は消えるが, しかしその事実が言語によっ
て表現せられうる限りにおいて, われわれはそれを記憶する。この発達は, 子どもの
生後第 2 年目にすでに始まり, そして子どもが描画しはじめるとき—３歳または４歳
のとき—子どもの記憶は, 決して別々の絵の倉庫ではなく, 知識の百科事典となるわ
けである。子どもは, 自分の知識によってものを描く。だから図式的描画が現われて
くるのである。9) 
 
	 以上のことをまとめると, Buhler,K.は子どもが見たものをそのまま描くのではな
く記憶によって描くといい, その記憶は特に３歳以降になると言語で構成される概念
的知識によって支配されるという。子どもはこの言語による概念的知識によってもの
を描くので, 必然的に図式的描画が現われてくるという説である。概念的知識と図式
の関連については, 頭足人について説明する箇所で Buhler,K.は，図式は「言語によ
って形成せられた知識から絵画的表象における空間への秩序へ翻訳」したものである
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旦画面にペン先をつけた瞬間，別のイメージが入ってくる。顔のかたちは丸形か角張
った四角形かなど, まずは描き慣れた図式バリエーションを参照しながが描きはじめ
るのではないだろうか。そして「頬は膨らんでいる」とか, 「眼が大きい」などと言
葉概念によって記憶されている知識, 情報にしたがって形が補足, 微調整されること
もある。さらにその友達が昔からよく知っている親友であるならば, その人がらを感
じながら線の質も変わってくる可能性がある。この例からは絵を描くときに参照する
「知っていること」はいろいろな種類があることが伺われる。 
	 その場にモデルとなる現実の対象がある場合は, 「知っていること」よりも, 目の
前のモデルを参照することができる。しかし上記に述べたように, それでも幼い子ど
もは「知っていること」（＝記憶）に影響されるのである。図２は同じ５歳の幼児が左
から順に連続で描いた３枚のザリガニの絵であるが，一番左が見ながら描いたもの, 
真ん中と右はモデルなしに次々に描いたものである。左は見て描いたにもかかわらず, 
独自の感性が働いているといえる。背中のカラ
フルな縞模様は, 実際のザリガニの背中に光が
反射して虹色に見えたそうで, それを図式的に
表している。そして真ん中と右の図は, 実際の
ザリガニモデルとの視覚的な整合性は少ないが, 
最初に見たザリガニの記憶が基になり自分の体
験や既に持っている知識（図式）を駆使して表
していると言えよう。ザリガニの爪は, 普段よ
く描く動物の耳のようになっている。これは実
際に見たイメージが現実から離れ，自分の体験や知識のイメージと混じり合っている
ということがいえる。 
	 以上の例を見ると, 子どもは, 現実に目の前にあるものや空想で思い浮べたものを
描くときには, 現物を見る, 見ないにかかわらず, 感性を伴う記憶（＝知っていること）
に大きく影響されることが確認できる。 
 
（２）「知っていること」と自己中心性	 
	 さらに,	 子どもの「知っている」ことには,	 Piaget,J.のいう自己中心性についての
理論も含まれると思われる。Piaget,J.の考えた自己中心性は,	 自己と他者の境界線が
曖昧であり,	 内界と外界が未分離である為に,	 自分だけの考えである主観と,	 他者に
も共通する考えである客観の区別がうまくできず混沌としている状態のことを意味す
図２	 ３枚連続で描いた５歳女児のザ	 
	 	 	 リガニの絵	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人は, 言語と映像を連動させて視覚的記憶を補強できるが, 幼児の場合は発達段階を
考慮に入れても, そういう知的操作を強力に押し進めるとは考えられない。」11)つまり, 
言葉による思考が中心になると思われる時期の子どもにおいても, その描画は言語的
知識のみによるものではなく, 視覚的記憶が大いに関わっているということがいえる。 
	 次に, Buhler,K.とは対照的に, 子どもの描画における「知っていること」を視覚的
心像によると説いた Luquet,G.H.の理論から, 子どもが何を描いているのかを探る。 
 
（４）何を描いているのか〜内的モデル	 
	 Luquet,G.H.は, 子どもは単に「記憶によって描く」「知っていることを描く」とい
う言い方をせず, 記憶と感性を関連させた「内的モデル」（modele interne）という概
念を開発して主知説を唱えている。Luquet,G.H.によると, それは「子どもの精神内
の心理的実在に対応するもの」であるという。つまり「通常, 絵は実物の写しである
と考えられているが, これは, 誤りである。絵を描く意図がどのように生まれたもの
であろうと，絵は実物の単なる写しではない。」「描画対象の心的表象は直接目に見え
る線を用いて絵に表わされる前に必然的に視覚像として存在している。しかし, この
像は描き手の目に映った事物をそのまま再生したものでもないし, また描かれた絵そ
のものでもない。それは子どもの心の中で変形され, あくまで自発的であるが, 複雑
な再構成の過程を経た創造的な産物なのである。内的モデルという言葉は, 絵の中に
表現されるこの心的表象を, 実際の事物やモデルと明確に区別するための用語なので
ある。」12)としている。ここで注目したいことは, 「描画対象の心的表象は…（略）…
絵に表わされる前に必然的に視覚像として存在している」というところである。つま
り視覚的知識として記憶に存在しているものということである。 
	 Luquet,G.H.は記憶や創造で絵を描く場合は当然内的モデルに拠って描くが, 目の
前のモデルやモチーフを再生する写生画や模写画のときでも, 子ども達が模写するの
は目の前の実際のモデルではなく内的モデルであるとする。この場合, 外界の事物は
単にヒントでしかなく, 描き出されるのは実際のところ内的モデルであるという。先
に見た, 図２の３枚の連続で描いたザリガニの絵を思い出してみよう。Luquet,G.H.
のことばに沿って言うと, 実際にモデルを見た場合でも, そうでない場合でも, 実物
通り写生されたのではなく, 子どもの心の中（正式には脳）にある視覚像＝「内的モ
デル」を再生したもので, 知的写実性 13)を示しているという。 
	 そして Luquet,G.H.は, 子ども何か絵を描く場合, その事物についての内的モデル
を心の中に創造しなければならないとしている。この内的モデルの創造は子どもにと
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と言い，だからこそ, その翻訳の誤謬により大人から見ると不釣り合いな, 理解でき
ない形態になっていることがあるというのであるという。つまりあくまでも Buhler,K.
の解釈によると, 子どもの描画時における記憶とは, 言語的知識に関連していること
になる。 
	 栗山誠は 1歳から４歳までの特定幼児Kの描画時における思考とことばの関係を縦
断的調査により考察した 10)。そこで見られたことは, 描画時における子どもの思考は, 
ことばの発達以前に身体レベルで行なわれ，描き出された形態のもつ視覚的印象が媒
介しながら徐々にことばと関連をもち，やがてことばの発達が，描画活動時における
思考にも影響を及ぼすということが明らかになった。つまり Buhler,K.の言うように, 
徐々に言語による概念的知識が大きく描画を先導するようになることが実証された。 
	 実際に４歳を過ぎる子ども
の絵を見ると「人間の手の指
は５本である」という言語的
知識により必ずといっていい
ほど, 人物を描くときに５本
の指にこだわる子どもの事例
（図３）を多くみる。視覚的
には現実にはないような表現
である。また「象は長い鼻が
ついている」という知識によ
って, どんな向きの顔にも長
い鼻を描き足して象に見立て
るということもよくなされる(図４)。こうした言語的知識は図式として定着し, 子ども
はいつもその知識を持って描くということが言えよう。 
	 しかし子どもは本当に言語による概念的知識のみを手がかりに絵を描いていると言
い切ってもいいのだろうか。５本の指や象の長い鼻は視覚的な記憶とは無関係だろう
か。いや, 私達の記憶には言語では表しきれない視覚的な記憶も同時に存在すると思
われる。特に年齢が幼い幼児については, 高橋敏之の指摘するように, 言葉の獲得が
少ないのでその分, 視覚的イメージに頼った描画がなされるのではないだろうか。以
下, 高橋の記述を紹介する。「幼児は, 記憶の再生に言語的知識をあまりたよりにでき
ない。なぜなら語彙が少ないからである。例えば, ぶどうの絵を描こうとしても言語
的知識による援助は「ぶどう」「まるい」「むらさき」程度のものである。われわれ大
図４	 象は長い鼻がついているという言語的知識から	 
	 	 	 描かれた絵	 
図３	 手を描くとき,	 指の数を意識して描く幼児の 2 つの事例	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人は, 言語と映像を連動させて視覚的記憶を補強できるが, 幼児の場合は発達段階を
考慮に入れても, そういう知的操作を強力に押し進めるとは考えられない。」11)つまり, 
言葉による思考が中心になると思われる時期の子どもにおいても, その描画は言語的
知識のみによるものではなく, 視覚的記憶が大いに関わっているということがいえる。 
	 次に, Buhler,K.とは対照的に, 子どもの描画における「知っていること」を視覚的
心像によると説いた Luquet,G.H.の理論から, 子どもが何を描いているのかを探る。 
 
（４）何を描いているのか〜内的モデル	 
	 Luquet,G.H.は, 子どもは単に「記憶によって描く」「知っていることを描く」とい
う言い方をせず, 記憶と感性を関連させた「内的モデル」（modele interne）という概
念を開発して主知説を唱えている。Luquet,G.H.によると, それは「子どもの精神内
の心理的実在に対応するもの」であるという。つまり「通常, 絵は実物の写しである
と考えられているが, これは, 誤りである。絵を描く意図がどのように生まれたもの
であろうと，絵は実物の単なる写しではない。」「描画対象の心的表象は直接目に見え
る線を用いて絵に表わされる前に必然的に視覚像として存在している。しかし, この
像は描き手の目に映った事物をそのまま再生したものでもないし, また描かれた絵そ
のものでもない。それは子どもの心の中で変形され, あくまで自発的であるが, 複雑
な再構成の過程を経た創造的な産物なのである。内的モデルという言葉は, 絵の中に
表現されるこの心的表象を, 実際の事物やモデルと明確に区別するための用語なので
ある。」12)としている。ここで注目したいことは, 「描画対象の心的表象は…（略）…
絵に表わされる前に必然的に視覚像として存在している」というところである。つま
り視覚的知識として記憶に存在しているものということである。 
	 Luquet,G.H.は記憶や創造で絵を描く場合は当然内的モデルに拠って描くが, 目の
前のモデルやモチーフを再生する写生画や模写画のときでも, 子ども達が模写するの
は目の前の実際のモデルではなく内的モデルであるとする。この場合, 外界の事物は
単にヒントでしかなく, 描き出されるのは実際のところ内的モデルであるという。先
に見た, 図２の３枚の連続で描いたザリガニの絵を思い出してみよう。Luquet,G.H.
のことばに沿って言うと, 実際にモデルを見た場合でも, そうでない場合でも, 実物
通り写生されたのではなく, 子どもの心の中（正式には脳）にある視覚像＝「内的モ
デル」を再生したもので, 知的写実性 13)を示しているという。 
	 そして Luquet,G.H.は, 子ども何か絵を描く場合, その事物についての内的モデル
を心の中に創造しなければならないとしている。この内的モデルの創造は子どもにと
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と言い，だからこそ, その翻訳の誤謬により大人から見ると不釣り合いな, 理解でき
ない形態になっていることがあるというのであるという。つまりあくまでも Buhler,K.
の解釈によると, 子どもの描画時における記憶とは, 言語的知識に関連していること
になる。 
	 栗山誠は 1歳から４歳までの特定幼児Kの描画時における思考とことばの関係を縦
断的調査により考察した 10)。そこで見られたことは, 描画時における子どもの思考は, 
ことばの発達以前に身体レベルで行なわれ，描き出された形態のもつ視覚的印象が媒
介しながら徐々にことばと関連をもち，やがてことばの発達が，描画活動時における
思考にも影響を及ぼすということが明らかになった。つまり Buhler,K.の言うように, 
徐々に言語による概念的知識が大きく描画を先導するようになることが実証された。 
	 実際に４歳を過ぎる子ども
の絵を見ると「人間の手の指
は５本である」という言語的
知識により必ずといっていい
ほど, 人物を描くときに５本
の指にこだわる子どもの事例
（図３）を多くみる。視覚的
には現実にはないような表現
である。また「象は長い鼻が
ついている」という知識によ
って, どんな向きの顔にも長
い鼻を描き足して象に見立て
るということもよくなされる(図４)。こうした言語的知識は図式として定着し, 子ども
はいつもその知識を持って描くということが言えよう。 
	 しかし子どもは本当に言語による概念的知識のみを手がかりに絵を描いていると言
い切ってもいいのだろうか。５本の指や象の長い鼻は視覚的な記憶とは無関係だろう
か。いや, 私達の記憶には言語では表しきれない視覚的な記憶も同時に存在すると思
われる。特に年齢が幼い幼児については, 高橋敏之の指摘するように, 言葉の獲得が
少ないのでその分, 視覚的イメージに頼った描画がなされるのではないだろうか。以
下, 高橋の記述を紹介する。「幼児は, 記憶の再生に言語的知識をあまりたよりにでき
ない。なぜなら語彙が少ないからである。例えば, ぶどうの絵を描こうとしても言語
的知識による援助は「ぶどう」「まるい」「むらさき」程度のものである。われわれ大
図４	 象は長い鼻がついているという言語的知識から	 
	 	 	 描かれた絵	 
図３	 手を描くとき,	 指の数を意識して描く幼児の 2 つの事例	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その事物の様々な構成要素の中から特定のものを選択してそれを描こうとする。それ
は, 第 1 節で説明したが, 人が対象を見るとき, そのまますべてを捉えるのではなく, 
興味があり重要だと思うものしかとらえない性質に拠るものである。それが, 瞬時瞬
時に描かれる「個別モチーフ」の内的モデルになるという捉え方である。また子ども
は目的論者であり, 「見えていない部分でもそれが本質的な要素であれば全て描くし, 
たとえ見えていても二次的なものとみなせば無視する」。つまり物語的描画において, 
その文脈で必要と感じたものは描くし, 必要と感じないものは省略されるのである。
具体例としてLuquet,G.H.は, 子どもが描く人物画には長い間腕がないことを挙げて, 
もし腕が現れるようになっても, それは決まって何かを手に持つ必要がある場合に限
られるとしている。また頭足人の描き方で, 胴体を描かないのは, その有用性が分か
っていないからであると説明している。  
	 ここまで , 子どもの心に構成される視覚像＝「内的モデル」の構成について
Luquet,G.H.の考察を整理したものが図５である。しかしここで少し矛盾する点があ
ることに気付く。それは, 最初の２つのパターンである, 「範例化」と「総合化」の
操作に拠る内的モデルの形成は, 記憶にある経験イメージや視覚的印象などが材料と
なり一般的な視覚的概念あるいは図式と対応する内的モデルが形成されることが理解
できる。しかし３つ目のパターンである個別モチーフの場合, 表現しようとする事物
の様々な構成要素から, 興味があるものや重要なものを「選択する」とはどういうこ
とだろうか。そこには判断や感性が大きく関わるように思える。また物語的な文脈で
は物語（時間）が実際に進行しているので, そこには言語的思考が関わり，ことばが
描こうとする絵を先導するとも考えられる。 
	 以上のように, Luquet,G.H.は, 子どもは視覚像である「内的モデル」を参照しなが
ら絵を描くと主張したが, 全てが知識としての（産物としての）視覚像ではないとい
う意味でその理論は完璧とは言えない部分があると考えられる。 
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って‘やっかいな仕事’であり, 子どもが絵を描くのを難しく感じるとき, 内的モデ
ルの創造がなされていないことが原因であるとする。14)  
	 では具体的に心の中の視覚像＝内的モデルはどのように構成されるのか。この問題
を解明するにあたり Luquet,G.H.は, 内的モデルの構成過程を下記のように大きく３
種類のパターンに分けて説明している 15)。 
	 まず, 内的モデルの構成は精神の創造的活動の所産であるとし, 「これは経験的に
得た印象, つまり実際の事物やモチーフ, モデル等の視覚的印象を記憶にとどめてお
いて, それを材料として組み立て直す無意識的な活動の結果である。」と説明している。
そして１つ目のパターンとして, 「範例化」（exemplarite）と呼ぶ思考的操作を挙げ
ている。つまり, 経験した様々な事物のイメージや印象の中から１つを選び出し, そ
れをもってクラスを代表するものとみなすというものである。範例化に関して
Luquet,G.H.は, 「１個の特殊な個体の内的モデルを選び, これに一般的価値を付与す
ること」といい, 子どもがよく「家」を描くときに, 具体的に自分の家のイメージを
ことばで発しながら描くが, 結局は家の一般的観念（範例化されたもの）を描いたも
のに過ぎないということを例として挙げている。 
	 ２つ目の内的モデルの構成のパターンとして, 「総合化」という操作を挙げている。
これはどういうことかと言うと, 「現実の事物, あるいは以前に自分が描いた絵や他
人の絵などの個別イメージをまるごと寄せ集めたり, 部分的に寄せ集めたりする操作
を意味する」。事例として Luquet,G.H.の娘が, 最初は大人が描いた家の絵をモデルに
していたが, そのうち新しい要素, 窓のカーテンなどを描くようになったという。こ
れは, 現実の家からの要素ではなく, 組み立てセットのおもちゃからヒントを得た情
報であった。Luquet,G.H.の娘はいろいろな情報から寄せ集めたイメージを総合化し
て内的モデルを構成していると捉えられる。 
	 以上２つのパターンは「一般的, 類的モチーフ」の絵について, 内的モデルの構成
を考察したものである。次の３つ目に説明するパターンは, 「個別モチーフ」の絵に
ついてである。個別モチーフとは「物語的表現とでも呼べるものに描かれる事物（モ
チーフ）であり, 特定の状況で特定の瞬間の事物の見えを描く」ものをさす。それは
スナップ写真のようでもあるという。図式的表現期の子どもは, 描きながら物語るこ
とをよくする。そして, 語りながら次々にイメージを広げて, さらに描くのである。
このように表される瞬間的な形態が「個別モチーフ」と理解できる。 
	 そして「個別モチーフ」の内的モデルの形成については次のように説明されている。
子どもは何か表現したい事物があるとすると, それをそのまま写しとるのではなく, 
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その事物の様々な構成要素の中から特定のものを選択してそれを描こうとする。それ
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は目的論者であり, 「見えていない部分でもそれが本質的な要素であれば全て描くし, 
たとえ見えていても二次的なものとみなせば無視する」。つまり物語的描画において, 
その文脈で必要と感じたものは描くし, 必要と感じないものは省略されるのである。
具体例としてLuquet,G.H.は, 子どもが描く人物画には長い間腕がないことを挙げて, 
もし腕が現れるようになっても, それは決まって何かを手に持つ必要がある場合に限
られるとしている。また頭足人の描き方で, 胴体を描かないのは, その有用性が分か
っていないからであると説明している。  
	 ここまで , 子どもの心に構成される視覚像＝「内的モデル」の構成について
Luquet,G.H.の考察を整理したものが図５である。しかしここで少し矛盾する点があ
ることに気付く。それは, 最初の２つのパターンである, 「範例化」と「総合化」の
操作に拠る内的モデルの形成は, 記憶にある経験イメージや視覚的印象などが材料と
なり一般的な視覚的概念あるいは図式と対応する内的モデルが形成されることが理解
できる。しかし３つ目のパターンである個別モチーフの場合, 表現しようとする事物
の様々な構成要素から, 興味があるものや重要なものを「選択する」とはどういうこ
とだろうか。そこには判断や感性が大きく関わるように思える。また物語的な文脈で
は物語（時間）が実際に進行しているので, そこには言語的思考が関わり，ことばが
描こうとする絵を先導するとも考えられる。 
	 以上のように, Luquet,G.H.は, 子どもは視覚像である「内的モデル」を参照しなが
ら絵を描くと主張したが, 全てが知識としての（産物としての）視覚像ではないとい
う意味でその理論は完璧とは言えない部分があると考えられる。 
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って‘やっかいな仕事’であり, 子どもが絵を描くのを難しく感じるとき, 内的モデ
ルの創造がなされていないことが原因であるとする。14)  
	 では具体的に心の中の視覚像＝内的モデルはどのように構成されるのか。この問題
を解明するにあたり Luquet,G.H.は, 内的モデルの構成過程を下記のように大きく３
種類のパターンに分けて説明している 15)。 
	 まず, 内的モデルの構成は精神の創造的活動の所産であるとし, 「これは経験的に
得た印象, つまり実際の事物やモチーフ, モデル等の視覚的印象を記憶にとどめてお
いて, それを材料として組み立て直す無意識的な活動の結果である。」と説明している。
そして１つ目のパターンとして, 「範例化」（exemplarite）と呼ぶ思考的操作を挙げ
ている。つまり, 経験した様々な事物のイメージや印象の中から１つを選び出し, そ
れをもってクラスを代表するものとみなすというものである。範例化に関して
Luquet,G.H.は, 「１個の特殊な個体の内的モデルを選び, これに一般的価値を付与す
ること」といい, 子どもがよく「家」を描くときに, 具体的に自分の家のイメージを
ことばで発しながら描くが, 結局は家の一般的観念（範例化されたもの）を描いたも
のに過ぎないということを例として挙げている。 
	 ２つ目の内的モデルの構成のパターンとして, 「総合化」という操作を挙げている。
これはどういうことかと言うと, 「現実の事物, あるいは以前に自分が描いた絵や他
人の絵などの個別イメージをまるごと寄せ集めたり, 部分的に寄せ集めたりする操作
を意味する」。事例として Luquet,G.H.の娘が, 最初は大人が描いた家の絵をモデルに
していたが, そのうち新しい要素, 窓のカーテンなどを描くようになったという。こ
れは, 現実の家からの要素ではなく, 組み立てセットのおもちゃからヒントを得た情
報であった。Luquet,G.H.の娘はいろいろな情報から寄せ集めたイメージを総合化し
て内的モデルを構成していると捉えられる。 
	 以上２つのパターンは「一般的, 類的モチーフ」の絵について, 内的モデルの構成
を考察したものである。次の３つ目に説明するパターンは, 「個別モチーフ」の絵に
ついてである。個別モチーフとは「物語的表現とでも呼べるものに描かれる事物（モ
チーフ）であり, 特定の状況で特定の瞬間の事物の見えを描く」ものをさす。それは
スナップ写真のようでもあるという。図式的表現期の子どもは, 描きながら物語るこ
とをよくする。そして, 語りながら次々にイメージを広げて, さらに描くのである。
このように表される瞬間的な形態が「個別モチーフ」と理解できる。 
	 そして「個別モチーフ」の内的モデルの形成については次のように説明されている。
子どもは何か表現したい事物があるとすると, それをそのまま写しとるのではなく, 
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（５）何を描いているのか〜身体的感覚との関連	 
	 以上, 子どもは描画時に記憶を頼りにして描く際に, それは言語的知識としての記
憶なのか, 視覚的知識としての記憶なのかを考察してきた。その結果この記憶には, 
Buhler,K.の言う言語による概念的知識が確かに関わっていると思われたし, また
Luquet,G.H.の「内的モデル」説に見られた視覚像が確かにあると思われた。 
	 しかし, 図式的表現期の子どもの描画活動を観察していると, 次の事例のようにさ
らに違った観点から形態を描き出していることもある。 
 
	 事例①：幼児 K(４歳児)は, 母親の誕生日に絵を描いてプレゼントしようとし, 母親
を描こうとした。しかし「笑った口が描けない」と言い泣き出した。描こうとしてい
る画面を見ると, 笑った口の形を練習しているようであった。（図６-1,６-2）これまで
幼児 K は, 普段, 人物は描いていたが, 口を意識して描くことはなかった。図６-3 は, 
その頃描いた体験画であるが, 口は図式として定着していないことが分かる。母親を
描こうと泣いていた幼児 K に対して, そこにいた保育者は, 笑った口の描き方（お椀
型に曲線を描く図式）を教えたが, 本人は納得がいかず, 結局そのままその絵を持ち
帰った。 
	 この事例は, 大人から図式の教示を受けても子ども本人は自分の感覚, 感じている
こと（母の笑ったイメージ）に即さなかったというものである。つまり, 図式として
定着する前の段階（模索的な段階）では, 「知っていること」とは, 言葉による概念
でもなく, 視覚的な像でもなく, また図式でもない。自己の身体的感覚が大いに関わ
っていることがうかがわれる。 
 
 
図 6-1	 笑った口の形態を模索	 	 	 図 6-2	 同左	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 6-3	 当時の体験画	 
	 している幼児 K の絵	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幼児 K は, 普段, 人物は描いていたが, 口を意識して描くことはなかった。図６-3 は, 
その頃描いた体験画であるが, 口は図式として定着していないことが分かる。母親を
描こうと泣いていた幼児 K に対して, そこにいた保育者は, 笑った口の描き方（お椀
型に曲線を描く図式）を教えたが, 本人は納得がいかず, 結局そのままその絵を持ち
帰った。 
	 この事例は, 大人から図式の教示を受けても子ども本人は自分の感覚, 感じている
こと（母の笑ったイメージ）に即さなかったというものである。つまり, 図式として
定着する前の段階（模索的な段階）では, 「知っていること」とは, 言葉による概念
でもなく, 視覚的な像でもなく, また図式でもない。自己の身体的感覚が大いに関わ
っていることがうかがわれる。 
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 以上のように図式的表現期あるいは, 図式が定着する少し前の段階においては, 今
回示した事例のような, 身体感覚に拠るイメージに由来する線や描画内容を描くこと
がよくみられる。それは視覚的な記憶を参照して描いているとも, 言葉概念を頼りに
描いているとも言い難い。 
	 Luquet,G.H.は文脈に応じて瞬時に描かれる「個別モチーフ」について, 表現しよ
うとする事物の様々な要素のなかから本質的なことが取り出され, デフォルメされる
と述べた。そしてそれが視覚像としての内的モデルとなり, 子どもはそれを参照して
描くことがあると説明した。しかし, この個別モチーフは, 視覚像とはっきり特定さ
れるものではなく, ここで見たような身体感覚の経験から得たイメージ（図式的印象）
に由来すると捉えられる。 
 
（６）	 何を描いているのか〜情動との関連	 
	 前項で見た３つの事例では描かれたものと身体感覚との関連を述べた。さらに考え
られることは, 身体で何かを感じるときには必ずそこに感情が生起することである。
Read,H.は子どもが描く形態（図式）と情動との関連について触れている。氏は子ど
もの精神における, イメージに対する図式の関係をはっきりと定めることは困難であ
るとしながらも次の仮説を採用している。つまり子どもは, 概念的な思考や知覚した
イメージから独立した感情, あるいは「情動」を持っているという。その情動は知覚
や経験したことに由来するものであるが, 子どもはこれを伝達することはできない。
子どもはこの感情あるいは情動に「満たされる」ものの, これに対応するイメージや
洗練された概念的思考の方法は, まだ充分に発達していない。そこで子どもは, 視覚
的な象徴すなわち, 線の言語による暗号を創造し, それによって自分の感情を表現し, 
その質を他者へと伝え, 移ろい行く外見の世界の中に, それを固定しようとするとい
う。別のところでは, 子どもは, 考えたことを描くのでも，実際に見たと思われるも
のを描くのでもなく，自分が個人的にその対象に結びつける, 感情的な対象物を伝え
る記号であるという 16)。 
	 以上のことを整理すると, Read,H.がいう子どもの描くものとは，直接の視覚的経験
に基づくものではなく, またイメージを視覚的に翻訳したものでもなく, 知覚や経験
したことに由来する「情動」を表現するために「線の言語による暗号」, すなわち図
式を含めた視覚的記号を画面上に創出したものである。この「情動」は, 概念的思考
や知覚したイメージから独立した感情である 17)という。 
	 これまでみてきた研究者は, 子どもが描くことは, 記憶にある言語的概念や視覚的
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 事例②：幼児 K(４歳男)は, 雨の中の散歩
について絵を描いたとき, 足の指を描き
「パパとママとゆうくんとお散歩したよ。
雨がくつの中にはいったよ。冷たかった。」
とその場にいた保育者に話した。日記観察
法により縦断的にこの幼児 K の描画を観
察していたが, 普段はこの男児は足の指は
描かないし, その後の描画にも描くことは
なかった。またこの時期に幼児 K が描く形
態はまだ模索的な線が多く, 図式として定着する以前の段階であるといえる。にもか
かわらず, 足の指を線で描いているところが注目される。(図７)  
	 この足の指は, 幼児 K が描きながら物語る中で必要になった事柄であるといえるの
で, Luquet,G.H.が内的モデルの構成パターンの一つに挙げた「個別モチーフ」と捉え
ることができる。しかしこれが視覚像としての内的モデルのみを参照して描いたと言
えるだろうか。指の数は 5 本ではないにしても, 一本一本丁寧な線で細かく描いてい
るので視覚的な記憶も参考にしているようであるが, それよりも足の指一本一本が
「冷たかった」という身体感覚で感じていたイメージに多く由来するもののように思
われる。 
	 事例③：幼児 K(５歳男)は, ８月の蒸し暑い日に図８の絵を描いて, 「今日は暑い日
だから, みんな暑い暑いって言っているよ。」とそこにいる大人に知らせた。その日, 
どんなに暑かったかは太陽を３つ描くことによって表されている。また人が暑がって
いるということを表すために, それぞれの人の腹部に太陽を描いている。自分の描け
る図式は限られているが, それを駆使して, その日の暑さと人の気持ちを写真では表
せない方法に拠って表している。この事例
は日常の事柄を描こうとしたとき, 物語る
中で文脈に応じて描かれたものであるので, 
Luquet,G.H.の言う「個別モチーフ」に相
当するものといえる。しかし単に視覚像や
言葉概念による記憶に即して描いたのでは
なく, 身体で感じたことを素直に表してい
るといえる。 
 
図８	 暑い日に描いた幼児 K の体験	 
	 	 	 画	 
図７	 雨にぬれた足の指を描いた	 
	 	 	 幼児 K の体験画	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う。別のところでは, 子どもは, 考えたことを描くのでも，実際に見たと思われるも
のを描くのでもなく，自分が個人的にその対象に結びつける, 感情的な対象物を伝え
る記号であるという 16)。 
	 以上のことを整理すると, Read,H.がいう子どもの描くものとは，直接の視覚的経験
に基づくものではなく, またイメージを視覚的に翻訳したものでもなく, 知覚や経験
したことに由来する「情動」を表現するために「線の言語による暗号」, すなわち図
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だから, みんな暑い暑いって言っているよ。」とそこにいる大人に知らせた。その日, 
どんなに暑かったかは太陽を３つ描くことによって表されている。また人が暑がって
いるということを表すために, それぞれの人の腹部に太陽を描いている。自分の描け
る図式は限られているが, それを駆使して, その日の暑さと人の気持ちを写真では表
せない方法に拠って表している。この事例
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肉と動員してはいけない筋肉の選別, 動員すべきそれぞれの筋肉の収縮と弛緩のタイ
ミングの決定, 実行中の運動のモニタリングとエラーの修正が重要である」としてい
る。つまり①自分の手が今どこにあり, どのように動いているかをリアルタイムで知
るための感覚情報と②自分の手が目的の運動を遂行したかどうかの結果を見るための
視覚情報が重要となる。こうしたことは表１の, 子どもがモデル図を見ながら描く実
験結果からも分かる。このように, 描画中には, 実行中の運動を‘見る’ことをし, そ
の結果に従って次の運動をコントロールしているのである（フィードバック・コント
ロール）19)。 
	 以上の理論では, 自分の意図したことを画面上に描く際に, 常に‘見る’ことをし
ながら, 修正や微調整によって最終的には, 描きはじめのイメージに随意運動を駆使
して近づけていくという流れは説明できる。しかし, 子どもが絵を描く様子を見てい
ると，最初に描こうとした意図が途中で変更されることがよくある。あるいは, 意図
したことを途中で忘れたかのように全く別の活動に移ることもある。ここでは, 子ど
もは確かに画面上に描かれたものを‘見る’ことをし, コントロールしている。にも
かかわらず, 意図からズレたり意図が消失したりするのである。 
	 この問題を考えるときに, 画面上に描かれたものをどのように‘見る’のか, つま
り「解釈」について考察されなければならない。 
 
６．意図と解釈	 
	 描画活動は意図と解釈によって成立する。意図は描こうとする対象を思い続け, 描
くことを実行に移そうとする。その際, 第３節で見てきたように記憶にあるもの＝「知
っていること」を参照する。つまり言語による概念的知識, 視覚的な像（内的モデル）, 
身体感覚や感情が内在する図式的印象である。意図は, これらをもとにしながら, 必
要な運動スキルを実行に移し, 紙面に描き出される図形をモニターする。そして図形
の持つ特性から, 自分にとっての意味, すなわち解釈を与える。一方, 解釈は, すでに
描き済みの絵や, 描かれつつある絵が, 何であるかと判断を下すことになるが, ここ
でも解釈は記憶にあるもの＝「知っていること」を参照するといえる。Luquet,G.H.
はこの２つの「知っていること」について前者の描こうとする対象を「喚起対象」と
し, 後者の解釈の際に思い浮かべるものを「命名用対象」と呼び, 区別した 20)。この
２つを分けることで意図と解釈の関係が分かりやすく説明できるので , 以下
Luquet,G.H.の理論を参考に整理してみる。 
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概念に対応するという見方の域を出ることはなかったが, Read,H.はここに「情動」と
いう動機づけを持ち出したことが意義深い。ただし, 図式期以前の感覚的な線や形は, 
情動が直接現われることが多いといえるが, 図式を操作して描く段階になって, 図式
を繰り返したり，それを組み合わせるなどして新たな形態を編み出す経験は, 情動に
よるモノではなく, 線や形の客観的な操作も多いといえる。 
 
（７）「知っていること」とは何をさすのか〜まとめ	 
	 図式的表現期の子どもは, 感性を伴う記憶を頼りに絵を描くことを見てきた。これ
までの考察から, 具体的に記憶によって描くことについて, 次のことが考えられた。 
①	 言語による概念的知識に沿って描く 
②	 視覚的記憶（内的モデル）を参照しながら描く 
③	 身体感覚や感情が内在する図式的印象を描く 
	 これまで長年にわたって支持されてきた「子どもは見たものではなく, 知っている
ことを描く」という主知説において, 曖昧にされていたことが少し整理されたと思わ
れる。 
	 今述べていることは, 図式的表現期の子ども（一般的には４歳〜7 歳時期ごろ）に
ついての問題を議論しているが, 年少の子ども達については記憶の力に頼らない分, 
③の身体感覚や情動の影響に拠って描くことが多いといえる。また, 図式的表現期に
おいても, 文脈に応じた図式の模索や変形は常に行なわれているので, 単に①②のよ
うに記憶に即して描くと言い切ることはできず, ③の要素は切り離せないといえる。
さらに図式期に多くみられる, 「描きながらイメージを広げる」叙述的表現において
はごっこ遊びのように画面上で感覚や感情が表されることがあるが, ここでも③の要
素が大いに関わっている。 
 
５．描く行為を‘見る’	 
	 画面上に絵を描く際に私達は, 描画材の先から表れてくる線や色を見ると同時に, 
自分の意図したことが実行されているかどうかを常に確認するために‘見る’ことを
しているといえる。岩田誠によると, 人が自ら意図する絵を描くためには, 「きわめ
て緻密な運動制御が保障さ」れる必要があるという 18)。「この運動制御を実現してい
るのは, 運動連合野と小脳, そして大脳基底核の協調的な働きである。特定の動作を
実現するための随意運動において制御すべき内容としては，その動作に動員すべき筋
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肉と動員してはいけない筋肉の選別, 動員すべきそれぞれの筋肉の収縮と弛緩のタイ
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験結果からも分かる。このように, 描画中には, 実行中の運動を‘見る’ことをし, そ
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 以上の理論では, 自分の意図したことを画面上に描く際に, 常に‘見る’ことをし
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して近づけていくという流れは説明できる。しかし, 子どもが絵を描く様子を見てい
ると，最初に描こうとした意図が途中で変更されることがよくある。あるいは, 意図
したことを途中で忘れたかのように全く別の活動に移ることもある。ここでは, 子ど
もは確かに画面上に描かれたものを‘見る’ことをし, コントロールしている。にも
かかわらず, 意図からズレたり意図が消失したりするのである。 
	 この問題を考えるときに, 画面上に描かれたものをどのように‘見る’のか, つま
り「解釈」について考察されなければならない。 
 
６．意図と解釈	 
	 描画活動は意図と解釈によって成立する。意図は描こうとする対象を思い続け, 描
くことを実行に移そうとする。その際, 第３節で見てきたように記憶にあるもの＝「知
っていること」を参照する。つまり言語による概念的知識, 視覚的な像（内的モデル）, 
身体感覚や感情が内在する図式的印象である。意図は, これらをもとにしながら, 必
要な運動スキルを実行に移し, 紙面に描き出される図形をモニターする。そして図形
の持つ特性から, 自分にとっての意味, すなわち解釈を与える。一方, 解釈は, すでに
描き済みの絵や, 描かれつつある絵が, 何であるかと判断を下すことになるが, ここ
でも解釈は記憶にあるもの＝「知っていること」を参照するといえる。Luquet,G.H.
はこの２つの「知っていること」について前者の描こうとする対象を「喚起対象」と
し, 後者の解釈の際に思い浮かべるものを「命名用対象」と呼び, 区別した 20)。この
２つを分けることで意図と解釈の関係が分かりやすく説明できるので , 以下
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概念に対応するという見方の域を出ることはなかったが, Read,H.はここに「情動」と
いう動機づけを持ち出したことが意義深い。ただし, 図式期以前の感覚的な線や形は, 
情動が直接現われることが多いといえるが, 図式を操作して描く段階になって, 図式
を繰り返したり，それを組み合わせるなどして新たな形態を編み出す経験は, 情動に
よるモノではなく, 線や形の客観的な操作も多いといえる。 
 
（７）「知っていること」とは何をさすのか〜まとめ	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までの考察から, 具体的に記憶によって描くことについて, 次のことが考えられた。 
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 言語による概念的知識に沿って描く 
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 視覚的記憶（内的モデル）を参照しながら描く 
③	 身体感覚や感情が内在する図式的印象を描く 
	 これまで長年にわたって支持されてきた「子どもは見たものではなく, 知っている
ことを描く」という主知説において, 曖昧にされていたことが少し整理されたと思わ
れる。 
	 今述べていることは, 図式的表現期の子ども（一般的には４歳〜7 歳時期ごろ）に
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５．描く行為を‘見る’	 
	 画面上に絵を描く際に私達は, 描画材の先から表れてくる線や色を見ると同時に, 
自分の意図したことが実行されているかどうかを常に確認するために‘見る’ことを
しているといえる。岩田誠によると, 人が自ら意図する絵を描くためには, 「きわめ
て緻密な運動制御が保障さ」れる必要があるという 18)。「この運動制御を実現してい
るのは, 運動連合野と小脳, そして大脳基底核の協調的な働きである。特定の動作を
実現するための随意運動において制御すべき内容としては，その動作に動員すべき筋
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 子どもは意図した通り（喚起対象のとおり）に画面上に描くとは限らず, しばしば
意図とは反するものが画面上に描き出されることがある。しかしそこで子どもは知っ
ていること（命名用対象）と照らし合わせ, 画面上の描き出されたものとの類似性に
よって, その意味を規定するのである。 
	 意図通りに画面上に描き出せない理由としては, ２つのことが考えられる。１つは
はじめに意図したことが描画過程で維持されるかという記憶力や集中力の問題である。
特に幼い子どもは精神の移ろいやすさの影響で，意図は弱められたり打ち消されたり
する。描画過程において意図の記憶の強弱が, 進行中の描画の行く先を左右する。も
う１つの理由は, 知覚—運動スキルの発達の問題で, 描画行為や描画材に慣れていな
い段階では意図したことに沿って描くことが難しいということである。 
	 この２つの要因から子どもの描画は意図したことと解釈することとの間にズレが生
じ, 子どもはしばしば葛藤する。Luquet,G.H.によると, 喚起対象との類似に依存する
意図（意図の記憶）と, 命名用対象との類似に依存する解釈はそれぞれ固有の力を持
ち, それぞれの強さに応じて葛藤はさまざまな結果を引き起こすことになるという。
そして以下のように４つのパターンを想定している。 
 
①【意図＞解釈】：意図（の記憶）が内在的に強く, 解釈が内在的に弱い場合 
	 描きたいものがはっきりして, その強い意志があるとき, 子どもは感覚—運動ス
キルの問題で思うように描けない場合, 自分の絵が失敗であることを認識する。 
②【意図（弱）＝解釈（弱）】：意図も解釈も両方ともそれ固有の力が弱い場合 
	 さほどこだわりのない解釈が起こり, 解釈は様々なやり方で表明される。例えば, 
自分の描いた絵に, ある一つの解釈し, その後, 別の人から何を描いたのか聞かれ
たとき, 別の解釈をおこなうというものである。また全く何の解釈も示さない場合
もこれにあてはまる。 
③【意図（強）＝解釈（強）】：意図の記憶と解釈が内在的に両方とも強い場合 
	 意図を維持しようとする意志と, 描いたものから別の解釈をしようとする気持
ちが精神のうちで共存し, ぶつかり合う場合である。子どもは自分が描きはじめる
ときからこの葛藤を意識することがある。例えば, 「熊を描いたはずが, コアラに
見える。これは描きたいものとは違う。」という具合である。しかし子どもは, 写
実的な絵を描くことよりも, 描画を楽しむ精神が強い場合, これを前向きに捉える
ことが多いと思われる。 
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ル）・身体感覚や感情が内在する図式的印象であったのに対し, 命名用対象の「知って
いること」とは言語による概念的知識のみが相当すると思われる。以上述べたことを
図に表したのが図９である。 
	 また意図と解釈は記憶にあるものを参照している。前に見てきたようにこの記憶は
一人ひとりの感性が関わっており, 幼児の場合自己中心性的な面を持っている。例え
ば図２のザリガニを描いた女児は, 人の顔を持ったザリガニを描いても「かわいい」
と言い, 満足していた。つまりザリガニに似ていないことを認識していても「失敗」
という観念はなく, それを「ザリガニのつもり」として楽しんでいたのである。
Luquet,G.H.がいう描画時における喚起対象や命名対象は写実的なもののように思わ
れるが, 実際は子ども独自の意図や解釈が働いていると考えた方がよい。 
 
７．描画における認知処理のプロセスモデル	 
	 第２章ではイメージがどのように画面上に表されていくのかを認知処理のプロセス
として考察した。子どもは何か対象を描く場合, それを現実に見る，見ないに関わら
ず, 体験から得た記憶を参照しながら描くことが分かった。これまでの多くの研究者
はこのことを「子どもは知っていることを描く」主知説として当たり前のように採用
してきたが, 実際のところ「知っていること」の内容は研究者により解釈は曖昧であ
った。しかし今回, 子どもが描こうと意図するときに参照する「知っていること」と
は①言語による概念的知識, ②視覚的な内的モデル, ③身体感覚や感情が内在する図
式的印象, ということが考察された。子どもは何か対象を描く際, これらの事項をガ
イドに絵を描こうとするのだが, 集中が続かない場合や感覚—運動スキルが未発達の
段階では最初に意図した通りに描くことが難しく, 画面上に描かれたものは解釈とい
う手続きにおいて, 子どもにとっての意味が生成される。その際にも同じく「知って
いること」が関わるが, 解釈する場合は言語的知識が主に関わって実行される。 
	 そして解釈は, すでに描き済みの絵や, 描かれつつある絵が, 何であるかと判断を
下すことにとどまらず, 描画の内容を方向づける基準となる。以上のことをまとめた
ものが図 10 であるが, 子どもは絶えず描き出されたものを言語的に解釈し続けなが
ら描画が継続されるという構図が明らかになった。 
	 たとえ最初に意図したことと, 描き出された画面上の視覚形態とにギャップがあっ
たとしても, 目の前の視覚情報から新たな解釈が生まれ, それが新たな意図を生む源
流となるのである。このように, 描画行為が継続される文脈の原型として, ここまで
第２章	 意図と解釈〜物語的な文脈へ 
 - 45 - 
ル）・身体感覚や感情が内在する図式的印象であったのに対し, 命名用対象の「知って
いること」とは言語による概念的知識のみが相当すると思われる。以上述べたことを
図に表したのが図９である。 
	 また意図と解釈は記憶にあるものを参照している。前に見てきたようにこの記憶は
一人ひとりの感性が関わっており, 幼児の場合自己中心性的な面を持っている。例え
ば図２のザリガニを描いた女児は, 人の顔を持ったザリガニを描いても「かわいい」
と言い, 満足していた。つまりザリガニに似ていないことを認識していても「失敗」
という観念はなく, それを「ザリガニのつもり」として楽しんでいたのである。
Luquet,G.H.がいう描画時における喚起対象や命名対象は写実的なもののように思わ
れるが, 実際は子ども独自の意図や解釈が働いていると考えた方がよい。 
 
７．描画における認知処理のプロセスモデル	 
	 第２章ではイメージがどのように画面上に表されていくのかを認知処理のプロセス
として考察した。子どもは何か対象を描く場合, それを現実に見る，見ないに関わら
ず, 体験から得た記憶を参照しながら描くことが分かった。これまでの多くの研究者
はこのことを「子どもは知っていることを描く」主知説として当たり前のように採用
してきたが, 実際のところ「知っていること」の内容は研究者により解釈は曖昧であ
った。しかし今回, 子どもが描こうと意図するときに参照する「知っていること」と
は①言語による概念的知識, ②視覚的な内的モデル, ③身体感覚や感情が内在する図
式的印象, ということが考察された。子どもは何か対象を描く際, これらの事項をガ
イドに絵を描こうとするのだが, 集中が続かない場合や感覚—運動スキルが未発達の
段階では最初に意図した通りに描くことが難しく, 画面上に描かれたものは解釈とい
う手続きにおいて, 子どもにとっての意味が生成される。その際にも同じく「知って
いること」が関わるが, 解釈する場合は言語的知識が主に関わって実行される。 
	 そして解釈は, すでに描き済みの絵や, 描かれつつある絵が, 何であるかと判断を
下すことにとどまらず, 描画の内容を方向づける基準となる。以上のことをまとめた
ものが図 10 であるが, 子どもは絶えず描き出されたものを言語的に解釈し続けなが
ら描画が継続されるという構図が明らかになった。 
	 たとえ最初に意図したことと, 描き出された画面上の視覚形態とにギャップがあっ
たとしても, 目の前の視覚情報から新たな解釈が生まれ, それが新たな意図を生む源
流となるのである。このように, 描画行為が継続される文脈の原型として, ここまで
第２章	 意図と解釈〜物語的な文脈へ 
 - 48 - 
—————————————————————————————————————————————————————————————————	 
（注１）20 人の幼児（年中と年長児）に筆者が 4 つのモデル図を描いたものを渡し,	 描
いてみたいもの１つを選んでもらい,	 それを模写させた。	 
（注２）Arnheim,R.(『美術と視覚	 上』波多野完治・関計夫訳,美術出版社,1963,p.207)
によると,	 この説はヘルムホルツ(Helmholtz)が 1860 年代に普及した考え方を
踏襲しているという。	 
	 
第２章	 引用文献	 
                                                   
1)	 藤田豊・後藤真一・丸野俊一「幼児の描画行動に影響を及ぼす教示の機能的特性」
『熊本大学教育学部紀要』第 42 号,熊本大学,1993,p.210	 
2)	 岩田誠『見る脳・描く脳―絵画のニューロサイエンス』東京大学出版会,1997	 
3)	 Arnheim,R.,1956,Art	 and	 visual	 perception:a	 psychology	 of	 the	 creative	 eye.	 
London,Faber	 &	 Faber(アルンハイム『美術と視覚	 上』波多野完治・関計夫訳,
美術出版社,1963,p.64)	 
4)	 岩田誠,前掲書,p.89	 
5)	 Buhler,K.,1949,Abriss	 der	 geistigen	 entwicklung	 des	 kindes.Quelle	 &	 Meyer	 
Co.,Inc.,Heidelberg(K.ビューラー『精神発達』古武弥正訳,牧書店,1958,p.134)	 
6)	 Vygotsky,L.S.『子どもの想像力と創造』広瀬信雄訳,新読書社,2002,p.134	 
7)	 Eng,H.,1931,Psychology	 of	 children’s	 drawings:from	 the	 first	 stroke	 to	 the	 
coloured	 drawing.	 Routledge（H.エング『子どもの描画心理学―はじめての線描
き（ストローク）から,８歳児の色彩画まで―』深田尚彦訳,黎明書
房,1999,pp.130-132）	 
8)	 高橋敏之「幼児の頭足人的表現形式に関する K.Buhler の主知説批判」『美術教育』
第 275 号,日本美術教育学会,1997,pp.2-9	 	 	 	 
9)	 Buhler,K.,前掲書 p.134	 
10)	 栗山誠「初期描画活動における幼児の思考とことばの関連〜Vygotsky の混同心性
に注目して〜」『生活科学研究誌』vol.7,2008,pp.191-205	 
11)	 高橋俊之「主知説の解釈の可変性とその問題点」『家庭教育研究』第３号,日本家庭
教育学会誌,1998,pp.40-48	 
12)	 Luquet,G.H.,1927,Le	 dessin	 enfantin.Paris:Alcan（G.H.リュケ『子どもの絵―
児童画研究の源流』須賀哲夫監訳,金子書房,1979,pp.90-91）	 
13)	 Luquet,G.H.,前掲書,p.91	 
14)	 Luquet,G.H.,前掲書,p.97	 
15)	 Luquet,G.H.,前掲書,pp.99-114	 
16)	 Read,H.,1956,Education	 through	 art.Faber	 &	 Faber:3rd	 Revised	 (H.リード『芸
術による教育』宮脇理・岩崎清・直江俊雄訳,フィルムアート社,2001,p.162)	 
17)	 Read,H.,前掲書,p.157	 
18)	 岩田誠,前掲書,p.82	 
19)	 岩田誠,前掲書,p.86	 
20)	 Luquet,G.H.,前掲書,pp.43-50	 
21)	 Luquet,G.H.,前掲書,pp.33-36	 
22)	 松村明	 編『大辞林／第３版』三省堂,2006	 
第２章	 意図と解釈〜物語的な文脈へ 
 - 47 - 
このようにして,	 次々に観念の連合によって,	 描画行為が引き出され,	 描画内容が進
展していくのである。これは意味の連鎖であり,	 意図したことがその通りに画面に表
されていくパターンである。	 
	 さらに,	 この観念の連合は,	 「知的な次元（役割の類推）」のものでだけではなく,	 
「視覚的次元（見えの類推）」のものもあるという。つまり第２章で見てきたように,	 描
かれたものが最初の意図とは異なる物に見えた場合でも,	 その視覚的な‘見え’から
別の意味が発想されることがある。Luquet,G.H.はこれを「形態的類推」と呼んだ。例
えば,	 ある幼児は画面に１個のリンゴを描いた後に２つ目のリンゴを描こうとしたが,	 
大きな楕円形になってしまった。それが顔に見えたので,	 目口を描き足し,	 食べる人
物にしてしまった,	 というような場合である。	 
	 何れにしても,	 上の２つの事例に共通することは,	 描かれたものの意味が別の意味
を引き出す連続性がみられる。結果的には物語（ナラティヴ）がそこには展開されて
く。こうした,	 描く中で湧き起こるイメージや感情が次への描画行為につながってい
くという文脈を‘物語的文脈’と呼ぶことにする。 
 
９．まとめと課題	 
	 第２章では,	 描画過程で見ることと描き出すことの関連や,	 描かれたものを解釈す
ることにより循環的に描画が継続される認知システムを明確化し,	 物語的文脈の根拠
を示すことができた。	 
	 さて, 解釈とは, 一般に「語句や物事などの意味・内容を理解し説明すること」22)
であり, それは言語的な把握といった知的な精神活動を意味する。しかし, 描画に夢
中になる子どもを観察していると, 単に言語的な解釈の連続で楽しさを見いだしてい
るかというとそうではなく, 形態の視覚性や図と地の関係性からくる感覚的, 感情的
な行為の連続があるように思える。つまり, 描かれたものを言葉によって解釈するの
ではなく，画面の描かれたもの同士の配置関係や, 色彩, 空隙, マクロな視点で見たと
きの大きな固まりや偏り, ミクロな視点で見たときのインクのシミなど, あらゆる視
覚情報が, 次の活動を誘発し, 描画内容を左右する要因になっていることも否めない。 
	 さらにそうした視覚的情報と, 言語的解釈とが相互に絡み合うなかで, 描画内容が
進展していくと思われる。次の章では, こうした画面の視覚情報も含めて, 描画が継
続される要因を詳しく分析していきたい。つまり, 視覚的な文脈に焦点をあてる。 
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—————————————————————————————————————————————————————————————————	 
（注１）20 人の幼児（年中と年長児）に筆者が 4 つのモデル図を描いたものを渡し,	 描
いてみたいもの１つを選んでもらい,	 それを模写させた。	 
（注２）Arnheim,R.(『美術と視覚	 上』波多野完治・関計夫訳,美術出版社,1963,p.207)
によると,	 この説はヘルムホルツ(Helmholtz)が 1860 年代に普及した考え方を
踏襲しているという。	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ではなく，画面の描かれたもの同士の配置関係や, 色彩, 空隙, マクロな視点で見たと
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図 3	 形態単位の組み合わせによる人物または動物（単位の操作で動きを表現）	 
図 5	 包絡線を使用することにより動きや向きを表現	 
図 4	 包絡線を使用することによりアンバランスになる	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図 2	 形態単位の組み合わせによる人物または動物（垂直配置）のパターン	 
図 1	 腕または足に棒状の記号を使うパターン	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図 9	 鼻から描いた絵と通常の描き順で描いた絵の比較	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形を本人と意味付けた	 
???? ???????????????? 
 - 59 - 
 
図 10	 胴体から描く（年長）	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図 14	 情緒的な意味付けがなされた，幼児 K の作品	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図 13	 この４枚の絵のそれぞれについて，ど
ちらの人物が近くに見え，どちらか遠くに見
えるかの実験	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図 15	 	 Kandinsky による水平線，垂直線，基礎平面の暖冷の性質	 
a b c 
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図 15	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図 18	 結果：代表作	 
 
（４）バランスの視覚的情報	 
①形態の力動性	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????????? Arnheim,R.????????????????????
???????????????????????????24)??????????
??????????????????????????????25)???????
A  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B 
?????????? ? ?????? ? ? ? ? ?????????? ? ??????????? 
 
 
 
 
 
 
 
???? ???????????????? 
 - 69 - 
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????Kandinsky????????
??????????????????????????????????????
???????? 6?????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????? 
 
表 2	 結果	 問題 A に出てきた描画印象の数	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 問題 B に出てきた描画印象の数	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第４章	 描画過程における触覚性	 
	 
１．本章の概要	 
	 これまで,	 描画過程における物語的な文脈と視覚的な文脈について検討してきた。
物語的な文脈は,	 画面上に描かれた内容を解釈するなかで進展していく流れをつくる
ものであり,	 視覚的な文脈は,	 画面に描かれた視覚的情報を解釈だけでなく知覚する
ことにより,	 その後の行為に影響を及ぼすという流れをつくるものであった。	 
	 さて,	 絵画の世界は上記のような,	 言葉の解釈が可能な物語的要素や,	 情報の読み
取りとなる視覚的要素から成り立っているのみではなく,	 描いた本人の感性による独
特な線や色,	 テクスチャ,	 空間の使い方などの質感も含めて全体の特徴が見えてくる。
こうした絵画の特質は,	 触覚性といわれることがある。例えば動く感覚,	 時間,	 本人
の距離感,	 空間感覚,	 感情的な質感などである 1)。	 
	 こうした独特な感覚的な質感は,	 本研究にどのように位置づけられるであろうか。
つまり子どもの描画過程においてはこの触覚性はどのように現われてくるのであろう
か。幼児の初期描画活動においては,	 感覚運動によるスクリブルの段階からこうした
触覚性がはたらいているとみなすのが自然であろう。このことはこれまでの筆者の初
期描画活動における幼児の思考についての縦断的研究においても明らかになった 2)。
では,	 表象活動としての描画や,	 それ以降の図式や画面空間を意識的に構成する段階
の描画において,	 この触覚性はどのように現われてくるのだろうか。第２章では,	 図
式的表現期においても,	 子どもが描くものは身体感覚や情動との関連があることが考
察された。また第３章では形態と空間の情緒的な性格も確認してきた。本章ではさら
に具体的に描画過程における触覚性について見ていき,	 本研究にどのように位置づけ
られるかを検討したい。	 
	 
２．図式的表現期における非図式的要素	 
（１）描画過程に見られる非図式的要素	 
	 まず図式的表現期の描画にみられる触覚性について考察していく。触覚性といって
も, それは何かを明確な言葉で特定することは難しい。そこで, 図式期は図式を主に
用いて自己表現をするのが特徴であるので, 逆に, 非図式的な要素に注目して調査す
ることによって, 触覚性のようなものの姿が見えてくるのではないかと考えた。図式
的表現が中心の描画においても, 非図式的なあいまいな形や線がみられることが多々
ある。実際の子どもの描画活動を観察していると, 未だ図式が定着しない段階, ある
???? ???????????????? 
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 例えば, 定着図式を使用し, 叙述性はみられるが, 基底線らしきものが存
在しない作品は, 「①b ア」パターンの作品とみなす, という具合である。 
 
	 ④分析の条件 
	 	 	 【定着図式の有無について】 
・	 単独の円と線の組み合わせで, 人物, 家など簡単なものを表わしている。 
・	 頭足人, 太陽も図式として含める。 
・	 人物画は, 胴体がなく顔だけを描いていても, その時期の発達的特性と
して人物全体を表わすとみられるので, 図式とする。 
	 	 	 【基底線の有無について】 
・	 画面上に水平方向に描かれた線を舞台とし, そこに描かれる各種内容が
関連付けられている場合, それは画面を意識した基底線としてみなす。 
・	 紙面の下辺や描かれたテーブルの周辺などに各種内容が関連付けられて
いる場合も, その辺を基底線としてみなす。 
・	 地面がなくても, 空を描く, 上部から雨が降る, などの構図は, 紙面の
上下関係を把握しているので基底線が存在するとみなす。 
	 	 	 【叙述性の有無】 
・	 図式が存在しなくても, 線の動きや図式らしき曖昧な形態を２つ以上描
き, その相関が読み取れる場合, そこにイメージの連鎖＝語りがあった
と思われるので, 叙述性があるとみなす。 
・	 時間の流れが読み取れるものは叙述性があるとみなす。例えば矢印を描
いて動きを記号的に表示するもの, 図式を変形させて手足の長さを変え
たり方向性を示唆していることが読み取れるもの, 描画過程で身振りや
保育者との対話が確認できたものなどである。 
 
 
 
 
定着図式	 有り① 
	 	 	 	 	 無し② 
         有り a 
	 	 	 	 無し b 
叙述性	 有り	 ア 
	 	 	 	 無し	 イ 
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いは図式的表現が中心になる時期の子どもでも, 線やあいまいな形態を画面上に次々
に描きながら描画を楽しむ様子がうかがえる。また図式期になっても, 画面に基底線
のような基準線を設けずに物語的な描画を展開している子どもも多くいる。 
	 こうした描画を楽しむ描画表現の特徴としては, 描きながらイメージを広げていく
ような叙述性, あるいは物語性を持っていることが挙げられる。この叙述的表現の中
では図式や画面構成などの形式的な意識を超えた楽しみが含まれていると予測される。 
	 そこで, 本節では, 叙述的表現に見られる図式や非図式的なもの（線やあいまいな
形）について考察する。特に図式期の子どもが描画過程を楽しみながら表現をする上
で, ①図式の使用, ②画面構成の意識, ③物語性, の３点が大きく関与すると思われ
るので, これらを分析の視点とし, 子どもの描画（特に叙述的表現）における非図式
的要素について考察し, それをもって, 描画過程における触覚性について検討する。 
	 
（２）調査方法	 
	 ①設定：	 子どもによっては, 描画に積極的な幼児もあるが消極的な場合もある。
このような幼児全てに画面に関わってもらうため, 素材に関わるきっかけか
らイメージが自由に広がる描画を一斉保育の中で設定した。具体的には, マ
スキングテープを画面に自由に貼るところからきっかけを作り, パスで自由
に絵を描くという保育である。マスキングテープを貼るという設定の理由は, 
年少児でも簡単にハサミや指の力で長さを調整しながら切ることができると
いうこと, 貼ったものが線状（棒状）になるため, 「道」のように線として見
立てたり, 空間を囲って「家」や「プール」など身近にあるものが簡単に組
み合わせで作れたりすることができるからである。また, マスキングテープ
は子どもにとっては非日常的なものなので, その素材の目新しさから活動自
体に興味が湧くと思われた。さらに子ども達はシールのような, 糊を使わず
に画面に次々に貼ることができる素材を好むのでこの素材を選んだ。 
	 ②対象：	 H 幼稚園の年少児（おおむね３歳）51 名, 年中児（おおむね４歳）69
名, 年長児（おおむね５歳）49 名が１つのテーマのもと, 描いた作品。 
	 ③分析方法：「図式の定着」「画面認識（基底線）」「叙述性」がどのように作品に表
れているのか, 各作品を分析した。つまり作品ごとに, 下記のカテゴリー独自
の記号を付け, パターンに分けた。その際, 下記④の分析条件をみたすものを
カウントした。そして全体から, それぞれのパターンの割合を算出し, 年齢ご
との傾向を探った。 
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パターン 年少 年中 年長 
①a ア ア ア 
イ イ イ 
①b ア ア ア 
イ イ イ 
②a ア ア ア 
イ イ イ 
②b ア ア ア 
イ イ イ 
表２	 各年齢,	 パターンの代表作品	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（３）結果	 
ⅰ）全体の傾向 
	 年齢（年少・年中・年長）別に, 定着図式の有無, 基底線の有無が, どのような割合
（％）で現れるかを示したものが表１である。それぞれのパターンの内容を具体的に
示すと, ①a＝定着図式有り・基底線あり, ①b＝定着図式有り・基底線無し, ②a＝定
着図式無し・基底線あり, ②b＝定着図式無し・基底線無しである。それぞれのパター
のうち, さらに叙述性が有るか（ア）, 無しか（イ）で調べたものを, 各年齢枠の右側
に示した。合計欄には, ア（＝叙述性有り）とイ（＝叙述性無し）の年齢別の割合を
示した。そして, 説明を分かりやすくするため, それぞれのパターンの代表的な作品
を一覧にしたものが表２である。 
	 表１から分かることは, 定着図式に関しては, 加齢とともに増加の傾向がみられた。
逆に図式を使用しない感覚的描画は, 加齢とともに減少の傾向がみられた。 
	 基底線は, 図式を使用する幼児は加齢とともに使用が増加したが, 図式を使用しな
い幼児については, 基底線は逆に減少する傾向にある。このことから, 年長になると
図式を描かない幼児は, 感覚的な行為に特化して描画を楽しむ傾向がみられた。 
	 叙述性は, 加齢とともに増加の傾向があった。特に年長になると 86%に叙述的な描
写がみられた。年少・年中はどちらとも約半数に叙述的表現がみられた。 
	 以上の結果から, 一般に, これまでの描画研究のなかで説明されてきたことが数値
で実証されたといえよう。 
 
パタン 年少 年中 年長 
①a 29% (15) ア(14) 46% (32) ア(23) 65%(32) ア(32) 
イ (1) イ(９) イ(0) 
①b 18%  (9) ア(４) 21% (15) ア(９) 30%(15) ア(10) 
イ(５) イ(６) イ(5) 
②a 6%   (3) ア(１) 4% (3) ア(１) 0%(0) ア(0) 
イ(２) イ(２) イ(0) 
②b 47% (24) ア(３) 28% (19) ア(２) 4%(2) ア(0) 
イ(21) イ(17) イ(2) 
合計     (51) ア 43%(22)      (69) ア 50%(35)     (49) ア 86%(42) 
イ 57%(29) イ 49%(34) イ 14%(7) 
表１	 年齢別の定着図式・基底線のパターンの割合／（	 ）内は実数	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ⅰ）叙述性と動きの線	 
	 年長になるにつれ, 叙述性が出てくることが多いことが確認されたが, 図式が定着
する前の描画においても, 叙述性は存在するということが分かった（表２の②a ア, ②
b ア）。例えば表２から【②a ア】のパターンの年少代表作品をみると, 形態図式はま
だ定着していないが, 空間を四角型に区切り, その内側と外側に異なる内容と思われ
るものを描いている。それぞれの不定形な形には２つの眼があるようなので, 何か生
き物の可能性がある。また四角の内側には, 入れ込む要素が多いことを見ると, 明ら
かにここには何か物語が発生していることがうかがえる。そしてこの画面の左右には
動きの線のようなものが見られることから, 時間の経過を示す物語性が読み取れる。
同じパターンの年中作品(②a ア／年中)を見てみよう。これは描画過程を保育者が記録
していたものだが, この幼児は画用紙底辺を下方と位置づけ, マスキングテープでビ
ルのようなものを構築し, 「火事」と言って, ビルの中を赤色と黄色で塗り込んだ。
その後, 黒色のパスで重ねるようにして塗り込んだ。これは「火を消している」と本
人が発言した。そして上部に水か煙か不明であるが, うごめく線を描いた。 
	 次に, 【②b ア】のパターンは図式が出現せず, 画面構成の手がかりである基底線も
見られなかったが, 叙述性があると判断したものである。まず年少作品の方は, マス
キングテープで画面を埋め尽くし, その後, 左下から順に, テープの隙間に頭足人の
ような形態や動く線が重なるように描かれている。頭足人らしきものは, 他の線と混
じり安定図式とは言えないが, 隙間を上部に向かってに動いているようである。次に, 
【②b ア】年中作品の方は, マスキングテープで空間を仕切った後, 黄緑色と紫色で画
面全体にギザギザの線をテンポよく描いた。保育者の記録によると, それは何かが跳
ねているような身振りと重なっているということであった。その後, 黒色で中央左の
箇所を塗り込みはじめ, だんだん力がこもっているようであった。そして「絆創膏」
と言いながら, 塗りつぶした黒色の上にマスキングテープを貼った。以上のことから, 
作品からは意味が読み取れないものでも, 描画過程の記録から, そこに物語性が存在
していたことが予測される。 
	 さて, 以上のように, 叙述性のあるものに共通して見えたことは, 「動きの線」の存
在である。図式が存在しない描画については上記で述べてきたが, 【①a ア】パター
ン, 【①b ア】パターンのような, 図式を使用した描画においても, 叙述性がある場合, 
「動きの線」が同時に表れていることが注目に値する。たとえば, 【①a ア】パター
ンの年長の代表作品を見てみよう。この描画はほとんどの意味形態は図式であらわさ
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ⅱ）叙述的表現の傾向	 
	 さて, 今回の調査では図式表現をしない幼児あるいは, 図式がまだ定着していない
時期の幼児も, 叙述的表現を行なっていることが確認された（②ア）。また, 基底線で
画面空間を関連づけることをしない幼児も, 叙述的表現が展開されていることも分か
った（b ア）。それは表３のような割合であった。 
 
 
	 表３から分かることは, 【②ア】パターンの定着図式無しで, 叙述性が有るものは, 
年少が一番多く, 次に年中で, 年長は０％であった。つまり, 年少，年中は定まった形
や線ではなく, あいまいな形態等を使用しながら, 線の動きなどで物語性を持たせた
ものが多少ともなり含まれていたということになる。そして年長は, 叙述的な表現を
行なう場合は, 必ず図式を操作, 工夫することにより物語性を表していることが予測
される。 
	 しかし, 考察のところで説明するが, １つの作品に注目すると, 叙述的表現では, 
年長であっても, 全て図式によって画面を埋めているのではなく, 図式に紛れて, 動
きのような線や感覚的な線が存在することも見逃してはならない。例えば表２の【①
a ア】パターンの年少, 年中, 年長それぞれの作品は, 図式による物語性が読み取れる
が, 一見, 意味の不明な線やあいまいな形も含まれている。 
	 【b ア】パターンの基底線で画面を関連づけしない構図で, 叙述性があるものは, 加
齢とともに少しずつ増加の傾向にある。一般に年長になるにつれ, 基底線を基準に描
画表現を行なうとされているが, 基底線を持たない場合でも, 画面空間を自由に使い, 
叙述的な表現を楽しむことが分かった。 
 
（４）考察	 
	 図式的表現期の子どもの描画表現について, ①図式の使用, ②画面構成, ③叙述性
を手がかりに発達的な視点から調査を行った。ここから, 調査から得られたデータを
もとに, 叙述的描画表現における非図式的要素について考察する。 
パターン 年少 年中 年長 
②ア（定着図式無—叙述性有） 8% (4/51) 4% (3/69) 0% (0/49) 
b ア（基底線無—叙述性有） 14% (7/51) 16% (11/69) 20% (10/49) 
表３	 定着図式・基底線無しー叙述性有りのパターンの傾向／（	 ）内は実数と年齢別全体数	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ⅰ）叙述性と動きの線	 
	 年長になるにつれ, 叙述性が出てくることが多いことが確認されたが, 図式が定着
する前の描画においても, 叙述性は存在するということが分かった（表２の②a ア, ②
b ア）。例えば表２から【②a ア】のパターンの年少代表作品をみると, 形態図式はま
だ定着していないが, 空間を四角型に区切り, その内側と外側に異なる内容と思われ
るものを描いている。それぞれの不定形な形には２つの眼があるようなので, 何か生
き物の可能性がある。また四角の内側には, 入れ込む要素が多いことを見ると, 明ら
かにここには何か物語が発生していることがうかがえる。そしてこの画面の左右には
動きの線のようなものが見られることから, 時間の経過を示す物語性が読み取れる。
同じパターンの年中作品(②a ア／年中)を見てみよう。これは描画過程を保育者が記録
していたものだが, この幼児は画用紙底辺を下方と位置づけ, マスキングテープでビ
ルのようなものを構築し, 「火事」と言って, ビルの中を赤色と黄色で塗り込んだ。
その後, 黒色のパスで重ねるようにして塗り込んだ。これは「火を消している」と本
人が発言した。そして上部に水か煙か不明であるが, うごめく線を描いた。 
	 次に, 【②b ア】のパターンは図式が出現せず, 画面構成の手がかりである基底線も
見られなかったが, 叙述性があると判断したものである。まず年少作品の方は, マス
キングテープで画面を埋め尽くし, その後, 左下から順に, テープの隙間に頭足人の
ような形態や動く線が重なるように描かれている。頭足人らしきものは, 他の線と混
じり安定図式とは言えないが, 隙間を上部に向かってに動いているようである。次に, 
【②b ア】年中作品の方は, マスキングテープで空間を仕切った後, 黄緑色と紫色で画
面全体にギザギザの線をテンポよく描いた。保育者の記録によると, それは何かが跳
ねているような身振りと重なっているということであった。その後, 黒色で中央左の
箇所を塗り込みはじめ, だんだん力がこもっているようであった。そして「絆創膏」
と言いながら, 塗りつぶした黒色の上にマスキングテープを貼った。以上のことから, 
作品からは意味が読み取れないものでも, 描画過程の記録から, そこに物語性が存在
していたことが予測される。 
	 さて, 以上のように, 叙述性のあるものに共通して見えたことは, 「動きの線」の存
在である。図式が存在しない描画については上記で述べてきたが, 【①a ア】パター
ン, 【①b ア】パターンのような, 図式を使用した描画においても, 叙述性がある場合, 
「動きの線」が同時に表れていることが注目に値する。たとえば, 【①a ア】パター
ンの年長の代表作品を見てみよう。この描画はほとんどの意味形態は図式であらわさ
第４章	 描画過程における触覚性 
 - 85 - 
ⅱ）叙述的表現の傾向	 
	 さて, 今回の調査では図式表現をしない幼児あるいは, 図式がまだ定着していない
時期の幼児も, 叙述的表現を行なっていることが確認された（②ア）。また, 基底線で
画面空間を関連づけることをしない幼児も, 叙述的表現が展開されていることも分か
った（b ア）。それは表３のような割合であった。 
 
 
	 表３から分かることは, 【②ア】パターンの定着図式無しで, 叙述性が有るものは, 
年少が一番多く, 次に年中で, 年長は０％であった。つまり, 年少，年中は定まった形
や線ではなく, あいまいな形態等を使用しながら, 線の動きなどで物語性を持たせた
ものが多少ともなり含まれていたということになる。そして年長は, 叙述的な表現を
行なう場合は, 必ず図式を操作, 工夫することにより物語性を表していることが予測
される。 
	 しかし, 考察のところで説明するが, １つの作品に注目すると, 叙述的表現では, 
年長であっても, 全て図式によって画面を埋めているのではなく, 図式に紛れて, 動
きのような線や感覚的な線が存在することも見逃してはならない。例えば表２の【①
a ア】パターンの年少, 年中, 年長それぞれの作品は, 図式による物語性が読み取れる
が, 一見, 意味の不明な線やあいまいな形も含まれている。 
	 【b ア】パターンの基底線で画面を関連づけしない構図で, 叙述性があるものは, 加
齢とともに少しずつ増加の傾向にある。一般に年長になるにつれ, 基底線を基準に描
画表現を行なうとされているが, 基底線を持たない場合でも, 画面空間を自由に使い, 
叙述的な表現を楽しむことが分かった。 
 
（４）考察	 
	 図式的表現期の子どもの描画表現について, ①図式の使用, ②画面構成, ③叙述性
を手がかりに発達的な視点から調査を行った。ここから, 調査から得られたデータを
もとに, 叙述的描画表現における非図式的要素について考察する。 
パターン 年少 年中 年長 
②ア（定着図式無—叙述性有） 8% (4/51) 4% (3/69) 0% (0/49) 
b ア（基底線無—叙述性有） 14% (7/51) 16% (11/69) 20% (10/49) 
表３	 定着図式・基底線無しー叙述性有りのパターンの傾向／（	 ）内は実数と年齢別全体数	 
第４章	 描画過程における触覚性 
 - 88 - 
といえる。 
	 ところで探索動機は, 環境の中の新奇さ, 意外さ, あいまいさ, 複雑さ，珍しさなど
を含んだ刺激に接することにより解発される欲求であるといわれている。その欲求が
探索行動へと駆り立てることになる。滝沢武久は「新奇で複雑な刺激は, 私達の知覚
空間を攪乱させ，不安を生み出す。この不安を解消しようとして, それらの刺激につ
いての情報をもっと収集するための探索を始めることになる。」4)という。こうした探
索動機は「知的好奇心」が原動力になっているといえる。このように考えると, 探索
的な触覚線は, 先に見た感情を伴う身体的な動きの線とは異なる性質をもっているこ
とが分かる。 
	 以上の考察から, 定着した図式がまだ現われない描画作品では, ２種類の触覚的な
線が存在する可能性がある。つまり, １つは感情をともなう身振りが視覚化されたよ
うな線で, それは何か意味をもつ動きのある「身振り的触覚線」である。もう１つは
画面を触るように探索する線で, 意味は持たないが方向性のみ持つ「探索的触覚線」
である。それはどういう場合に違いが現れるかというと, 叙述性があるときに, 線は
何かの動きを表したり, 何かの存在そのものを意味したりする可能性があるので身振
り的触覚線になると思われる。一方, 叙述性が無いとき, 自由にうごめく線は, 画面上
を徘徊するような感覚的な線や形になるので, 探索的触覚線であるといえる。前者の
原動力は思いを描出しようとする表象活動であり, 後者の原動力は知的好奇心である
といえる。 
	 
３．触覚と視覚の関連に関する先行研究	 
	 子どもの描画研究において触覚性に注目した研究者として有名なのは Lowenfeld,V.
であるが,	 氏は児童期から青年期へ移る際,	 子どもは「視覚型」（visual	 type）ある
いは「触覚型」(haptic	 type)の傾向を持つようになると説明した 5)。２つのタイプは
純粋に分けられるものではなく,	 子どもの美術経験においてその傾向がどちらかに強
く表れてくるというものである。Lowenfeld,V.はこの問題を青年期にさしかかる頃の
問題として取り上げているが,	 このなかで定義している「視覚型の知覚」と「触覚型
の知覚」に関しての考えは,	 幼い子どもの描画過程における触覚性につて考える上で
参考になる。まず,	 Lowenfeld,V.のいう２つの知覚についての説明を見てみよう。	 
	 「視覚型の知覚」とは,	 他の感覚からくる印象が,	 眼から来る印象に従属するとき,	 
そして知覚に際してその特徴に視覚的印象が優位な場合の知覚である。制作過程にお
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れているが, 一部, サッカーボールの箇所を注意してみると, ボールが動く線を記号
的に表していることが分かる。またボールが２つ描かれているところを見ると, この
２つのボールは同一のもので, 時間の経過を表している可能性がある。次に【①b ア】
パターンの年少, 年中, 年長の代表作品をみると, それぞれ, 図式的な人物画が描か
れているが, その中に図式以外の線も多く存在することが見てとれる。それぞれの線
は, この作品結果のみを見ると混沌として分かりにくいが, おそらく描画過程では意
味のある線（動きの線）である可能性がある。年長になるとその動きの線による動き
は, 記号的な矢印で表される場合もある。【①a ア】パターン, 【①b ア】パターンの
比較からいえることは, 基底線のような画面配置の基準線が描かれていないほうが, 
叙述的表現においては動きの線が整理されず, 混沌としていると思われる。 
	 ここまで見たところでは, 子どもの描画では, 図式を使用する，しないに関わらず, 
叙述的性格がある描画では, 「動きの線」が現れる可能性があることが明らかになっ
た。 
 
ⅱ）２つの触覚的な線	 
	 前項で, 【②a ア】と【②b ア】において, 形態図式を描くことをせず, 叙述性をも
つパターンをみてきた。安定した形態図式や, 基底線のような画面基準が無くても, 
描画過程に注目すると, 不安定な形や線によって物語性が表現されて, そこには「動
きの線」が存在することが確認できた。その動きの線は, 語りの中で感情と共に現れ
る強弱や, スピード感がともなう線であるといえる。つまり, 普段, 描画場面以外では, 
語りとともに身振りとして表れるような身体の動きと似ていると思われる。そうした
感情を伴う身体的な動きが, 画面上に表れているのではないだろうか。 
	 それでは同じく形態図式が出てこない描画で, 叙述性無しとみなした【②a イ】パ
ターン, 【②b イ】パターンをみてみよう。まず表２の【②a イ】年少の代表作品に描
かれた線を見ると, こちらは動きの線という印象は薄い。何か形のようなものを構成
しようとしているが, はじめて描くような緊張感が感じられる線になっている。【②b
イ】年少の作品も, 画面上をパスの線で歩くような自由な線が描かれている。鬼丸吉
弘は, 何かを構成しようとする時期の線を, 表出段階（感覚運動期の段階）の線描と
区別し, ある方向に向かって運動を示すから「方向線」であるといい, また未知の空
間を探るはたらきをするから「触知線」であると説明している 3)。そうした観点から
いうと, 叙述性が無いこれらの作品に描かれた線は, 画面を触りながら探索するよう
な緊張感のある線で, 「方向線」と「触知線」の性格を持った探索的な触覚線である
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といえる。 
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においても,	 青年期でも発達年齢とは関係ないところで起こりうると思われる。	 
	 
４．描画過程における触覚性	 
	 子どもの絵は触覚性に満ちているといえる。描画過程における触覚性とは身体感覚
で画面を歩きまわるような「探索」あるいは,	 感覚・感情と結びついた身振り的な「運
動」という要素が強い。特に描きながら描画内容を発展させる自由な空想画では,	 子
どもはおおよそ即興的に画面を構成していくので,	 そこでは偶然的に生まれる線や形
が多く,	 その場,	 そのときの文脈のなかで意味を持つ緊張感のある線やあいまいな形
になることが多い。それはまさに Lowenfeld,V.のいう,「身体的感覚,	 筋肉の神経感
応,	 深い感受性や,	 それらの多様な情緒的効果といった全体的な身体の中に,	 視覚経
験の範囲が限定されるようになる」のであろう。またそれは,	 「外界の実在の触覚的
知覚と,	 自我の経験に密着に結びつけられていると思われる主観的な経験内容との統
合」を意味する 8)。	 
	 以上のことから,	 描画過程における触覚性とは「身体性」と言い換えることができ
る。鬼丸は初期の子どもの描画活動の段階から,	 描画を身体感覚との関係の中で捉え
た。「子供の画は幼児に遡れば遡るほど,	 体性感覚による支配が強くなる」といい,	 「描
画の行為というものを,	 単純に１つの感覚作用に帰するのは誤り」であると述べた。
つまり私達の種々の感覚は,	 「体性感覚統合」によって支配されているという。そし
て「児童画の場合,	 広義の触覚性すなわち体性感覚が主導して,	 他の様々な感覚がそ
の中に,	 強弱それぞれの違いはあっても融合参与しうることを意味する。」9)つまり,	 
描画表現における視覚の役割についても,	 視覚性が強くても弱くても,	 すべては体性
感覚の主導下で,	 どのくらい積極的にはたらくかという程度の問題であると説明した。	 
	 こうした視覚と体性感覚（身体性）について中村雄二郎は『共通感覚論』のなかで
同じようなことを述べている。つまり「もとはといえば触覚（体性感覚）が視覚を教
育したのであるが,	 ひとたび教育された視覚はたちまち触覚（体性感覚）を導き,	 方
向付け,	 その関係が習慣化されるのだ。（略）基本的なものはあくまで体性感覚の方で
ある。」10)	 	 
	 今述べてきたことは,	 感覚運動的な描画をする時期の子どものみならず，それ以降,	 
表象表現を行なう段階においても,	 基本原理は変わらない。	 
	 鬼丸の言葉で言うと,	 「線がものの輪郭を現すのは本来対象の触知に発するが,	 や
がてその機能に徹するようになると,	 その作用は多く目に従属しがちになる。だがこ
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いて,	 こうした知覚が大きく作用する場合は,	 外観から事物に接近する方法をとる視
覚型の傾向が現れるという。	 
	 そして,	 「視覚による経験が背後に退けば退くほどそれだけ概念の媒介手段として
の眼の重要性は無くなってくる。それと同じ程度に,	 環境の重要性も減じて,	 経験は
だんだん，身体的感覚,	 筋肉の神経感応,	 深い感受性や，そしてそれらの多様な情緒
的効果といった全体的な身体の中に,	 その範囲が限定されるようになる。視覚の重要
性が減るにつれて,	 それだけ感覚と概念間の媒体としての身体に基づく感覚の重要性
が増してくる。」その結果,	 人は「触覚的な知覚」によって世界との関係をつくるよう
になるという 6)。	 	 	 
	 以上の,	 Lowenfeld,V.の説を応用拡
張し,	 鬼丸吉弘は幼少期からの子ども
の描画発達にも触覚性と視覚性の関連
があることを見いだし,	 図式的に明ら
かにした(図１)。つまり,	 鬼丸は,	 子
どもの描画発達を「表出期」「構成期」
「再現期」と大きく分け,	 次のように
述べている。「『表出期』では触覚性が
圧倒的に強く,	 『構成期』においては年齢が進むにつれて視覚のはたらきが増してく
るが,	 なお触覚性がおおむね優勢である。『再現期』に入って視覚のはたらきは著しい
ものとなるが,	 その結果視覚性の圧倒的に強い視覚型となるか,	 それとも触覚性がな
お強固に存在し,	 台頭する視覚性と結合しながら自己主張をする触覚型となる。」7)	 
	 鬼丸吉弘の研究によって,	 幼い時期から青年期以降までをとらえた,	 描画における
触覚性と視覚性の関連が明瞭になったと言える。それは発達に即した関連性の変化で
ある。一方で,	 年齢が進んでも,	 また青年期以降になっても,	 なおも,	 視覚性よりも
触覚性が大きくはたらく場合があるということを Lowenfeld,V.の研究は示唆してい
る。これは,	 子どもの描画過程における触覚性を考える上で大いに参考になる。	 
	 つまり,	 前項の非図式的要素に関する調査において分かったように,	 図式期におい
ても子どもは,	 場面に応じて感覚や感情をそのまま身振りのような線で表したり,	 探
索的な行為を行なったりすることがある。つまり絵を構成する過程,	 そのひとときの
時間の中で,	 状況に応じて触覚的知覚が優位になるときと,	 視覚的知覚が優位なると
きと,	 変化が生じるのと考えられる。それは感覚的運動期であっても,	 図式的表現期
図 1	 造形原理の推移	 鬼丸吉弘『児童画のロ
ゴス』より	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うして線が視覚の僕となって対象の形を追う以前にも以後にも,	 それは本来方向線・
触知線として,	 視覚に独立の機能を内在することを見落としてはいけない」11)という。
つまり,	 図式を描く段階においても,	 それは視覚的な記号としてのみ見るのではなく,	 
そこには触覚性（探索的な要素,	 運動的な要素）が内在すると理解できる。	 	 
	 	 
５．まとめ	 
	 子どもが絵を描く過程の中では,	 視覚性が優位になるときと触覚性が優位になると
きが存在する可能性を,	 Lowenfeld,V.と鬼丸の理論から考察してきた。そして,	 図式
的表現期の描画過程における触覚性（感覚的なもの）を,	 画面に表される非図式的要
素として捉え,	 画面構成,	 叙述性との関連性を考察した。そこでは,	 叙述性がある場
合は定着図式がなくても動きのある身振り的触覚線が現れ,	 叙述性がなければ探索的
触覚線という触覚性が現われることが考察された。それ以外に,	 塗り込みなども触覚
性としてみることができるだろう。こうした触覚性は,	 身体感覚や感情に連動してい
ると思われる。そこで実際の描画過程では,	 こうした触覚的な線や曖昧な形,	 塗り込
みなどはどのように現われるのか,	 第Ⅱ部で具体的に見ていきたい。	 
	 さて,	 本研究では,	 これまで,	 物語的な文脈と視覚的な文脈について整理してきた
が,	 ここであえて触覚的文脈については分けて考える必要がないことが分かった。な
ぜなら,	 描画過程における視覚性は,	 それ自体,	 体性感覚（触覚性）に拠るところが
大きいということが分かったからである。また描画を進展させる物語性においても,	 
作者の感情や感覚に従ったものである。したがって,	 描画過程における行為はすべて
絵画特有の触覚性（体性感覚）がはたらいていると見ることも可能である。そこで,	 本
研究の今後の分析の視点としては「物語的な文脈」と「視覚的な文脈」の２つの文脈
から描画を捉えていく。	 
	 ただし,	 分析方法とそこから得られる考察とは異なる。すなわち,	 面白さの要因は,	 
描画をする子どもの感情や感覚に直に結びついた体性感覚（触覚性）に支配された思
考であり,	 物語性と視覚的要因の駆け引きからくるドラマ性であろう。したがって,	 
次章以降,	 描画過程を見る中で,	 当然,	 今回見てきたような触覚的な要素が考察の対
象となると思われる。	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うして線が視覚の僕となって対象の形を追う以前にも以後にも,	 それは本来方向線・
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第５章	 描画プロセス分析シートによる描画過程の分析	 
	 
１．はじめに〜分析の手がかり	 
	 本研究では，図式によって描画表現を行う時期の子どもをより深く理解していくた
めに，描画の作品ではなく，描画過程に目を向けてきた。これまで第Ⅰ部では，描画
過程の継続要因となる視覚性，物語性，触覚性についての基礎的研究を行った。そこ
では描画の面白さの要因を考察する上での手がかりをつかむことができたと思われる。
つまり, 意図と解釈, そして観念の連合によって描画内容が進展していく側面（物語
的文脈）と, 画面上の視覚情報を解釈したり知覚したりするなかでその後の行為に影
響を及ぼす側面（視覚的文脈）, そしてその２つの側面の流れに内在する触覚性につ
いて考察された。	 
	 では, 子どもが１つの画面に絵を描く画面構成過程において, このこれらの側面が
どのように関連しあっているのか, 関連するなかでどんな意味が立ち現れてくるのだ
ろうか。子どもが実際に，楽しく自発的に描く描画過程を詳細に見ることによって，
明らかにしていきたい。 
	 本研究が追究しようとしていること，つまり，描画を継続して楽しむ子どもの画面
構成過程において，そこで子どもが体験するリアリティを探るという質的な研究は，
その方法論において困難さがともなうので, これまでほとんどなされてこなかったと
いえる。しかし, 分析の枠組み（視点）を明確にすることによって，詳細な研究がで
きるのではないかと思われる。この分析の枠組みとして,上記で述べた, 物語的文脈と
視覚的文脈の観点を設定することにより，画面構成過程の分析が可能となると考えた。 
	 子どもが主体的に継続して描く描画行為には必ず何らかの文脈（context）が存在し, 
その流れの中で継続されている。この継続される文脈の中にこそ, 子どもが描画を楽
しむ要因が隠されていると思われる。 
	 	 
２．描画過程の研究方法	 
（１）「描画プロセス分析シート」の概要と特質	 
	 実際の分析の方法としては,描画過程の時間に沿った詳細な分析が必要である。した
がって,子どもが描画表現をしている場面を画像・映像等におさめ,そのデータを一覧
できる形で記述し,描く時にどんな要素が関わってくるのかを分析する方法が有効で
ある。そこで筆者の考案した「描画プロセス分析シート」（図１）を使用する。これは,
子どもの描画分析をより効率的にするために,描画過程を場面に分けて時系列に一覧
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結果からは決して分らなかった，子どもの行為としての描画活動全体を総合的に
捉えることができ，この時期の子どもの特性を理解することができるのである。	 
 
（２）「描画プロセス分析シート」の作成手順	 
	 どのように「描画プロセス分析シート」を作成するのか，手順について説明をする。
子どもの描画過程すべてのコマの瞬間を記録することは非常に困難である。そもそも，
描画時間はコマ送りのように区切りがあるわけではない。子ども達は描きながら保育
者や友達と話をしたり, 画面に顔を近づけて塗り込む姿があったりして, 作品途中の
各場面すべてを写真にとることは難しい。したがって, シートの作成方法としては次
の手順となる。 
①	 まずターゲットとなる子どもの一連の活動過程の映像を固定のビデオ１台と，観
察者の手持ちビデオ１台，計２台で記録し，さらに，別の観察者（保育者）のデ
ジカメで途中作品の画像も時々記録する。また，それぞれの観察者は気づいたこ
とを観察メモにとっておく。 
②	 次に，後日，それらの映像と画像を見ながら，子どもの画用紙上に絵が描かれて
いく順に，数コマに分けて，筆者が子どもの途中経過の絵を模写したものを分析
シートに描いていく。そのコマ分けは，観察者のメモを手がかりに，大きな変化
が見いだされた時点で区切っている。 
③	 分析シートに描画途中の作品（模写）が一覧できるように時系列に並べられた後，
観察者のメモやビデオ映像を手がかりに，分析シートの各項目（状況メモ，視覚
的観点，物語的観点など）に，子どもの描画過程の行為を記入する。 
④	 以上の手順で基本的な「描画プロセス分析シート」が完成するが，②の子どもの
絵の過程を模写したものを手がかりに，実際の完成作品の画像を，パソコンの画
像編集ソフト（Adobe Photoshop）で加工し，途中経過のコマ画像を作成したも
のを貼付けるという方法も複数のシートで試みた。（シート 1,2,4,5,10） 
 
（３）研究対象とする描画タイプと分析シート	 
	 表象活動が活発になる年齢期（一般に５,	 ６歳時期）の子どもたちの描画活動を観
察すると,	 描きたい事をあらかじめ思い浮かべて,	 表象・概念を計画的に描くだけで
なく,	 描いている文脈の中でさらに次々にイメージが湧き，絵を描き続ける姿が多く
見られる。こうした描画活動の特徴から,	 幼児期の子どもは「描きながらお話をする」
「描く中でイメージを広げる」といわれる。また言葉で喋るように絵を描くので叙述
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できるように並べて，描画過程における子どもの行為を記述したものである。その行
為は３つから成る。すなわち，①子どもが画面の中に見たものを契機に描く行為（＝
視覚的文脈），②子どもが自分で思いついた語りを契機に描く行為（＝物語的文脈），
③子どもが自らの動きや身振りを画面の中に映し入れる形での描く行為（＝触覚性），
である。ただし，最後の触覚性については前に述べた通り，視覚的文脈と物語的文脈
の行為の根底に流れる感覚的なものなので，
シートの枠に項目は設けていない。①と②の
項目の中に含まれるものである。	 
	 具体的なシートの項目としては下記の通り
である。	 
・	 記録時の状況や環境メモ	 
・	 タイムライン	 
・	 描かれつつある描画の画像（映像から抽
出した画像クリップをタイムラインに沿
って貼付ける。あるいは研究者が模写し
た絵）	 
・	 状況メモ（活動の様子,	 流れを記述）	 
・	 視覚的観点からの記述	 
・	 物語的（言語的）観点からの記述	 
 
	 さて，この分析シートから，どのようなことが可能になるのか，その特質について
ここで整理をする。描画過程を分析する際に分析シートを使用することにより，子ど
もが画面構成をする上で，一般に自然に行われていると思われている描画行為を，視
覚性，物語性，触覚性の関連から詳細に分析することができる。すなわち子どもは，
描画過程の中で，記憶にある図式的イメージを紙面に映すかたちで描いているのでは
なく，自ら描いた線や塗り込んだ面が，その都度，視覚情報となり，子どもの描こう
とするイメージ内容に影響していくことが，この分析シートでは明らかになるのであ
る。つまり，時間の流れに沿って画面上に１回１回，刻まれる痕跡と描画内容がリア
ルタイムに対応しながら，画面構成されていく様相が明らかになるのである。さらに
描画過程に現れる身振りやオノマトペの表出のような身体感覚的な情報も同時に記述
されることにより，画面上に現われている視覚的な内容に付随する，子どもの感覚的
な要素も明らかにすることができる。以上のことから，この分析シートでは，作品
図１	 描画プロセス分析シート 
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３．描画プロセス分析シートの結果	 
	 次ページから，描画プロセス分析シートの記録を掲載する。それぞれのシートには，
次章以降の考察に対応する事例の番号をつけてある。また作者については A 男，C 子
等と表記する。〜男は男児，〜子は女児である。	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傘型の紙を貼って, その後に傘
を持つ人物や背景を描く。用紙
は四つ切画用紙。 
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2011.	 
12.16	 
 
年長全 70 名	 
（大阪 H幼稚園,２クラ
スに分けて） 
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ツリーができるという導入か
ら,自由な発想で絵を描いた。四
つ切り画用紙を使用。 
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2012.	 
1.13 
年中全 56 名	 
（大阪 H幼稚園,２クラ
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パスによる描画活動。四つ切り
画用紙を使用。 
シート 5 
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シート 9 
事例 5 
事例 6 
事例 9 
2012.1.27 年少 20 名を２クラス 
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紙を２つに折り切ったかたちか
らイメージを広げ絵を描く 
シート 7 
シート 8 
事例 7 
事例 8 
2010.10.22 年長６２名 
（大阪 H 幼稚園） 
デパートの中を自由に描く。用
紙は四つ切画用紙。 
シート 10 事例 10 
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 研究の詳細と描画プロセス分析シート, 事例 No との対応表 
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的表現ともいわれる。この文脈の中で描いている幼児は,	 結果を意識せず,	 「その時,	 
その場」を楽しむという瞬時的な充実感があるため,	 生き生きとその活動に没頭して
いる。たとえ普段,	 一斉保育の中で課題画を描くことにためらう子どもも,	 あるいは，
図式が定着する以前の幼児においても，線あそび（例えば“線のお散歩”）のような物
語性のある描画活動では継続して楽しむのである。	 
	 さて，本研究では,	 描画過程において,	 物語性や視覚的な情報がどのように関連し
合うのか，そしてどのように子ども固有の世界が展開されるのかを分析するので,	 今
述べたような,描画過程で語りが展開される「描きながらイメージを広げる」叙述的な
描画を主な分析対象にする。	 
	 子どもが描きながらイメージを自由に広げていく描画は,	 遊びの延長として自主的
に始まるのが理想であるが,	 実際には研究方法の困難さもあるので，本研究では筆者
の行った設定保育のなかで,	 イメージを自由に広げて描く叙述的表現の描画過程を分
析し,	 事例として取り上げることにした。例えば設定保育の中で,	 保育者（筆者）が
きっかけになるテーマや素材を幼児に用意し,	 そこから自由にイメージを広げて描く
という流れの描画である。具体的には表１のように,	 様々なテーマや素材による保育
を行ない多数の幼児の描画過程を記録した。そして本論ではその中から，10 の事例を
中心に見て考察する。	 
	 10 の事例を選んだ理由は次の通りである。本研究は，描画活動を主体的に楽しむ子
どもの継続要因に注目し，そのプロセスの中で展開される出来事および機序を解明す
ることが目的である。したがって，できるだけ，描画内容の展開が豊富な作品を選び，
分析した。これは一人の子どもの縦断的な観察記録ではなく，また普段から描画が好
きな子どもを対象にしたものでもない。制作過程において，子どもの多様な関わり（視
覚的，物語的，身体感覚的な関わり）が見られ，しかも一定の時間集中して描かれた
作品をとりあげている。多様な関わりがあるものとは，描きながらイメージを広げる
過程を集中して楽しむ様子が見られたものである。	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４．シートから見えた描画を楽しむ子どもの特徴	 
	 描画プロセス分析シートでは，視覚的文脈，物語的文脈，その根底に流れる身体感
覚的なものの関係性から，図式的表現期以前から継続されてきた子ども独自の表現様
式や知的リアリズムによる表現がどのように展開していくのかを実証的に観察するこ
とができた。その記述からは，描画を積極的に楽しむ子どもの特徴が可視化された。
その特徴は大きく２つに分けられる。１つ目は，子どもが視覚的文脈と物語的文脈の
相互作用（循環プロセス）を楽しんでいることである。つまり，子どもが自分で思い
ついた語りのみでなく，常に画面の情報を見て，その栄光を受けながら描画内容を発
展させることを楽しんでいることである。２つ目は，子どもが物語に沿って動きや時
間をリアルタイムに画面上に表すことを楽しんでいることである。以上２つの事項を
手がかりに，次章から，図式的表現期の子どもが描画過程で何を体験しているのかを
詳しく分析，考察していく。具体的には，１つ目に関しては，第６章，第７章で詳し
く考察する。そして２つ目に関しては，第８章と第９章で詳しく考察する。 
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は空間が限られているということである。子どもたちはどんなものを描くときも常に
画面空間という現実を受け入れながら描かねばならない。そしてその現実が,	 描画内
容の行方や発生に影響しているといえる。	 
	 本論では以上のようなことをふまえ,	 ‘描きながらイメージを広げる描画’を次の
４つの観点から考察していく。①画面構成過程において,	 子どもは部分と全体をどの
ように意識し,	 それが描画内容にどのように影響するのか。②最初に描いた線形やそ
の配置は,	 どのように影響していくのか,	 ③画面に描かれる部分（物語や形態のひと
かたまり）はどのように他の部分と関連づけられるのか。④画面空間はどのように認
識されるのか。	 
	 
（１）部分と全体の意識について	 
	 描画の過程を詳細に見ていると,	 子どもは現在描いている部分と既に描いた画面全
体をどのように意識しながら描き進めているのかが分かる。ここでは，事例 1（シー
ト 1/A 男）・事例 2（シート 2/B 子）・事
例 3(シート無し/K男)の例から見ていく。	 
	 まず事例１の A男が描画開始５分後に
描こうとしたのは,	 バスのりばから続く
道である。道はバスのりばから続いてい
るので,	 のりばが線の出発点になると思
われたが,	 そうではなく,	 画用紙の上部
からのりばに向けて道の長さや方向を計
画して描いた。（図 1）その後も,	 道を延
ばしていくときに,	 画用紙のスペースを
常に意識しながら,	 少しずつ延長させた
（表２③〜⑦）。こうしたことから,	 A 男
はこの箇所を描くときに「部分」と画面
「全体」（画用紙の淵）を同時に意識して
いることが分かる。	 
	 同じ設定保育で絵を描いた別の幼児 B
子（事例 2）の例をみてみると，B子はま
ず,まず大きなマンションを画面の真ん
図１	 A男	 描画開始５分後に道を描く。①,	 ②の
順で画面を意識して描く。（①②の矢印は筆者が説
明するために書いたもの）	 
図２	 B子	 ①〜⑪の順に配置した。マル数字とその
横の文字は,	 順序を分りやすくするために画像に筆
者が記入したものである。	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第６章	 画面構成過程における意味の変化	 
	 
１．本章の概要	 
	 本章では，描きながら内容が次々に展開される描画に焦点を当て,	 子どもが１つの
画面を構成する過程で，画面空間をどのように体験しているのか,	 構成過程で画面上
の視覚的内容と意味がどのように変化していくのかを明らかにすることを目的とする。	 
	 特に図式的表現期の課題として序章で見てきたように，子どもは思いついたものか
ら順番に画面配置していくという初期からの思考法と並立して，紙面全体を意識しな
がら計画的に描くことを始める。これは，画面に対する空間認識の発達，もう少し大
きな視点から言うと，生活面での見通しの発達が進んだがゆえの描き方で，初期の描
画思考との矛盾がおこっているといえる。	 
	 ここで，描画を楽しみながら描く子どもの過程を詳細に分析することにより，この
矛盾をどのように体験し，自分なりに描画を進展させているのかが明らかになると考
える。描画過程において，今描いている部分と全体をどのように意識し，関連づけて
いくのか，思いついたものを次々に描く中で，全体の意味がどのように変化していく
のかなどを探っていく。こうした，描画過程中に起こる意味の変化や意味の展開は描
画活動の楽しみの１つであり，子どもにとっては他の遊びや生活と同じくリアリティ
ーの伴う体験であると思われる。	 
 
２．研究の実際	 
	 第５章に示した描画プロセス分析シート（以下分析シートという）全体から，描画
途中で意味の変化が見られたものはほとんどである。しかし本章では特にシート 1（事
例 1），シート 2（事例 2），シート 3（事例 3），シート 4（事例 4）の描画過程を対象
にしてみていく。主に詳細にとりあげるのは，視覚的文脈と物語的文脈の関連が分り
やすい事例１「人形であそぶなかでイメージを広げ，そのイメージを画用紙に描いて
いく描画表現」のプロセスシートを中心に見ていく。 
 
３．描画プロセス分析シートからの考察	 
	 １枚の絵を描くときの１連の描画過程を,	 視覚的文脈と物語的文脈に沿って観察し
たとき,	 何が明らかにされるのだろうか。今回対象とした描画はすべて四つ切画用紙
に描かれた絵である。そこで幼児にとって避けられない重要な制約が発生する。それ
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 こうしたことは,	 別の子どもの分析シー
トからも見られた（事例 10／シート 10）。
図５を描いた５歳児は,	 デパートの絵を描
くというテーマが保育者から与えられた。
この子どもは横線を８本描き「８階建ての
デパートだよ」と教えてくれた。その後,	 １
階と２階に店，レストラン，ゲームセンタ
ーを描き,	 人を棒状の人間で表わした。そ
してレストランにはたくさんお客さんがい
ることを思い出し,	 人を並べて描きはじめ
た。途中から（レストランの）物語性は弱くなり,	 視覚的文脈（＝空いた空間に同じ
形を並べる活動）が強く働いたのである。しかし最終的に保育者から何を描いたのか
聞かれたとき,	 この幼児はもう一度全体を意識し,	 『デパートでトイレに並んだ人』
と意味付けた。「デパート」,「人の羅列」を「トイレに並ぶ」という意味付けにより,	 
１枚の絵として意味的にまとめあげて完成させたのである。	 
	 ここで部分と全体の関係から,	 この時期の子どもの画面への関わりと意味の変化に
ついてまとめると,	 子どもはまず思い浮かんだ対象やいつも描いている描きやすい形
態から描きはじめるのであるが,	 一旦,	 特別なイメージの世界（物語性）が生まれた
り感覚的な面白さの追求がはじまると,	 その流れを押し進めるように描画（関わり）
が展開される。その時点で全体は見えていないが,	 そのうちに,	 何らかのきっかけで
再び画面全体を意識したとき,	 全体と現在描いている部分の関係性を意識する。それ
は周囲からコメントを求められたり，終了時間となり画面全体を見渡すなどしたとき
である。そして,	 現在描いている部分の意味は薄められ,	 画面全体と部分の物語を関
連させ,	 全体的な観点から,	 物語が更新されることがあるといえる。	 
	 
（２）描画手順の影響	 
	 子どもの描画過程を詳細に観察していると,画面に関わるときの手順が,	 描いてい
る内容に変化を与えていることに気づく。事例 1で,	 シート 1の⑬と⑱で「ガレージ」
から「ライオンの檻」に意味が変更された A男の例をあげた。そこでは部分と全体の
関係意識の観点から意味変更が行われる可能性を指摘した。しかしここでは,	 別の観
点からその解釈を行ないたい。	 
図５	 J 男（５歳児）「８階建てのデパート」から
「レストランでトイレに並ぶ人」に全体の意味が変
化した。	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中に描いた（シート 2①）。次に基底線となる地面の様子を画面下に描いた（③）。そ
して画面上に太陽を描いた（④）。これで，画面の中心と上下の空間が舞台装置として
そろった。その後，B 子は，真ん中のマンションを中心にし，画面の左右を意識しな
がら次の順に描いた。⑤人物と⑥ペット（左側）→⑦おかしやさん（右側）→	 ⑧家の
ようなもの（右側）→⑨木（左側）→⑩お菓子屋の看板（右側）→⑪虹（左側）の順
である。図２は，筆者が順序を分かりやすくするために画像にシート 2の描画順番号
と意味を記入したものである。順を追ってみると,	 左右交互に視線が動いているのが
分かる。B 子は,	 自分の作った指人形が楽しめる世界を描こうとしたのだが,	 常に画
面全体を意識しながら描きたいイメージを発展させている様子が伺える。	 
	 以上の例から,	 特に図式期の幼児は現在描いている部分と画面全体を意識しながら
描き進めていくことを確認できたが,	 多くの場面では,	 一旦,	 特別なイメージの世界
で描き始めると,	 全体を意識しないこともあった。その場合,	 何らかのきっかけで全
体を再び意識したときに,	 今描いている内容の意味が変更されることがあった。	 
	 例えば事例 1にもどる
と,	 シート 1の⑬と⑱の
「ガレージ」から「ライ
オンの檻」に意味が変更
されたことがあげられる。
（図３・図４）なぜ変化
したのか,	 可能性として
は次のことが考えられる。
開始後 19 分から 27 分の間（⑨〜⑬）,	 A 男は自分のペットである「シロ」という犬
を描き,	 そのイメージの延長で犬小屋の横にあるガレージなどを描いていたと思われ
る。しかしその時,	 その描画の経過を知らない保育者は,	 A 男が最初に描いたバスに
ついてコメントしたため,	 開始後20分にA男は再び画面全体を意識しはじめ,	 始めに
描こうとした「バスで動物園に行った」体験を思い出し,	 重点が徐々にそちらに置か
れるようになった可能性がある。それは,	 その時点から急にバス停や標識を画面の数
カ所に描き出したことからも伺える。そして開始後 35分（⑱）では自宅の「ガレージ」
を動物園の「ライオンの檻」に見立て直したという流れがある。第３者からの言葉が
けによって,	 画面全体を意識するきっかけがあり,	 それが現在描いている部分の意味
を変更させたとも見て取れる。	 
図３	 (左)・図４(右)：A 男	 開始後 27 分(⑬)と 35 分(⑱)の絵の比較。左図
のガレージは,	 物語性が進む中で,	 動物園の意味が強くなり,	 「檻」になった。	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実的に長く伸ばし,	 画面構成上,	 ‘視覚的なつじつま合わせ’をしようとしたことで
ある。この段階では意味は不合理になる。そこで今度は「大人だよ」と言って言葉で
‘意味のつじつま合わせ’を行ない物語性を持たせている。ここでストーリーが変更
され,	 そのつじつま合わせをより強固にするために横に「子ども」を描いたのだ。筆
者は別の例で,	 足を描き忘れている幼児になぜ足が無いのか聞いたことがある。する
とその幼児は,	 「座っているんだよ」と言った。その幼児の例は,	 視覚的な手直しと
いうつじつま合わせはしなかったが,	 意味のつじつま合わせをして,	 全体をまとめた
のだ。別の例では,	 画用紙の右半分くらいに人物や家族の様子など描きたいものを全
て描いてしまった幼児が,	 左半分が空いたため,	 ハサミで紙を半分に切り小さい画面
をつくった。これは,	 言葉の意味でつじつま合わせをしたのではなく,	 バランスよく
画面統一するために余分な空間を切り捨て,	 視覚的につじつまを合わせた例として見
ることができる。	 
	 これらのことからいえることは,	 描画過程では,	 手順や画面上に最初に描いたもの
の配置により,	 その後の画面上の意味や視覚的バランスが変化し,	 新たな描画内容に
発展するということである。これは,	 ‘描きながらイメージを広げていく’根拠の１
つであるとみることができる。	 
	 
（３）部分と部分の関連付け	 
	 描画プロセス分析シートでは,	 結果的に複雑に見える絵でも,	 その描画過程をたど
ることにより,	 子どもがどのように画面空間を把握しているのか,	 視覚的要素が構成
されていくのかを見ることができた。ここでは事例１（シート 1／A男）と事例 4（シ
ート 4／D男）をとりあげ，部分と部分がどのように関連していくのか，構造的に把握
する。	 
【事例 1／シート 1】	 
	 シート①の流れを分りやすく整理するために,	 A 男が描いた意味のかたまり（意味
領域）の順に並べて概要を記述すると次のようになる。	 
	 
	 ・第１意味領域：（画面中央）バスのりば→（その右に）大きなバス→（のりばの横
から紙面上部にかけて）道→（道の終点）家または駐車場	 
	 ・第 2意味領域：（画面左下）家→（その右に）犬小屋と「しろ」という犬→（その
に下に）犬のえさ置き場→（その右に）ガレージ→（左の犬小屋に）
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 ⑬で A男が「ガレージ」と言ったのは,	 実は始めから「ライオンと檻」を描こうと
したが,	 先に檻のつもりで描いた四角の枠に,	 横縞の線を描いてしまい,	 その上にラ
イオンが描けなくなったため,	 その見た目から「ガレージ」に変更したのではないか,	 
という解釈も成り立つ。つまり,	 檻の柵を縦縞ではなく,	 横縞に描いたという手順の
ミスをしてしまい,	 その形態の印象がガレージ（あるいはガレージのシャッター）に
見えたという可能性である。しかも,	 檻の線を先に描いてしまったためにライオンが
描けなくなったともいえる。そして A男はそこであえて「ガレージだよ」と保育者に
言葉で伝えることにより,	 当初の思いである「ライオンの檻」を描くことに失敗した
箇所を,	 別の意味に置き換えて,	 正当性を持たせたとも考えられる。しかし最後には
体験をもとにして「動物園に行った」という物語性の流れが強くなり,	 ガレージはラ
イオンと檻に変更されたのではないか。この解釈の
手がかり（根拠）になったのは,	 ⑭でガレージを描
いた後すぐに「どうぶつ」という動物園ゲートを描
いたところである。つまり,	 A 男は,	 始めからこの
場所に動物園の一部を描こうとしていたのかもしれ
ない。以上の例から,	 描画手順により画面上に創り
出される視覚情報が,	 その後の描画内容の意味生成
に影響を及ぼすことが考えられる。	 
	 以上のようなことは事例 3（シート 3／C子）の分
析シートからも見られた。筆者は,	 傘をさす人物を
描いてもらうため,	 図６のように,	 先に傘（傘型の
紙）を貼ってその後に,	 傘を持つ人物を描くという
設定の保育を行なった 1)。この幼児 C 子は,	 真ん中の２人の人物をまず始めに描いた
のだが,	 その人物が地面（この幼児は画用紙の底辺を基底線,	 つまり地面として見て
いる）からあまりにも離れてしまったことに後になって気付き,	 画面全体の「釣り合
わせ」2)を考えて,	 足を長く伸ばして描き「これ大人だよ。大人も傘をさして歩いて
いるよ。」と言葉でつじつまを合わせた。さらに横に小さな人物を２人描いて「子ども」
と言った。最初は大人を描くつもりはなかったが,	 描き順や部分の描く順番による視
覚的効果により,	 物語（ストーリーのイメージ）の転換が行なわれていると思われる。	 
	 ここで,	 画面統一に向けてつじつまを合わせるやり方は２つあることに気づく。１
つは,	 人が宙に浮いているように見えることがおかしく感じ,	 視覚的文脈で足を非現
図 6	 C 子「大人も傘さして歩い
ているよ」（４歳児）	 
第６章	 画面構成過程における意味の変化 
 - 127 - 
実的に長く伸ばし,	 画面構成上,	 ‘視覚的なつじつま合わせ’をしようとしたことで
ある。この段階では意味は不合理になる。そこで今度は「大人だよ」と言って言葉で
‘意味のつじつま合わせ’を行ない物語性を持たせている。ここでストーリーが変更
され,	 そのつじつま合わせをより強固にするために横に「子ども」を描いたのだ。筆
者は別の例で,	 足を描き忘れている幼児になぜ足が無いのか聞いたことがある。する
とその幼児は,	 「座っているんだよ」と言った。その幼児の例は,	 視覚的な手直しと
いうつじつま合わせはしなかったが,	 意味のつじつま合わせをして,	 全体をまとめた
のだ。別の例では,	 画用紙の右半分くらいに人物や家族の様子など描きたいものを全
て描いてしまった幼児が,	 左半分が空いたため,	 ハサミで紙を半分に切り小さい画面
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【事例 1／シート 1】	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 A 男が描いた意味のかたまり（意味
領域）の順に並べて概要を記述すると次のようになる。	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 ⑬で A男が「ガレージ」と言ったのは,	 実は始めから「ライオンと檻」を描こうと
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 その上にラ
イオンが描けなくなったため,	 その見た目から「ガレージ」に変更したのではないか,	 
という解釈も成り立つ。つまり,	 檻の柵を縦縞ではなく,	 横縞に描いたという手順の
ミスをしてしまい,	 その形態の印象がガレージ（あるいはガレージのシャッター）に
見えたという可能性である。しかも,	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 ガレージはラ
イオンと檻に変更されたのではないか。この解釈の
手がかり（根拠）になったのは,	 ⑭でガレージを描
いた後すぐに「どうぶつ」という動物園ゲートを描
いたところである。つまり,	 A 男は,	 始めからこの
場所に動物園の一部を描こうとしていたのかもしれ
ない。以上の例から,	 描画手順により画面上に創り
出される視覚情報が,	 その後の描画内容の意味生成
に影響を及ぼすことが考えられる。	 
	 以上のようなことは事例 3（シート 3／C子）の分
析シートからも見られた。筆者は,	 傘をさす人物を
描いてもらうため,	 図６のように,	 先に傘（傘型の
紙）を貼ってその後に,	 傘を持つ人物を描くという
設定の保育を行なった 1)。この幼児 C 子は,	 真ん中の２人の人物をまず始めに描いた
のだが,	 その人物が地面（この幼児は画用紙の底辺を基底線,	 つまり地面として見て
いる）からあまりにも離れてしまったことに後になって気付き,	 画面全体の「釣り合
わせ」2)を考えて,	 足を長く伸ばして描き「これ大人だよ。大人も傘をさして歩いて
いるよ。」と言葉でつじつまを合わせた。さらに横に小さな人物を２人描いて「子ども」
と言った。最初は大人を描くつもりはなかったが,	 描き順や部分の描く順番による視
覚的効果により,	 物語（ストーリーのイメージ）の転換が行なわれていると思われる。	 
	 ここで,	 画面統一に向けてつじつまを合わせるやり方は２つあることに気づく。１
つは,	 人が宙に浮いているように見えることがおかしく感じ,	 視覚的文脈で足を非現
図 6	 C 子「大人も傘さして歩い
ているよ」（４歳児）	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ガレージのボタン	 
	 ・第３意味領域：（ガレージの横に）動物園の看板→（画面右下に）テントのような
もの→（画面の隙間４カ所それぞれに）バスのりばの標識→（ガレ
ージの横縞の上に）ライオン→（その下に）「らいよん」という文
字→（動物園の看板の横に）チケット売り場→（その中に）チケッ
トを売る人	 
	 ・第４意味領域：（画用紙最上部に）雨雲→（そこから）雨を降らす→A 男「動物園
に行ったとき雨が降ったよ」と保育者に告げる 
	 
	 以上のように,	 A 男の画面に描かれ
るイメージを細かく並べるとバラバラ
のようであるが,	 物語的なかたまりに
区別すると,	 ①バス停とバスにまつわ
る内容,	 ②自分の家とペットの犬に関
する内容,	 ③動物園の内容,	 ④雨が降
ってくる内容になる。	 
	 ここで注目したいのは,	 第３意味領
域の動物園の看板（ゲート）を描いた
後,	 A 男の視線は第１,	 第２意味領域
に移ったり,	 再び第３意味領域に戻っ
たりしながら描いていたことである。つまり第１意味領域にバス停を描き足したり,	 
第２意味領域でいったん描いた「ガレージ」の意味を変更して「ライオンの檻」にし
たりすると同時に,	 第３意味領域ではチケット売り場や人を描き始めたのである。こ
れは,	 第３意味領域の物語が主軸になり，	 画面全体が関連付けられ，まとめられてい
く過程と捉えることができる。	 
	 この意味領域と,	 その関係性を構図に表わすと図７のようになる。図中の＊印は,	 
第３意味領域の物語の流れを押し進める中で,	 既に描いた形態の意味を変更した箇所
である。	 
	 この幼児 A男の例では,	 最終的に,	 全ての意味領域を言葉で関連づけて「動物園に
行ったときに雨が降ったよ」と締めくくった。画面のスペースがほとんどないにも関
わらず,	 画面上部（第４意味領域）に描かれた雨雲と雨は,	 全体をまとめるために締
図 7	 意味領域が融合され,	 新たな物語展開の契機と
なる。＊印はいったん描いた意味が,	 融合の過程で変
更された箇所である。	 
第１意味領域	 
第２	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は，一般には，画面の上下の関係，形態どうしの意味関係を意識していないというこ
とである。 
	 画面構成に関して Lowenfeld,V.は，「様式化前の段階（pre-schematic stage）」と「様
式化の段階（schematic stage）」と分けて説明しているが，そこでは，様式化前の段
階では「物と物とを相互に関係づけることは考えず再現することだけに満足している」
段階 3)で，画面の上下左右という方向性も意識されていない。一方，様式化の段階に
なると，自分なりの「図式」が完成され，図式的要素を１つの画面に配置する上で，
その関係性を徐々に意識しはじめる。そこでは「基底線」といわれる基準の線を画面
に設定し，描かれた要素どうしの関係をつないでいくという。 
	 さて，事例 1 と事例 5 の作品群タイプは図式を使用しているが，描かれた内容は画
面空間上のあちこちに配置され，基底線のような基準舞台の上に乗っていないことが
見てとれる。こうした画面構成の仕方は「ばらまき画」とか「カタログ画」といわれ
ることもある 4)。しかし，第Ⅳ章の調査からも結果が出たが，事例 1 と事例 4 では，
基底線がひかれなくても，叙述性が存在する場合があることが明らかになった。つま
り叙述性があるということは，物語的な意味の関係性が含まれるということである。
配置はバラバラに見えても，意味のまとまりは考えられて描かれていることになる。
この場合，子どもは画面をどのように認識しているのだろうか。 
	 清原知二(1995)は基底線に対して，「基底面」という概念を持ち出して子どもの絵に
特有な構図について説明している 5)。図９のように，「基底線表現では視点は手前正面
部にあり，基底線を含んだ垂直の平面上に要素を配置していると考えられる。基底線
が線であり基準であることは，要素を表現する位置は基底線上の左右にしか可能性が
ないことになり，要素の関係の説明が一次元的な左右の関係に限定されることになる。
また直接基底線上にない要素も基底線上に立てられた平面上を上下に移動するだけで
あり，結局要素の位置関係は相対的な左右上下の関係でしか示せない」6)。この説明
図9	 基底線表現の視点（清原知二）	 図 10	 「基底面」表現の視点（清原知二）	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木や雪の塊などにより，上空を飛んでいたサンタはいつのまにか，地上で活動してい
るということになった。これはサンタ Bが主役であり，サンタ Aは過去のものなので，
この時点では物語に位置づけられていいない（詳細は第 7章）。しかし最終的には，「サ
ンタが友達のサンタと一緒にプレゼントを届けている」と言葉でまとめられ，物語が
統一された。また視覚的には，これまで雪，雨雲，虹を書き込むことにより，サンタ
B の移動情報を表現していたのだが，最終的に，それらの各種天気表現の上部（画用
紙最上部）に，水色で空を塗り込み，１つの場面としてまとめた。	 
	 ストーリー途中で画面の視覚的文脈の影響で，意味の変化が見られたのは，①サン
タ Aがサンタ Bとなったこと，②空中が地面になったこと，③家が宇宙になったこと。
④物語の時間上，過去と現行のサンタが，最終的に現存する友達になったこと。以上
があげられる。こうしたことを図式で表すと，図８のようである。	 
	 以上の２つの事例からの考察の結果,	 ‘描く中でイメージを広げていく描画’では,	 
画面のあちこちに小さな物語が描かれることがあるが,	 子どもはそこに描いた形態ど
うしに関連性を見いだし,	 またそこから新たな物語を展開させる場合があるというこ
とが明らかになった。	 
	 また，事例１のシート⑲，事例４のシート⑫にみられたように，基底線（Base	 Line）
があいまいなとき，空の線（Sky	 Line）を描くことによって画面全体をまとめること
がなされることが分った。	 
	 
（４）画面の認識と「基底面」	 
	 今回調査した描画の過程（分析シート）をみると，２つのタイプの画面構成がある
ことに気付く。１つは画面に上下の基準を示す基底線が描かれたタイプのもの，もう
１つは，描かれていないものである。具体的に言うと，事例２，事例３，事例５，事
例７は基底線が明らかである。そして事例１,事例 4,事例８，事例 10 は，最終的な結
果作品を見ると上下の関係があるが，描画過程においては，画面のあちこちに物語が
描出され，上下配置の関連性は薄いように思える。しかしどちらの画面構成タイプに
おいても共通して言えることは，物語性があり，意味的にはつながっているというこ
とである。 
	 ここで，第Ⅳ章で調査したことを思い出したい。そこでは年少児 51 名，年中児 69
名，年長児 49 名の同テーマによる描画作品から，定着図式の有無，基底線の有無，
叙述性の有無の関係性を調査した。結果から見えたことは，図式的表現でも，基底線
がはっきりと見られない作品が存在したことである。基底線が見られないということ
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とである。 
	 ここで，第Ⅳ章で調査したことを思い出したい。そこでは年少児 51 名，年中児 69
名，年長児 49 名の同テーマによる描画作品から，定着図式の有無，基底線の有無，
叙述性の有無の関係性を調査した。結果から見えたことは，図式的表現でも，基底線
がはっきりと見られない作品が存在したことである。基底線が見られないということ
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能性が増大するといえる。 
	 
４．成果と課題	 
	 本研究が対象としている描きながら内容が次々に展開される描画は,子どもが楽し
みの中で活動を継続させていくものである。継続する行為には必ず何らかの文脈
（context）が存在しているということを前提にして,	 描画プロセス分析シートでは,	 
２つの文脈（視覚的文脈と物語的文脈）に着目し,	 その関係性から,	 描画構成過程で
内容が展開していく様子を見ることができた。一見,	 子どもたちは単に思いつくまま
に何か対象を描いているようであるが,	 そこでは紙面という空間的制約の中で描画内
容が調整・変更されたり,	 融合されることがわかった。つまり子どもはその紙面全体
を意識するときと,	 意識せず画面の一部分に集中して描くときがあり,	 部分から全体
への意識転換が契機となり,	 意味内容に変化が訪れることがあるということが明らか
になった。また,	 描画手順（画面上に先に描いた線形）や配置が,	 その後の物語イメ
ージに影響していくことがあるということも明らかになった。さらに,	 この時期の子
どもは画面上に様々な意味（物語的な内容）を描くことがあるが,	 各部分の要素がや
がて融合されて新しい物語に更新されることがあることもわかった。	 
	 そして，叙述的表現における画面空間認識についてもみてきた。叙述性のある表現
は，描きながらイメージを膨らませ，次々に画面に描いていく特徴を持つが，そうな
ると，基底線を最初に設定してしまうと，その後の描画内容の配置に限界がやってく
る。そこで叙述的な描画では，描画開始時の画面意識として，画用紙を「基底面」と
してとらえることにより，表現の可能性が増大することが考察された。	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から，基底線を使用した構図というのは，画用紙という二次元空間に，上下左右の配
置関係をあらわすことに特化して便利である。しかし表現は垂直線上に限定されるか
ら平面向きを描く場所は存在しないといえる。そこで，図 10 のように視点を正面か
ら天井部に移動させると，平面上の位置関係を俯瞰でき，平面向きの特徴があるもの
の表現が可能な視点が確保される 7)。清原はここに現れる基準となる平面を「基底面」
とし，描かれる要素の空間内の位置関係を意識する場合に現れるという。「基底面は描
画平面上での空間認識を表現するために用いられる平面」で，「それはものどうしの位
置関係をあらわすために用いられる一定の意味を持った配置のための下地である」8)
という。そうした観点から，事例１と事例４の作品を見ると，視点がバラバラの印象
を受ける描画であっても，描かれた要素を配置している平面＝基底面に注目してみる
と，人物や道など視覚的要素は，平面内での位置関係としては明確であるといえる。 
	 以上のように，図式的表現期の子どもが描く中で画面を認識する方法として２つの
パターンがあることが確認できた。しかし，ここでもう少し子どもの描画過程に即し
て見ると，単純に，あるものは基底線を基準にして上下左右の配置関係から画面構想
をし，別のものは「基底面」を基準にして平面内の位置関係をあらわしている，とい
うものではない。つまり，その２つの舞台装置が同時に現れるものもあるのである。
例えば事例１では，描かれた要素が，基底面を基準として平面内の移動や位置の関係
を表していると同時に，左に描いている家や動物園のゲート，チケット売り場はおそ
らく画用紙底辺部を基底線とした基準軸上の配置である。事例４においても，木や最
初に描かれたサンタは基底線を意識しているが，その後の内容は，構図的には画用紙
の空隙に次々に描いていき，上下の関係性は薄くなっていると思われる。このように，
２つの視点あるいはそれ以上の視点（多視点）から子どもの描画はなされていること
が多い。清原はこの問題について，子どもは「場あるいは状況の設定を全ての表現の
前に行なう必要があると判断する」といい，それは「基底面」という設定，つまり平
面の形をとる場合が多いという。基底面を設定することは「表現全てを包含する受け
皿のようなものを先に想定することになる。これはそれぞれの要素の描画平面上での
空間認識に基づく位置関係と平面向きの特徴を持つものを表現する必要性を満たすた
め」であるという。 
	 以上のことから，叙述性のある表現は，描きながらイメージを膨らませ，次々に描
いていく特徴を持つ。そうなると，基底線を最初に設定してしまうと，その後の描画
が限定されるだろう。しかし，最初の画面意識として，画用紙を「基底面」として捉
えたとき，描かれる要素は平面の中のどこにでも移動が可能になることから表現の可
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第７章	 物語性と画面構成の関係	 
	 
１．	 本章の概要	 
	  ‘描きながらイメージを広げる描画’の作品からは，一般に大人の描く絵とは異な
る視点や構図が多く見られる。本研究で事例として分析した描画においても，画用紙
の画面全体に様々な話が点在していたり，絵の内容として普通見えるはずがないもの
が描かれていたりする。つまり，子どもは，描く内容の位置や向きを統一することを
意識せず，また壁の向こうに隠れているものを透かすように描いていたりする。画面
の配置や向きを子どもがどのように認識しながら描いているのかは，前章において「基
底面」の観点から考察してきた。しかし，例えば壁の向こう側を透かすように描く絵
はどのように説明されるのだろうか。こうした絵は，「多視点画」「レントゲン画」な
どといわれ，子どもの絵のユニークな描き方としてよく紹介されるものであるが，作
品のみを見ると意味不明な部分や線なども，過程を通して見るとその意味が見えてく
ることも多い。 
	 「多視点画」「レントゲン画」などのこの時期の特徴的な表現は知的リアリズムの観
点から説明されることが多い。確かに知的リアリズムによる性質は認められるのだが，
子どもがこうした特徴的表現をするのは，描画過程における物語性と視覚的処理の関
係性による要因が大きいのではないかと仮定することもできる。 
	 本研究では，図式的表現期の子どもの課題として，画面認識の発達により，子ども
は１つの空間に描く内容をどのように配置するのかを意識しはじめる一方で，叙述的
な自由な表現の広がりを楽しむことを述べてきた。叙述的な表現を楽しむ子どもは，
どのように画面を処理していくのかが問題となる。この処理の過程が，「レントゲン画」
のような子ども独自の表現をつくりだすと予測される。またこの過程で体験する，物
語性と視覚的処理の関連のなかにこそ，描画の面白さ＝リアリティが隠されているの
ではないかと思われる。 
	 そこで，本章では，特徴的表現である「多視点画」「レントゲン画」を描画過程から
分析し，物語的文脈が画面構成に及ぼす影響について考察することを目的とする。ま
ず第 2 節で，これまで「多視点画」「レントゲン画」がどのように説明されてきたの
かを整理する。そして第３節では，実験的調査を行い，描画過程から「多視点画」「レ
ントゲン画」表現について説明することを試みる。 
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ができない。Piaget,J.と Inhelder,B.(1966/1969)によると，知的リアリズムは，こ
のような，前操作期の思考特性である中心化傾向のために生じるという。そして視
点の分化・協応が可能となってはじめて視覚的リアリズムが出現するという 4)。 
 
②標準型説	  
	 幼い子どもは，見ている対象とは関係なく，対象について既に獲得している知識に
基づき，その典型的な型（ステレオタイプ）を描くという説が下記のように多くの研
究者から検証されてきた。代表的な研究を下記に示す。 
・Freeman，N.H. (1980)は，対象の特徴をもっともよく表していると考えられる「標
準型（canonicality）」を優先して描こうとするために，知的リアリズムによる描
画が現れるという。子どもは対象についてそれまでに得た知識から規範的な内的
モデルを形成しており，その内的モデルがほとんど自動的に現わされるという考
えである。5)6)。 
・Thomas,G.V.と Silk,A.M.7) (1990/1996)によると，例えば，人物の標準型は正面
からの見えを描いた場合であり，車の標準型は，横からの見えを描いた場合であ
るとする。 
・Barrett,M.D.と Light,P.H.	 (1976)によると幼児は類型的な描画を描くことから
始める。つまり個々の実例よりもむしろ描画の題材が属する類型を描くという 8)。	 
 
③知的リアリズム描画における状況的依存性の関連	 
	 知的リアリズムというと，隠れて見えないものも描いてしまうという特性が挙げら
れるが，下記のように場面の状況や教示によっては見える通りに描画できる可能性が
証明されている。	 
	 a)	 対比効果を利用した研究	 
・田中義和 9)（1978）は，コップの取っ手が，左右・前後になるよう４通りに配置
して描くよう子どもに指示したところ，4，5 歳児で 8 割の幼児が４つの配置を描
き分けることを実証した。このことから子どもは，状況を比べることにより，１つ
のことに集中する自己中心性が弱まり，全体を意識する可能性が示されたといえる。	 
・Cox,M.V.	 10)(1981)は，６歳児に２個のボールを部分隠れの状態で呈示し，それを
描かせると２個のボールを離して描く知的リアリズムによる描画が見られるが，
「警官におわれた泥棒が頭をちょっと出して壁に隠れている」という文脈で，子ど
もに部分隠れを描かせると，正しく部分隠れの描画を行なうことができたという。
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２．	 本来見えない部分を描いてしまう描画についての先行研究	 
	 幼児期・児童期の子どもが，大人とは異なる独特な構図の描画を行なうことは，様々
な描画研究の中で述べられている。そしてこの現象に対してどのように理解するか
様々な解釈が行なわれてきた。大きく分けると１つに，知的リアリズムとの関係から
説明したものが挙げられる。２つ目にそれに対するかたちで視知覚の本質的作用が原
因とする観点からの説明もある。３つ目に触覚的な認識という見方もある。ここでは，
これまでの先行研究の概要を見ていき，本研究独自の観点を後で示すきっかけにした
い。 
 
（１）知的リアリズムに要因があるとする見方	 
	 本研究では第２章において，子どもが絵を描くときに感性を伴う記憶が関わってく
ることを見てきた。実際に目の前に対象がある場合でも，想像の中のものを描く場合
も，見たことに忠実に描こうとする描き方（視覚的リアリズム）とは異なり，子ども
は知っている要素を絵の中に描き込もうとする（知的リアリズム）ということが行な
われる。例えば壁の向こう側の見えないものまで描くなど，自己の視点からは見えな
い要素を描き込むのである。これに関して Luque,G.H.は，「子どもの精神はカメラと
同じではない。確かに子どもの目には全てのものが等しく映っているのであるが，子
どもはその中から本質的な要素と二次的な要素とを区別するのである。」「子どもの目
がそれらを全部とらえていたとしても，子どもの心は，興味があり重要だと思うもの
しかとらえない」1)と説明した。そして子どもは内的モデルという視覚像を精神内に
創造し，それに基づいて描画をおこなうという説を唱えたことは第２章でみてきた。
子どもにとっての写実性（リアリズム）は，心の中の内的モデルに忠実に描くことで
あり，発達にともなって，実物の対象を見える通りに描く写実性（視覚的リアリズム）
へと移行していくというのが Luque,G.H.の考えである 2)。 
	 Luque,G.H.が知的リアリズム心性を示した後，多くの研究者が検証実験を行ない，
さらに詳しく考察してきた。このことは田口雅徳 3)（2001）がすでに整理しているの
でそれを参照しながら，以下，明らかにされてきた代表的な研究の概要をまとめて示
す。ここでは研究の時期や流れを分りやすくするため，発表された年号を研究者名の
後に示すことにする。 
 
①自己中心性説	 
	 幼い子ども達は，物事のある一面に注意を集中してしまい，全体的に捉えること
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自分の知っている情報を伝えようとする積極的意図があることを示唆している。
幼児期には知っている情報を積極的に伝えるために，意図的に知的リアリズムに
よる描画を行なっているという。	 
	 ・田口雅徳 17)	 (2001)は，知的リアリズム反応の原因として，知っている情報を伝
えようとする子どもの積極的意図があると仮定してその検討を行った。その結果，
４歳児では自分の内的モデルに基づいて描かれた標準型を描く反応が多く，加齢
にともない対象固有の情報を伝達するようなコミュニケーション型（情報型）の
描画反応が多くなった。このことから５歳時以降では描画対象固有の情報を考慮
し，それを描こうとするために，知的リアリズムによる描画が生じているのでは
ないかと考察された。	 
	 以上のように，子どもの描画における知的リアリズム反応は Luque,G.H.以降，心理
学の中で様々な切り口で実験的に検証されてきた。中でも田口の研究では，従来から
子どもの描画発達で知的リアリズムから視覚的リアリズムへの移行が存在することが
知られていたが，この知的リアリズムにも，段階があることを発見した。つまり，標
準型知的リアリズム→情報型知的リアリズム→視覚的リアリズムへの移行段階を示し
たことになる。	 
	 以上，発達特性上確かに，知的リアリズム反応は存在すると思われるが，それは子
どもの年齢や，おかれている状況，その時の心情が影響することが明らかになった。
またこれらの研究は，ある物体に隠れた別のものを子どもがどのように描くかなど，
実験的な研究が主で，子ども自身の心情に沿った主体的な描画からの考察ではないこ
とをここで確認しておく。また１つの画面に絵を完成させていくといった構成過程に
焦点を当てた研究は見当たらなかった。さて，知的リアリズムは，見るものや描くも
のを記憶や概念化作用をとおして説明しているが，そうではなくて，視覚本来の機能
にその要因があるとする研究もあるので，次に見ていく。	 
	 
（２）視覚の本質的機能に由来するという見方	 
	 Arnheim,R.は以上見てきた知的リアリズムにについて，「感性的知覚を主知的知識
におきかえて」18)しまっていると批判し，次のように説明している。「幼児にとって
は，ものはみえるとおり，きこえるとおり，うごくとおり，のものである。もちろん，
子どもも考えるし問題を解決する。」「しかしこの思考，問題解決，概括は，知的抽
象の水準においてよりも，むしろ主として知覚的領域の中で行われるのである。」19)
この Arnheim,R.の考えを理解するためには，「視覚の恒常性」という視覚理論につい
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田口によると，その後の研究では，描画場面を文脈化しなくても，壁と人間のよう
に隠すものと隠されるものが異なるものであれば，年少児でも部分隠れを描けるこ
とが明らかになったという。	 
・他にも，Davis,A.M.	 (1983)は，把手が見えていないコップと横に見えているコッ
プを子どもの前に２個同時に呈示して見え通りに描くよう教示したが，その結果，
対比効果によって 5〜6 歳の子どもでも，コップを見え通りに省略して描くことが
できた 11)という報告もある。	 
	 b)	 文脈効果をみる研究	 
	 ・Lewis,C.,Rusell,C.,Berridge,D.	 (1993)の研究では，描画前に子どもに対象物が
何であるかを命名させてから描かせると，取っ手が見えないようにコップを提示
したものでも，コップに取っ手をつけて描く反応が多いことが分った。逆に命名
させない場合は，取っ手を描かず，見えている通りの描画が増加することが示さ
れ，描画前に命名して，意識するという文脈が子どもの描画に影響する可能性が
示されたという 12)。	 
	 c)	 教示の影響について検証した研究	 
	 ・Barrett,M.D.と Bridson,A.13)	 	 (1983)は，子どもが描いている時に，「正確に描
いて」「描画中もよく見て正確に描いて」と教示を明確にした。その結果，教示
を明確にするほど，見え通りの描画が増加することが示唆されたという。	 
	 ・Light,P.H.,Simmons,B.14)	 (1983)は，「どこから描いたか，後から絵を見た他の子
が当てられるように描いてください」と教示したところ，その効果は５歳以降で
見られたという。	 
	 d)	 課題意識の影響について検討	 
	 ・田中義和（1978）は，上記の調査から，子どもが「カップを描く課題」として受
け止めるか，それとも「どう見えるかを描く課題」として受け止めるかによって，
結果が異なると考察している。	 
	 ・松村暢隆 15)(1989)の研究では，子どもの描画は，何のために描くかという課題意
識によって影響されており，見え通りに描こうとする意識は，６歳頃から形成さ
れるとしている。	 
	 e)	 積極的な伝達意図の存在に関する研究	 
	 ・松村暢隆（1989）は，描画によって子どもが他者に何を伝えようとしたかという
点について分析をすすめていく必要があると指摘している。	 
	 	 ・八木・中澤 16)（1986）は，子どもの写実的描画能力の出現を押さえているものに，
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田口によると，その後の研究では，描画場面を文脈化しなくても，壁と人間のよう
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 c)	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が当てられるように描いてください」と教示したところ，その効果は５歳以降で
見られたという。	 
	 d)	 課題意識の影響について検討	 
	 ・田中義和（1978）は，上記の調査から，子どもが「カップを描く課題」として受
け止めるか，それとも「どう見えるかを描く課題」として受け止めるかによって，
結果が異なると考察している。	 
	 ・松村暢隆 15)(1989)の研究では，子どもの描画は，何のために描くかという課題意
識によって影響されており，見え通りに描こうとする意識は，６歳頃から形成さ
れるとしている。	 
	 e)	 積極的な伝達意図の存在に関する研究	 
	 ・松村暢隆（1989）は，描画によって子どもが他者に何を伝えようとしたかという
点について分析をすすめていく必要があると指摘している。	 
	 	 ・八木・中澤 16)（1986）は，子どもの写実的描画能力の出現を押さえているものに，
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ということに対して視覚心理学の知見から説得力がある説明をしている。ただし，実
際の子どもに対して検証研究を行なったことはどこにも示されていないので，今後の
研究が期待される。また図式的表現期以前の，感覚運動的な描画については Arnheim,R.
の理論からは説明できない。 
 
（３）触覚的な認識からくる描き方	 
	 多視点画やレントゲン画は，いろいろな方向，いろいろな場面が同一画面に表現さ
れるものであるが，これはそれぞれ異なる方向からの観点の総合統一であるとう見方
もできる。つまり，ある対象に近づいてみた場合，全体は把握できないが，対象の周
りを移動しながら部分部分を把握し，後で頭の中で部分をつなぎ合わせて全体像を作
り出すことはできる。このような観点から，鬼丸吉弘は，「レントゲン画」や「多視点
画」を説明している。鬼丸氏はここで「近視」「遠視」の概念を使い，次のように述べ
ている。 
	 カメラのように「遠視」の場合は全体を一眼の下に見渡すので視点は１つにしぼら
れるが，近視の場合はいくつからの視点か見られた観面の統合なので多視点となる。
視点が１つの場合は制止していることを意味するが，多視点の場合は，移動，運動を
ともなう見方であるといえる。遠視は全体を捉えるので全体視であるが，近視は部分，
部分の合成なので部分視である。近視は，ちょうど盲人が手で触れてものの諸部分を
知覚しその上でそれらの全体像を脳裏に思い描く仕方に似ているので，触覚的な視と
言える。近視＝触覚的な視は，全体の統一像を得るために，少なからぬ精神の想像力
を必要とする。 
	 以上のように鬼丸は，子どもの世界の認識の仕方を「近視」「遠視」という概念を使
用し，比較しながら説明した。そして，子どもの見方は，カメラの視覚＝遠視とは異
なるということを述べている 24)。つまり，子どもが絵を描くときは，近視＝触覚的に
認識したことを，「精神の想像力」を使いながら紙面上に表現するということになる。
こうした説明は，子どもの活動や発達を考えたとき，理にかなっているように思える。
ただし，レントゲン画のような構図を描く一般的な５歳児の視力はだいたい 1.0 とい
われるが，この時期は例えば，建物や風景の全体像を見る体験もしていると思われる。
したがってこの時期の子どもは「遠視」的な認識も持っている。ここでは，鬼丸も肯
定しているように，Arnheim,R.が述べた「奥行きの未分化」説が適用できる。 
	 つまりまとめると，世界を認識する方法として子どもは近視＝触覚的な見方と遠視
＝視覚的な見方を行なうが，絵を描くとき，近視＝触覚的な見方を描出するときは，
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て知っておかなければならない。簡単にいうと，私達人間は周囲の世界にあるモノや
環境を知覚し，それらの大変複雑な様態や質を知覚レベルで見たり感じたりする。そ
れが習慣化すると，その見方，感じ方は一般化され概念化される。そうなると，もう
既に私達はそのものの特性を直接に，質的，分析的に知覚することから妨げられがち
になるのである。このような，概念化された知識から生ずるこうした妨げを「視覚の
恒常性」と呼び，この性質は，私達の見るものを知っているものに変えさせるのであ
る。つまり私達は，これによって特定の対象の特性を知覚することの代わりに一般化
された視覚あるいは画一化された見方を用いるようになるのである 20)。以上の観点か
ら Arnheim,R.は子どもの絵は見たものを描くというテーゼを打ち立て「素朴な観察に
もとづいた初期の芸術表現は，一般性，すなわち単純な全体的構造特質に関したもの
であるはずである」21)と説明している。	 
	 そして子どもが，はじめのうちは簡単な図式で画を作り，年齢が進むに従って複雑
な表現が可能になることに関して Arnheim,R.は，年齢を追って段階的に，表現形式の
分化が進行するからであるとする。しかし，どんな複雑な形式に進んでも，そこには
それを統一する簡明な構造を含んでいるところに，視覚と言うものの本質的作用があ
る。つまり，Arnheim,R.の立場では，子どもの特徴的な描画表現が現われるのは，視
覚に本来の簡潔化の作用に加えて，子どもの段階では表現に分化の度合いが少ないか
らだと言うことになる 22)。	 
	 それでは，「レントゲン画」のような特徴的な表現はどのように説明されるのだろ
うか。これに関しては，表現に於ける「媒体」のもつ条件の重要性に言及しなければ
ならない。つまり見ることにおいて発見した構造特性がどのような形で表現されるか
は，媒体の条件によって変化するといえる。鬼丸吉弘は次のように説明している。「描
画が対象の本質の把握であるなら，それは対象の主要な特徴を表さなくてはならぬ。
しかし絵画の場合媒材は平面であるから，三次元の具体的対象を平面に示すには，こ
れを平面の条件に合わせなくてはならない。（略）次元の分化は進んでいない。それで，
本来画面の二次元と一致しない方向にあるにも関わらず，必要な，本質的な諸要素を
すべて画面の二次元中に取り入れることになる。ここで媒材の制約が，進行過程にお
いて，分化の仕方を制約するのである。」23)この原理によって，「レントゲン描写」は，
奥行き次元に重層する異質の諸要素から，本質とみなされたものだけを選び取り，同
一平面上に構成する行為であり，現実の三次元画面を画面に二次元化する手法である
と説明できる。 
	 以上のように，Arnheim,R.の理論は，子どもがなぜその時期に独特な絵を描くのか
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いた(シート 6 の④)。その後寝ている人や机に向かう人を描いた。先に部屋や家具の
ような描きやすい枠（単純な構図）を描き，そこに人物をはめ込んでいくという描き
方がみられた。はじめに枠を設定することによって，その中に描くもののサイズの目
処が立つので，描きやすいのではないだろうか。F 男は，描画の前半では，まず画用
紙全体の大きさを意識し，その中に部屋や机などの枠を設定し，最後に細かな部分を
描くという，部分と全体を意識した描き方をしていることが分かる。ただし，描く内
容は最初から考えていたわけではなく，描きながらイメージを広げ，文脈に応じて描
いているところが後半から多くなる。	 
	 そうしたことがよく分かるのは，描画途中で，思い通りに描けず偶然にできてしま
った線や，画面のバランスを作ろうとして描いた線によって意味が次々に変更されて
いった部分である。シート 6 の⑩で F 男は，線をひいた後になって「すごいことにな
った」「ここがお部屋になった」と発言した。これは，階段のギザギザを描こうとして
歪んだ線になったため，それを修正するためにさらに線をひいたところ，偶然の囲い
の空間ができてしまったためである。それまでの物語文脈では家の外側であった部分
が，偶然の線により，部屋の内部になってしまった（シート⑩〜⑮）。その後は全体的
に，描画内容は部屋の内部として語りが進んでいく。	 
	 以上の例からは，語りを進めていくといいう文脈（物語的文脈）の中で，描こうと
するものを次々に視覚化していくのだが，偶然描いた線を修正しようとしたりバラン
スをとろうとしたりすることにより（視覚的文脈），それらが別の意味内容に変更され
た経緯がよく分かる。最終的にはさらに意味が進展し，最初は家の外部であった部分
をすべて囲い，「これ電車のお家だよ」といって，画面下に車輪スタンプをおした。飛
んでいた鳥の周りも線で囲い「鳥かご」に意味変更された。	 
	 こうした意味内容の変更は，叙述と画面の視覚的処理に従って必然的に描出された
ものである。結果のみを見るとこの絵は「レントゲン画」の構図といわれるが，はた
して，第 2 節で見たような認識がはたらいていたのだろうか。知的リアリズム説でこ
の描画を説明すると，F 男は「家の壁があるにも関わらず，家の内部の知っているこ
とを描いた」ことになる。しかし F 男は最初からすべて描くものを計画していなかっ
たし，途中の偶然の線によって意味変更されることなどは決して予測していなかった
だろう。叙述的描画は視点が語りに沿って動くので，当然多視点になっており，例え
ば‘家’の内や外からみた図が時間軸に沿って流れるように描かれるのである。	 
	 ただ，こうした構図を写実性にこだわらずに平気で描くのは，幼児期の心性であり，
Arnheim,R.のいうように「視覚に備わる本来の簡潔化作用」と「３次元空間の表現に
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想像力を駆使して絵を描く。また遠視＝視覚的な見方を描出するときは，画面の平面
性に制約されており，奥行き表現が未分化のためにあのような特徴的な表現になると
言うことがいえる。 
 
（４）先行研究の成果と課題	 
	 子ども時期の特殊な描き方である「多視点画」「レントゲン画」について，これまで
の先行研究を見てきた。知的リアリズム反応からこの表現が生まれるという説では主
に実験的な場面で検証が行なわれ，描画を行なう子どもの状況や，描画の文脈が変わ
れば結果は異なるということが明らかになった。また視覚機能の特性から説明した
Arnheim,R.や，身体感覚（触覚）との関連を示した鬼丸吉弘の説明は，子どもの活動
や発達を考えると納得がいくことも多く，本研究の描画過程で子どもは何を体験して
いるのかを考察する上で参考になると思われる。 
	 以上見てきたことは，条件が設定された実験的な研究であったり，理論上の仮説で
あったりするので，子ども自身の心情に沿った主体的な描画からの考察ではないとい
える。子どもが絵を描くときは，まず自分で描けるものや，描きたいものから先に描
く。次にはそこから連想するものや語りたいことを描くであろう。そうしたときには，
知的リアリズム反応というよりは，描画の手順による描き方に大きく影響を受けると
思われる。また触覚的な認識があるにせよ，描く順によって，描かれる内容が影響さ
れると思われる。こうした視点に立ち，次の節では，実際の子どもの描画過程からど
のように「レントゲン画」「多視点画」が描かれているのかを調査する。 
 
３．物語的文脈が画面構成過程に及ぼす影響に関する調査	 
（１）調査１	 描画プロセス分析シートからの考察	 
	 「レントゲン画」「多視点画」といわれる独特の構図は，その描かれていく過程をリ
アルタイムで観察すると，それは子どもの認識の仕方というよりも，描く手順（物語
が発現する順序）に要因があるのではないかと思われる。そうしたことは事例 6（シ
ート 6）と事例 7（シート 7）の描画過程をみるとよく分かる。ここでは特に事例６か
ら見ていく。	 
	 事例 6（シート 6）で F 男は，まず登場人物らしきものを描き，その右横に次々に家
の部屋を重ねて描いた。その部屋の大きさは登場人物が入るサイズなので計画的に描
いたと思われる。始まりから４分後には，その部屋に「ここはご飯を食べるところ」
と言いテーブルを描き，「この空いているところは寝る場所」といった後にベットを描
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いた(シート 6 の④)。その後寝ている人や机に向かう人を描いた。先に部屋や家具の
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描くという，部分と全体を意識した描き方をしていることが分かる。ただし，描く内
容は最初から考えていたわけではなく，描きながらイメージを広げ，文脈に応じて描
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 そうしたことがよく分かるのは，描画途中で，思い通りに描けず偶然にできてしま
った線や，画面のバランスを作ろうとして描いた線によって意味が次々に変更されて
いった部分である。シート 6 の⑩で F 男は，線をひいた後になって「すごいことにな
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 以上の例からは，語りを進めていくといいう文脈（物語的文脈）の中で，描こうと
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 こうした意味内容の変更は，叙述と画面の視覚的処理に従って必然的に描出された
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 ただ，こうした構図を写実性にこだわらずに平気で描くのは，幼児期の心性であり，
Arnheim,R.のいうように「視覚に備わる本来の簡潔化作用」と「３次元空間の表現に
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想像力を駆使して絵を描く。また遠視＝視覚的な見方を描出するときは，画面の平面
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 ③結果と考察	 
	 結果の代表作品を表１に示した。A グループは先に家の中についての説明をして描
いてもらった。話の順序から，意識が内側に向くので家を透視したレントゲン図式が
現われた。図１は最初に部屋を１つ描き，中心に人物（ナナちゃん）を描いた。そし
てこたつ，みかん，テレビを話の通り描いた。部屋のスペースが描出内容で埋まった
後に，「１階と２階に窓があります」という言葉を聞いて戸惑ったようであり，考えた
あげく窓は天井に貼付いたような形で描き込んだ。また２階はなかったが，窓を１つ
付け足す形で描いた。図２の作品は最初に２階建てのような部屋を描き，その２階部
分に人物（ナナちゃん），こたつ，みかんを描いた。お父さんと猫は家の外に描いた。
ここでもレントゲン画の構図で描いているが，１階部分は何も描かれていなかったの
で，ここに窓を描いた。図３の作品では，窓を描く指示にあわせて，本来は家の外で
ある部分（部屋の上部）に窓図式を描き，あとで，部屋と窓を囲む線で壁を作り全体
を家のようにした。 
	 B グループは先に家の外見についての説明をしたので，後半の話の内容である家の
内側が描けなくなった。そこでそれぞれの解決方法がユニークな表現となった。まず
図４では画面の中心に２階建ての家図式を描き，話の内容に沿って，「窓」や「鍵」を
A
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図１ 図 2 図 3 
図 4 図 5 図 6 
表１	 A，B グループの代表作品	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対する分化の度合いが少ない」といいうことと関係があると思われる。また鬼丸がい
うように，本来子どもは‘近視＝触覚的な見方’に慣れているので，文脈に応じたそ
の場，その時の状況をそのまま描いてしまうことに何の躊躇いもないといといえるだ
ろう。	 
	 以上，描画過程からは，「レントゲン画」「多視点画」といわれる構図の絵も，描く
手順によって必然的に描かれることが明らかになった。	 
	 
（２）調査２	 物語の手順の変更が画面構成に及ぼす影響について実験的検証	 
	 ①調査の目的	 
	 図式的表現期の１つの特徴的な描き方である「レントゲン画」「多視点画」は，物語
の内容に沿った，描く手順によって影響されるのかどうか検証する。 
 
	 ②方法	 
	 20 名の 4〜5 歳児（いずれも図式的表現を行なう幼児）を AB２つのグループに分
け，同じ内容を保育者が指示する通りに描いてもらう。ただし，内容は同じであって
も，AB それぞれの話の順序を一部変えて示すことにする。AB の違いは以下の通りで
ある。下線は順序を変えた箇所である。 
 
A グループの話 
	 ２階建てのお家があります。ナナちゃんはお家のこたつでみかんを食べました。
テレビもついています。猫も来ました。お父さんが帰ってきました。…（ここまで
の内容を一気に話をした。そして，しばらく時間をおいてここまでの内容が描けた
ことを確認して次の話をした。）…１階と２階に窓があります。泥棒が来ないよう
に鍵をしっかりしめています。 
 
B グループの話 
	 ２階建てのお家があります。１階と２階に窓があります。泥棒が来ないように鍵
をしっかりしめています。…（ここまでの内容を一気に話をした。そして，しばら
く時間をおいてここまでの内容が描けたことを確認して次の話をした。）…ナナち
ゃんはお家のこたつでみかんを食べました。テレビもついています。猫も来ました。
お父さんが帰ってきました。 
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丁寧に描いた。それは完全な家の外見の図式となった。そして，次の指示は家の内側
の内容であったが，この幼児は家の横に部屋を２つ追加して描き，その中に人物やこ
たつなどを描いた。これは多視点画の構図である。またその後の話で「お父さんが帰
ってきた」というところを画面上部に道を描き車で帰っている様子を描いた。 
またその後の話で「お父さんが帰ってきた」というところを画面上部に道を描き車で
帰っている様子を描いた。これは遠くのものを上に積上げる描き方なので‘積上げ遠
近構図’といわれる表現である。図５と図６は最初に描いた家が小さすぎて，後半の
室内の様子が描けなくなった。 
	 以上のことから，家の中を描くには大きさの目処（計画性）が必要であることが分
かる。今回の調査では保育者が話をする通りに描いたので，子どもの方で計画を立て
ることはできなかった。そして描画順序によって画面の空隙が限定されるので，その
あとの内容を描くには工夫が必要であった。工夫によって，‘多視点構図’ ‘レント
ゲン構図’ ‘積上げ遠近法’ といった，図式的表現期に特徴的な構図が描かれた。 
 
４．まとめ	 
	 図式的表現期の特徴的表現様式はこれまで様々な観点から説明されてきた。先行研
究では，大きく３つの観点から説明されてきたことを確認した。すなわち，知的リア
リズム，視覚機能の特性，触覚（身体感覚）による認識という観点である。それぞれ
の研究は，一定の条件の下で実験を行なうものであり，１枚の絵の構成過程すべてを
対象とするものではなかった。そこで本章では，描画過程における叙述性と構成の関
係に注目し，２つの検証を行なった。１つは描画プロセス分析シートで，実際の子ど
もの叙述的表現の描画過程を見たところ，語りの経過に沿って，描画内容が展開され
ることが確認できた。そこでは物語文脈と視覚的文脈の関連から物語性と視覚的処理
により意味内容が次々に変更されていく過程が見えた。２つ目の検証は，上記のこと
を確かめるべく，実験的保育を行なった。図式的表現期の子どもを２つのグループに
分けて，同じ内容だが順序を変えた話をし，それを描出してもらった。その結果，叙
述性にそった描画手順によりこの時期の特徴的構図が現れることがわかった。以上の
ことから，子どものレントゲン画や多視点画は，先行研究で説明されてきた理論とは
異なる観点からも描かれる可能性があることが明らかになった。	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の研究は，一定の条件の下で実験を行なうものであり，１枚の絵の構成過程すべてを
対象とするものではなかった。そこで本章では，描画過程における叙述性と構成の関
係に注目し，２つの検証を行なった。１つは描画プロセス分析シートで，実際の子ど
もの叙述的表現の描画過程を見たところ，語りの経過に沿って，描画内容が展開され
ることが確認できた。そこでは物語文脈と視覚的文脈の関連から物語性と視覚的処理
により意味内容が次々に変更されていく過程が見えた。２つ目の検証は，上記のこと
を確かめるべく，実験的保育を行なった。図式的表現期の子どもを２つのグループに
分けて，同じ内容だが順序を変えた話をし，それを描出してもらった。その結果，叙
述性にそった描画手順によりこの時期の特徴的構図が現れることがわかった。以上の
ことから，子どものレントゲン画や多視点画は，先行研究で説明されてきた理論とは
異なる観点からも描かれる可能性があることが明らかになった。	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形された図式などが，感覚的な線と同時に表れてくると思われる。それは動きや時間
の流れの感覚的な面白さが優先されて行くからではないかと思われる。そうした図式
と動き，時間の流れの関係性についても明らかにしたい。	 
	 前章に引き続き，本章においても，実際に子どもの描画過程を分析し，一枚の画面
が構成されるなかで「動きのイメージ」（時間の経過）の表現がどのように現われるの
かを，先行研究を参考にしながら考察してみたい。	 
 
２．本章の研究の実際と対象	 
	 本研究は，図式期の子どもが描画で叙述的表現をする時に，時間とともに動くイメ
ージをどのように描き出しているのかを画面構成過程を詳細に見るなかで明らかにし
ようとするものである。動くイメージというのは，登場する人物などの図式の動きの
みならず，場面の動きや展開（時間の変化）をも対象とする。具体的な年齢は，図式
的表現を行なう４歳，５歳を対象とした。	 
	 本研究の対象とする描画は，子どもが主体の自由な描画であるが，不特定の子ども
を自由時間に観察するというのは合理的ではない。したがって，自由に叙述的表現が
展開される題材・環境で設定保育を行い，その中で数人の子どもに焦点を当て記録を
撮った。中でも今回事例としてあげるのは事例 4（シート 4／D男）と事例 5（シート
5／E子）の描画過程を詳細に見ていく。本章では構図がはっきりしているということ
と，話をしながら描くことを楽しんでいたこの二人のデータを中心に分析する。	 
	 本研究では，この描画プロセス分析シートから動きのイメージがどのように視覚的
文脈と物語的文脈と関連しながらあらわれてくるのかを，先行研究を参考にしながら
考察する。	 
	 
３．描画プロセス分析シートの結果からの考察	 
	 分析シートから動きのイメージがどのように視覚的文脈と物語的文脈と関連しなが
らあらわれてくるのだろうか。本論では次の３つの観点から考察していく。①動きの
イメージと図式はどのように関連しているのか。②図式以外の動きのイメージの表現
として身振り的な表現の関連はどうなのか。③画面構成と動きのイメージの関連はど
のように表現されるのか。	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第８章	 描画過程にみられる「動きのイメージ」	 
	 
１．本章の概要	 
	 子どもたちの‘描きながらイメージを広げていく’描画過程を観察していると，頭
の中に記憶されている図像概念を計画的に紙に描くのみではなく，	 常に時間とともに
動くイメージを画面上に描いている様子がうかがえる。まるで映画が展開されている
ようであるが，映画と異なるところは，あらかじめストーリーが決定されているので
はなく，そのイメージは，画面上の視覚的情報（自分が既に描いた線や形，空隙）か
ら触発されながら作られることもある。時にはごっこ遊びのようにセリフや擬音（効
果音）を声に出しながら表現することもある。また時には身振りや走り出すなど全身
的な表現を伴う描画もみられる。こうした描画の結果作品（痕跡）のみを見ると，あ
るものは線や面が重ねられて，何を描いたのかわからなくなっている。またあるもの
は重なりこそないが，到底，一貫したテーマがあるとは思えない作品になっている。
おそらく教育・保育現場では，あまり重要視されない作品の部類になると予測される。
逆に，現場の研究会などでは，「どのように指導したら，せっかく描いた形を線で消し
たり，ぐちゃぐちゃの絵を描かなくなるのでしょう」「どこで描くことをストップさせ
たらよいのでしょう」という議論が耐えない。しかしこうしたイメージの広がりの描
画を描いた子どもは確実に過程を集中して楽しんでいたし，描き終わった後は充実し
た目つきをしていると感じるのである。つまりこうした，結果のみをみると統一した
意味的内容がみられない描画でも，その制作過程においては，描いた本人にとってリ
アルな物語，あるいは感覚的な充実感があると思われる。子どもたちが叙述的な絵を
描く行為をするときには，頭の中には止まったイメージがあるのではなく，時間とと
もに動いているイメージが流れていると捉えるほうが自然ではないだろうか。これを
どう平面画面におさめるかの問題である。	 
	 本章では，子どもが‘描きながらイメージを広げる’叙述的表現の画面構成過程に
おいて，どのように「動きのイメージ」（時間の経過）の表現が現われているのかを明
らかにしていくことを目的とする。	 
	 時間の経過とともにイメージが流れ，それを描画する叙述的表現は，図式を使った
表現をする時期から盛んになる。しかし，第Ⅳ章で見たように，図式が定着しない時
期においいても，動きの線やあいまいな形によって叙述的に表現する行為が確認され
た。また第Ⅱ章で見た Luquet,G.H.の言う個別モチーフのような図式の一部分や，変
第８章	 描画過程にみられる「動きのイメージ」 
 — 149 — 
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もに動いているイメージが流れていると捉えるほうが自然ではないだろうか。これを
どう平面画面におさめるかの問題である。	 
	 本章では，子どもが‘描きながらイメージを広げる’叙述的表現の画面構成過程に
おいて，どのように「動きのイメージ」（時間の経過）の表現が現われているのかを明
らかにしていくことを目的とする。	 
	 時間の経過とともにイメージが流れ，それを描画する叙述的表現は，図式を使った
表現をする時期から盛んになる。しかし，第Ⅳ章で見たように，図式が定着しない時
期においいても，動きの線やあいまいな形によって叙述的に表現する行為が確認され
た。また第Ⅱ章で見た Luquet,G.H.の言う個別モチーフのような図式の一部分や，変
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そこでは腕が不釣り合いに長くなる。しばしば，描画完了後に連結線が追
加される。	 
第３段階：子どもは単独の人や動物の独立した部分動作を描く。第 2段階とは異なり，
子どもは自分の実際に見た動作を描こうと試みる。	 
第４段階：子どもは姿勢，運動，動作の一部でなく，その全体を完全に表現しようと
努力する。	 
	 
	 以上の Rouma,G.の段階説に沿って，Eng,H.は幼い姪マーガレットの縦断的観察から
動作の表現がどのように現われたかを実証的に示している 5)。	 
	 また，Goodnow,J.は 5歳〜10 歳の子どもたちにゆっくり歩く人と走る人を描くよう
依頼する実験を行なった 6)。その結果，動きの違いを表わすために子どもは足の間隔
や角度を大きくするなどの修正をしたり，胴の直立性に修正をほどこしたりと，年齢
に応じて少しずつ動きの表現法を細かく使いこなすようになることを実証的に示した。
また腕の位置の変化，髪や衣服をなびかせたり，動きを示す線を加える例も報告され
た。D 男⑦と E 子⑧の事例は，この報告にあるように図式の手足の配置修正により動
きを現した例として捉えられる。	 
	 他に動きの表し方と図式との関連でいうと，横向きの絵が挙げられる。事例 4（シ
ート 4）の D 男が④で描いたトナカイや②と⑥で描いたサンタは画面右の方向へ向か
っていることが分る。鬼丸吉弘によると，子どもは初期の頃は，人物表現が未分化な
ために，横向きの図式を表現する手段を身につけておらず，やがて横向きの表現の発
見に到達するのだがそれまでには正面観と側面観の混同である「観面混合」の表現が
でてくるという 7)。よく見ると，D 男の②や⑥に描かれたサンタは，身体部分は正面
向きの形であるが，目口の位置が右側に中心がずれていることによって横に向いてい
るようにも見える。これは鬼丸のいう「観面混合」の描き方に近く，確かに右方向に
動く力が感じられる表現となっている。一方，トナカイは人物ではないが，顔の描き
方として目が一つで完全に横向きのトナカイを描いている。藤本浩一（2000）の「走
っている私」の想像画の描画課題による実験研究によると，顔は 6歳から 7歳の間に
正面から横顔表現が多くなる移行が見られることが明らかになった 8)。D 男は６歳で
あるのでちょうど，横向きの構図を獲得しつつある時期であることが分る。このよう
な横向きの図式や横方向を意識した「観面混合」図式を扱えるようになることは，叙
述的な語りの根底に流れる時間の経過や動きのイメージを文脈に合わせて視覚化でき
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（１）動きのイメージと図式の変化	 
	 動きの表し方としてまず分りやすいのは，人物などの図式が動いているように見え
るように形態の一部分を変形，追加して工夫することである。本論で取り上げた２人
の描画にもそうした表現が見られた。まず事例 4（シート 4／D男）において D男⑦で
は，一度描いた図式を，文脈の流れで上から描き直すという修正がなされている。つ
まり，はじめサンタは直立的な，おそらくいつも描くような記憶にある図式で描かれ
たが，その後，トナカイとそりを描いた後に，そりに座っているように見せるため，
足を前に曲げる必要性が出たと思われる。計画的にそりに足を曲げて乗るサンタを描
いたのではなく，語りが進む中でその必要性が出てきたことが予測される。また同じ
ような手足の位置の変更による動きの表現としては，事例 5（シート 5／E子）の E子
が⑧で滑り台で遊んでいる人物を描いているが，手を上に挙げて，あたかも本当に滑
っているときのような仕草の表現があげられる。	 
	 人物図式の‘座っている表現’を描くのは，幼い子どもにとっては難しいとされて
いる。Eng,H.の姪マーガレットは D男と同じく，生後６年目にはじめて，そりの中に
座っている人物表現ができるようになったといい，Luquet,G.H.の娘シモーヌは９歳に
なっても馬車やボートの中の人を両手を伸ばした形で描いたという 1)。
Kershensteiner,G.は座っている人の絵 1401 枚について調べその中の 815 枚は座って
いる姿勢についての表現ではなかったことを見いだした 2)。このように，人物が座る
様子を表現するだけでも，単純に見えて，従来の図式をどのように変更させるかが子
どもにとって課題となっていることが確認できる。しかし今回，事例 4（シート 4／D
男）のように，時間とともに物語が進行する描画においては，語りに即した即興性を
優先させるため，‘とりあえずの線’が描かれたと予測される。	 
	 ところで人物図式の動きの表現はこれまでにも多くの研究で報告されてきた 3)。た
とえば Rouma,G.(1913)は動作を描き出す能力に関する調査を行い以下の４つの段階
を区別した 4)。	 
	 
第１段階：子どもはすべての人を動作なしに描く。すべての人が全く同様に描かれる
が，しかし時々子どもは，その人々がある種の動作をしているのだと空想
して，そのことを言葉や身振りで説明する。	 
第 2段階：子どもは，連結を用いて部分的な動作を表現する。たとえば，線によって
表現された人間の腕を伸ばして他の人や事物，動作の目的物に届かせる。
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と描かれているところを見ると，完全な身振りの反映ではなく，図式的な描き方でも
あるといえるのではなかろうか。身振りと図式の関連については改めて次章で詳しく
検証していく。ここでは，描画途中で動きのイメージが身振りとなって現れるという
ことが明らかになったことを述べておく。	 
	 
（４）画面構成と動きイメージ〜異なる時間を一つの画面に	 
	 描画プロセス分析シートを見ると，決して結果作品だけでは見えない，様々な物語
が豊かに展開されていることが分かる。物語には時間の流れとそれに伴う登場人物や
背景の動きが表現される。まず，場面変化の表し方の特徴の一つとして，登場人物が
一枚の画面に時間の流れにそって何度も出てくる事例を見てみよう。事例 4（シート 4）
の D男は⑤で矢印を描き，それまで描いていたサンタが「空に飛ぶよ」と予告宣言し，
⑥⑦で同じようなサンタとトナカイ郡を斜め右上に描いた。２回目に描いたサンタと
トナカイ群は色や手足の細かい形態は異なるものの，その内容は全く同じであるので，
同一の物である。したがって，この段階で，先に描いたサンタとトナカイ群は過去の
ものになり，⑦から⑪に描いたことは２番目のサンタの物語の展開となっている。し
かし画面構成の最終段階（⑫）になって，最初に描いた過去のサンタとトナカイ郡は，
２番目のものたちの「友達」に意味変更されて，「サンタが友達のサンタと一緒にプレ
ゼントを届けている」という内容にまとめられた。	 
	 同じ登場人物が複数出てくる表現について，事例 5（シート 5）表３の E子の描画中
では，同一人物が３人も登場している。滑り台を描き，滑るような身振りをし，滑る
線らしきものを描いたというところまで前節で見たが，その後すぐに⑦で階段を上が
ろうとする人物を描き，その後すぐに斜面に手を挙げて滑る人物を描いた。そして最
初の段階で描いていた４つの登場物のいちばん，滑り台の斜面下に近い人物を自分と
して意味付け，「滑り台を上がろうとする自分」→「滑っている自分」→「滑り終わっ
た自分」という時間の流れ，あるいは自分の動きイメージを一つの画面に描いた。た
だし，最終的には「みんなお団子ゲームをして並んでいるよ。勝った人が滑り台で滑
るよ。」と物語性がまとめられた。D男と E子の例のどちらとも，描画途中では，時間
に沿った個々の物語があるのだが，画面がまとめられる最終段階において，時系列的
に過去になった人物が，同時間の物語に沿った意味内容に変更されているのが興味深
い。これに関しては第Ⅶ章で考察した。	 
	 時間的に別々の行為が一つの空間に再現せられた絵について	 Lowenfeld,V.は「行為
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るということであるので，子どもは画面の中でリアルな楽しさを感じていると思われ
る。	 
	 以上，図式の追加や変形による動きの表現がどのように現われるのか，画面構成過
程の中で確認することができた。叙述的表現において，いつも描いていた概念的な図
式は文脈に沿ったかたちで，柔軟に変化する可能性があるということが分った。	 
	 
（２）図式からの動きイメージの連想	 
	 前節では，動きイメージの文脈が，普段描いている形態概念を変形させる可能性を
述べたが，逆に，描いた図式が動きイメージを誘発する例も見られた。事例 5（シー
ト 5）の E 子の③〜⑤を見ると，滑り台を緊張感のある線で丁寧に描いていることが
分る。描きたい意図に沿って線のメドを立てながら模索的にやっと図式を完成させた
と思える。そして E子はその滑り台の図が完成したとたん，指でその滑り台を滑るよ
うな動きを繰り返し，さらに，それをきっかけに物語が展開されたのだ。最初はおそ
らく滑り台の図式を描くことが目的であったが，完成された図式が本人にとって，体
験や感情を思い起こすに十分な形態になっていたと思われる。Luquet,G.H.はこのよう
な，描いた対象が別の対象や事象の観念を呼び起こすことを「観念の連合」といい，
様々な例を報告している 9)。E 子の例では，この観念の連合によって滑り台を滑る動
きイメージが呼び起こされ，それがきっかけとなりそこから語りが始まった瞬間であ
ると思える。ここでは，図式は単なる記号ではなく，そこから感情や体験が思い起こ
され，動きのイメージを誘発することもあることが分かる。	 
	 
（３）身振りによる動きの表現	 	 
	 では，事例 5（シート 5）の E子の滑り台の図式から誘発された動きのイメージにつ
いて詳しくみていこう。先に述べたように E子は，⑤で滑り台の図を描いたとたん，
画面の中に入り込んだかのように，指でその滑り台を滑るような動き（身振り）を繰
り返し，さらに⑥では，その手にパスを持ち，実際に斜面を滑るかのような勢いで，
２本の線を描いた。ちょうど最初に描いた斜面から線の始点があるので，身振りで遊
ぶうちに，斜面が短いと思い斜面の図式を延長して描いたようにも見える。このとき
追加された線の描き方としては，⑤で描いた図式的な斜面の描き方と明らかに違い，
身振りと同じ勢いで描かれた。つまり，身振りの延長が視覚的な線になっていると考
えられる。しかし，追加された二本の線の視点が，⑤で描いた斜面の端からきっちり
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ものになり，⑦から⑪に描いたことは２番目のサンタの物語の展開となっている。し
かし画面構成の最終段階（⑫）になって，最初に描いた過去のサンタとトナカイ郡は，
２番目のものたちの「友達」に意味変更されて，「サンタが友達のサンタと一緒にプレ
ゼントを届けている」という内容にまとめられた。	 
	 同じ登場人物が複数出てくる表現について，事例 5（シート 5）表３の E子の描画中
では，同一人物が３人も登場している。滑り台を描き，滑るような身振りをし，滑る
線らしきものを描いたというところまで前節で見たが，その後すぐに⑦で階段を上が
ろうとする人物を描き，その後すぐに斜面に手を挙げて滑る人物を描いた。そして最
初の段階で描いていた４つの登場物のいちばん，滑り台の斜面下に近い人物を自分と
して意味付け，「滑り台を上がろうとする自分」→「滑っている自分」→「滑り終わっ
た自分」という時間の流れ，あるいは自分の動きイメージを一つの画面に描いた。た
だし，最終的には「みんなお団子ゲームをして並んでいるよ。勝った人が滑り台で滑
るよ。」と物語性がまとめられた。D男と E子の例のどちらとも，描画途中では，時間
に沿った個々の物語があるのだが，画面がまとめられる最終段階において，時系列的
に過去になった人物が，同時間の物語に沿った意味内容に変更されているのが興味深
い。これに関しては第Ⅶ章で考察した。	 
	 時間的に別々の行為が一つの空間に再現せられた絵について	 Lowenfeld,V.は「行為
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るということであるので，子どもは画面の中でリアルな楽しさを感じていると思われ
る。	 
	 以上，図式の追加や変形による動きの表現がどのように現われるのか，画面構成過
程の中で確認することができた。叙述的表現において，いつも描いていた概念的な図
式は文脈に沿ったかたちで，柔軟に変化する可能性があるということが分った。	 
	 
（２）図式からの動きイメージの連想	 
	 前節では，動きイメージの文脈が，普段描いている形態概念を変形させる可能性を
述べたが，逆に，描いた図式が動きイメージを誘発する例も見られた。事例 5（シー
ト 5）の E 子の③〜⑤を見ると，滑り台を緊張感のある線で丁寧に描いていることが
分る。描きたい意図に沿って線のメドを立てながら模索的にやっと図式を完成させた
と思える。そして E子はその滑り台の図が完成したとたん，指でその滑り台を滑るよ
うな動きを繰り返し，さらに，それをきっかけに物語が展開されたのだ。最初はおそ
らく滑り台の図式を描くことが目的であったが，完成された図式が本人にとって，体
験や感情を思い起こすに十分な形態になっていたと思われる。Luquet,G.H.はこのよう
な，描いた対象が別の対象や事象の観念を呼び起こすことを「観念の連合」といい，
様々な例を報告している 9)。E 子の例では，この観念の連合によって滑り台を滑る動
きイメージが呼び起こされ，それがきっかけとなりそこから語りが始まった瞬間であ
ると思える。ここでは，図式は単なる記号ではなく，そこから感情や体験が思い起こ
され，動きのイメージを誘発することもあることが分かる。	 
	 
（３）身振りによる動きの表現	 	 
	 では，事例 5（シート 5）の E子の滑り台の図式から誘発された動きのイメージにつ
いて詳しくみていこう。先に述べたように E子は，⑤で滑り台の図を描いたとたん，
画面の中に入り込んだかのように，指でその滑り台を滑るような動き（身振り）を繰
り返し，さらに⑥では，その手にパスを持ち，実際に斜面を滑るかのような勢いで，
２本の線を描いた。ちょうど最初に描いた斜面から線の始点があるので，身振りで遊
ぶうちに，斜面が短いと思い斜面の図式を延長して描いたようにも見える。このとき
追加された線の描き方としては，⑤で描いた図式的な斜面の描き方と明らかに違い，
身振りと同じ勢いで描かれた。つまり，身振りの延長が視覚的な線になっていると考
えられる。しかし，追加された二本の線の視点が，⑤で描いた斜面の端からきっちり
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（６）時間の経過を表す絵画について	 
	 １つの描画の中に異なった時間場面を同時に現すという特徴的な表現は，日本の「絵
巻物」にも多くみられる。これは西欧の平面遠近法とは異なったもう１つの表現方法
として注目されるものである。日本の絵巻物では，同じ人物が別の場所に移動して何
度も描かれ，それで時間経過を表現するという「異時同図法」が用いられることが多
いが，これは前節で見てきた子どもの描画の描き方と同じである。例えば，信貴山縁
起絵巻もそうだが，「異時同図法」のもっとも典型的なものが 17世紀の「彦火々出見
尊絵巻」と言われている 11)。また 20 世紀初頭に出現した未来派とよばれる芸術家（例
えばイタリアのボッチョーニやバツラ）やキュビズムの芸術家（例えばピカソ）は時
間を絵画で表現することに挑戦したことで知られている 12)。	 
	 さて，Luquet,G.H.は子ども達が描くこのような表現方法を「知的リアリズム」に分
類しながら，幾つかの出来事を連続的に描く表現方法について詳細に分類した。
Luquet,G.H.は，「いわば物語がことばでなすところを，線で行うものと見なされる」
こうした描画を「絵物語」と名付けた 13)。そして絵物語を描くためには「入れ替わり
立ち替わり現われる要素と動くことなく居座り続ける要素の混じり合った光景，言い
換えれば一刻一刻の継続的な光景を，同時にあらゆるものが動くことなく存在し続け
る絵というものに移しかえる」という問題を解決する必要があるという。そこで
Luquet,G.H.は３つの解決法があると指摘した。 
	 まず，第１の解決法は「刻々移り変わる行為なり場面なりの中から最も重要で，話
の全体を象徴するような場面を１つだけ抜き出して描き出す」というもので，「象徴型
（type	 symbolique）」と呼んだ。つまり，子どもは描こうとする内容を物語調に話す
のだが，絵に描くのはその内容の中の一場面を描くということである。物語の挿絵的
に描く方法で，移り変わる場面をことばとともに象徴的な１コマだけ表現するという
タイプのものである。これは例えば，教育・保育現場において課題画として描かれる，
「体験画」や「絵本や素話からイメージして描く」描画などによく現れるタイプの描
き方である。動きのイメージや時間経過のイメージはあるのだが，ある一点のみを取
り上げて１つの画面に描くものである。 
	 第２の解決法は，「物語の個々の場面に対応した，幾つかの部分的な絵を結合」させ
るという方法で Luquet,G.H.は「エピナール型」と呼んでいる（注１）。これは，コマ漫
画の手法と同類で，１つの画面の中に，物語の数場面を分けて入れ込むものである。
こうした手法は，幼児期においては自然に見られないが，児童期以降になって，漫画
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の重要さのために時間意識は低下して，一つの描画の中に異なった時間面を再現して
いることに気がつかないほどになっている。10)」といい，その起源は「情緒と再現の
結びつき，および描画活動自体の中に求められる」という。つまり，描画行為におい
て物語性が強くはたらく場合，一つの固定した視点（時間）から描くことをせず，物
語時間の流れに沿って（情緒の流れに沿って）登場人物もおかまいなく複数描かれる
ことが明らかになった。しかし最終的に全体の意味をまとめる段階になって，意味は
一つの固定された時間から語られたということになる。	 
	 
（５）画面構成と動きイメージ〜異なる場面を一つの画面に	 
	 物語時間の経過は，人物の複数登場のみならず，背景を描き加えていくことによっ
て表現されていることもあった。事例 4（シート 4）の D男の例でいうと，⑨と⑩では，
空を飛んだサンタは，虹の見える場所から，雪が降り黒い雲で覆われた森の中の家に
向かうという語りが見られた。つまりここでは，天気や背景を描き分けることで，時
間と空間の移動イメージを表現していると捉えられる。さらに２番目に描いた空を飛
んでいたサンタは，周囲に木が数本描かれ，そりの下にも雪の積もった様子が描かれ，
地上の森を走っているような表現になっていった。背景の描き込みによる変化により，
動きのイメージが表わされている。ここでも興味深いのは，画面構成の最終段階にな
って，画面の最上部に共通した水色の帯状の空を描き，画面を統一しようとしたこと
である。これにより，２人のサンタが地上で活動しているという設定に意味変更され
たことが，画面構成上からも裏付けられたといえる。	 
	 Lowenfeld,V.は，一つの画面に複数場面を分割して描くのは，子どもの意向伝達の
必要性から生ずる心理であると説明している。前項では物語的文脈の中で，情緒の流
れに沿って，時間意識に関係なく複数登場人物を描く子どもの心理を取り上げた。し
かしここで見た，異なる場面を時系列に描く描き方は，子どもが物語の状況を伝えた
いがために説明的な性質をもつということである。結果的には，時系列になった場面
転回は物語の時間＝動きが表現されている。物語的文脈が強い場合，このような一つ
の視点（物理的な視点）から描くことをせず，物語の流れによって，複数の場面が，
同一画面上に，時系列に描かれるということが分かった。しかし描画の最終段階では，
全体をまとめるために一つの視点から，画面が意味付けられる可能性が確認された。	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（６）時間の経過を表す絵画について	 
	 １つの描画の中に異なった時間場面を同時に現すという特徴的な表現は，日本の「絵
巻物」にも多くみられる。これは西欧の平面遠近法とは異なったもう１つの表現方法
として注目されるものである。日本の絵巻物では，同じ人物が別の場所に移動して何
度も描かれ，それで時間経過を表現するという「異時同図法」が用いられることが多
いが，これは前節で見てきた子どもの描画の描き方と同じである。例えば，信貴山縁
起絵巻もそうだが，「異時同図法」のもっとも典型的なものが 17世紀の「彦火々出見
尊絵巻」と言われている 11)。また 20 世紀初頭に出現した未来派とよばれる芸術家（例
えばイタリアのボッチョーニやバツラ）やキュビズムの芸術家（例えばピカソ）は時
間を絵画で表現することに挑戦したことで知られている 12)。	 
	 さて，Luquet,G.H.は子ども達が描くこのような表現方法を「知的リアリズム」に分
類しながら，幾つかの出来事を連続的に描く表現方法について詳細に分類した。
Luquet,G.H.は，「いわば物語がことばでなすところを，線で行うものと見なされる」
こうした描画を「絵物語」と名付けた 13)。そして絵物語を描くためには「入れ替わり
立ち替わり現われる要素と動くことなく居座り続ける要素の混じり合った光景，言い
換えれば一刻一刻の継続的な光景を，同時にあらゆるものが動くことなく存在し続け
る絵というものに移しかえる」という問題を解決する必要があるという。そこで
Luquet,G.H.は３つの解決法があると指摘した。 
	 まず，第１の解決法は「刻々移り変わる行為なり場面なりの中から最も重要で，話
の全体を象徴するような場面を１つだけ抜き出して描き出す」というもので，「象徴型
（type	 symbolique）」と呼んだ。つまり，子どもは描こうとする内容を物語調に話す
のだが，絵に描くのはその内容の中の一場面を描くということである。物語の挿絵的
に描く方法で，移り変わる場面をことばとともに象徴的な１コマだけ表現するという
タイプのものである。これは例えば，教育・保育現場において課題画として描かれる，
「体験画」や「絵本や素話からイメージして描く」描画などによく現れるタイプの描
き方である。動きのイメージや時間経過のイメージはあるのだが，ある一点のみを取
り上げて１つの画面に描くものである。 
	 第２の解決法は，「物語の個々の場面に対応した，幾つかの部分的な絵を結合」させ
るという方法で Luquet,G.H.は「エピナール型」と呼んでいる（注１）。これは，コマ漫
画の手法と同類で，１つの画面の中に，物語の数場面を分けて入れ込むものである。
こうした手法は，幼児期においては自然に見られないが，児童期以降になって，漫画
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の重要さのために時間意識は低下して，一つの描画の中に異なった時間面を再現して
いることに気がつかないほどになっている。10)」といい，その起源は「情緒と再現の
結びつき，および描画活動自体の中に求められる」という。つまり，描画行為におい
て物語性が強くはたらく場合，一つの固定した視点（時間）から描くことをせず，物
語時間の流れに沿って（情緒の流れに沿って）登場人物もおかまいなく複数描かれる
ことが明らかになった。しかし最終的に全体の意味をまとめる段階になって，意味は
一つの固定された時間から語られたということになる。	 
	 
（５）画面構成と動きイメージ〜異なる場面を一つの画面に	 
	 物語時間の経過は，人物の複数登場のみならず，背景を描き加えていくことによっ
て表現されていることもあった。事例 4（シート 4）の D男の例でいうと，⑨と⑩では，
空を飛んだサンタは，虹の見える場所から，雪が降り黒い雲で覆われた森の中の家に
向かうという語りが見られた。つまりここでは，天気や背景を描き分けることで，時
間と空間の移動イメージを表現していると捉えられる。さらに２番目に描いた空を飛
んでいたサンタは，周囲に木が数本描かれ，そりの下にも雪の積もった様子が描かれ，
地上の森を走っているような表現になっていった。背景の描き込みによる変化により，
動きのイメージが表わされている。ここでも興味深いのは，画面構成の最終段階にな
って，画面の最上部に共通した水色の帯状の空を描き，画面を統一しようとしたこと
である。これにより，２人のサンタが地上で活動しているという設定に意味変更され
たことが，画面構成上からも裏付けられたといえる。	 
	 Lowenfeld,V.は，一つの画面に複数場面を分割して描くのは，子どもの意向伝達の
必要性から生ずる心理であると説明している。前項では物語的文脈の中で，情緒の流
れに沿って，時間意識に関係なく複数登場人物を描く子どもの心理を取り上げた。し
かしここで見た，異なる場面を時系列に描く描き方は，子どもが物語の状況を伝えた
いがために説明的な性質をもつということである。結果的には，時系列になった場面
転回は物語の時間＝動きが表現されている。物語的文脈が強い場合，このような一つ
の視点（物理的な視点）から描くことをせず，物語の流れによって，複数の場面が，
同一画面上に，時系列に描かれるということが分かった。しかし描画の最終段階では，
全体をまとめるために一つの視点から，画面が意味付けられる可能性が確認された。	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 本論では，動きのイメージに関して図式的表現期の描画過程を詳細に記録し，先行
研究を参考にしながら考察したが，今回取り上げた２人の子どもの描画過程の中だけ
でも新たな発見があったと思われる。次章では，今回課題として持ち越された，描画
途中に現れる身振り的表現の詳細な考察をしていく。	 
	 
 
———————————————————————————————————————————————————————	 
（注１）エピナールはフランス北東部ロレーヌ地方ヴォージュ県の県庁所在地。1810
年頃，そのエピナールで版元ペルラン（PELLERIN）が刷り始めた民衆版画をエ
ピナール版画という。そのテーマは，字の読めない人々や農民，子供にも分か
るような道徳的教えや，宗教，歴史物語，狸謡など，又，パンタン人形（切り
抜きあやつり人形）や，きせかえ人形など多種多様である。日本の江戸から明
治時代に流布した“おもちゃ絵”と同じようなものといえる。当初，彩色木版
画の手法として用い，絵の描ける職人が自刻自版したもので，素朴な味わいが
ある。石版印刷の普及に伴い石版画にかわり，版数も多くなり，ヨーロッパ中
に広がった。	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的な描写を好む時期から多く見られると思われる。 
	 以上の２つの解決法は大人の描画表現にも一般的に観られる方法であるが，次の第
３の解決法は子ども独自のものであるという。つまり，「客観的に別の時点で生じる諸
要素を一括し，時間の経過とともに次々と変転する諸要素を同時に一つの絵にまとめ
てしまう」方法である。これを Luquet,G.H.は「継時混淆型（type	 successif）」と呼
び，さらにこれは「反復型」と「無反復型」に分けられるという。反復型は「一定時
特に目立つ動きを示さない構成要素は一回しか描かれないが，変転する構成要素は何
度も描かれる」というタイプで，無反復型は「どの構成要素も一度しか描かれない」
という特徴を持つ。今回調査をしている，イメージを広げながら描く叙述的表現にお
いては，この３つ目の継時混淆型タイプの描き方によって，動きの表現あるいは，時
間の経過が表されたといえる。Luquet,G.H.は，反復型と無反復型を分けて考えている
が，事例４から見ると，２つのパターンが一つの作品に同時に現われることもあるこ
とが分かった。つまり，登場人物を反復する中で時間を表現すると同時に，背景の場
面描写は無反復で，時系列にそれを並べて時間表現していることが確認された。叙述
的な描画過程から考察すると，描かれる内容はすべて物語に沿って次々に描かれてい
くので，Luquet,G.H.のいう継時混淆型における「反復型」「無反復型」の区別をする
のは難しいと思われる。 
	 
４．まとめと課題	 
	 本研究は，図式期の子どもの叙述的描画表現の過程において，「動きのイメージ」が
どのように現われているのかを明らかにすることを目的とした。方法としては「描画
プロセス分析シート」を使用し，描画過程における視覚的文脈と物語的文脈との関連
から考察した。結果としては以下のことが分かった。①叙述的表現において，いつも
描いていた概念的な図式は動きのイメージに沿った形で柔軟に変化する可能性がある。
②図式は単なる記号ではなく，そこから感情や体験が想起され動きのイメージを誘発
することがある。③図式期においても，叙述的表現過程では動きイメージと連動する
身振りのような非図式的表現があらわれる	 ④物語的文脈が強い場合，一つの固定的
な視点から描かれず，物語の流れに沿った時間の中で，複数同一人物が登場したり，
複数の場面が描かれたりする。また画面構成の最終段階には，描画過程での時間の経
過はリセットされることが多く，一つの固定的な視点から新たな物語に更新される可
能性がある。以上である。	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 本論では，動きのイメージに関して図式的表現期の描画過程を詳細に記録し，先行
研究を参考にしながら考察したが，今回取り上げた２人の子どもの描画過程の中だけ
でも新たな発見があったと思われる。次章では，今回課題として持ち越された，描画
途中に現れる身振り的表現の詳細な考察をしていく。	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（注１）エピナールはフランス北東部ロレーヌ地方ヴォージュ県の県庁所在地。1810
年頃，そのエピナールで版元ペルラン（PELLERIN）が刷り始めた民衆版画をエ
ピナール版画という。そのテーマは，字の読めない人々や農民，子供にも分か
るような道徳的教えや，宗教，歴史物語，狸謡など，又，パンタン人形（切り
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る身振り表現に注目し，それと図式的表現との関連を考察することを目的とする。 
 
２．研究の方向	 
	 描画途中の身振り行為はどういう意味があり，それは図式とどういう関係があるの
かを考察する上でまず，第３節では先行研究のなかにそのヒントがあるか見ていきた
い。これまでの先行研究のなかで，本章の目的そのものをテーマとした研究は見受け
られなかったが，縦断研究や日記観察法などにより描画過程を記述した研究者は，身
振りと描画の関連を報告している。また，書き言葉の前史として身振りと描画に注目
した研究者も存在する。これらの研究者の知見を整理した上で，第４節からは実際の
子どもの身振り表現を伴う描画活動を分析する。 
	 本来，身振り的な表現は描画の初期段階，すなわち感覚運動的な描画段階で行なわ
れるということが一般論である。しかし本研究でこれまで分かってきたことは， 
図式的表現期においても，動きのイメージが線や身振りとなり描画過程で出現するこ
とを見てきた。そして，本章では，身振りと図式との関連を詳しくみていこうとする
ものである。したがって，本章では身振りについて探るうえで，図式期的表現期以前
の子どもの絵も同時に見ていく。 
 
３．描画における身振り表現の先行研究	 
（１）	 子どもの描画研究について	 
	 子どもの描画研究は大きくわけて２つのアプローチに分類される。１つは描かれた
結果作品を対象にして，子どもの認識面や心理面との関連を考察する研究である。こ
れまで多くの研究者がこの手法をとり，子どもの発達年齢と描画の関連を明らかにし
てきた。しかし活動後に残った結果作品のみを見ると，理解できない線や形も多い。
特に低年齢児の絵やイメージの展開を楽しんだ後の描画は意味のまとまりが見られな
いこともある。多くの場合，こうした内容の分りにくい画面上の視覚情報は研究対象
から外されてきた傾向にある。教育現場においても「らくがき」として議論の舞台に
さえのぼらないことが多いと思われる。 
	 一方，もう１つの描画研究のアプローチとしては描画過程に注目したものである。
子どもは「どのように絵を描くのか」というプロセスを分析した研究である。こうし
たプロセス研究は，人物や静物など，ある対象の「形態」がどのような手順で描かれ
るのかといった実験心理学的な性質のものと，自由な描画場面で，子どもたちは何を
体験するのか，そこにどんな意味が立ち現れるのかを考察する美術教育学的な観点の
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第９章	 描画過程における身振りと図式の関連	 
	 
１．本章の概要	 
	 一般に私たちは，絵で表現すること，言葉で表現すること，身体で表現することを
別々に捉えているが，幼児期における描画活動を観察していると，画面に線や形を描
きながら表情豊かに話をしたり，感情的な身振りを伴ったりすることがある。筆者が
保育実践を行なった時の事例を挙げると，ある幼児（５歳男児）は火山が噴火する様
子を画用紙に表そうとして，山のような三角の形を描いた。そしてパス（描画材）を
一旦置き，山の頂上から画面上方に向かって，手指を繰り返して動かす身振りをしな
がら，「ドカン，ゴーゴー」と大きな声を上げた。しばらくしてパスを持ち，先ほど指
先で動かしたように今度は目に見える線で力強く火山が吹き上げるような激しい線を
描いた。さらに画面が激しい線で埋まってきた時，その幼児は立ち上がり室内を「ゴ
ー」といいながら走り回った。以上の例はかなり身体的動きが伴うものであるが，こ
こまでいかないにしても，子どもが描画途中にオノマトペ（擬態語や擬声語）を大声
で表出したり，激しく身振りを伴うことは，幼児期の自由な描画活動の場で少なから
ず見られることである。そうした描画では，描くこと，声を発すること，身体を動か
すことは明確に分けることはできず，一連の活動が一塊になった１つの表現であると
捉えることができる。そしてそこに現れる線の意味，言葉の意味，身振りの意味は，
一つひとつを分割して取り出すことはできない。言い換えると，ここで出来上がった
作品結果（描画痕跡）のみを見た限りでは，そこに現れた視覚レベルの線や形からは
その子どもの表現したことすべてが含まれていないということになる。保育現場では，
画面に表れた視覚的な描画痕跡のみをみて，その子どもの表現について評することが
あるが，これは子どもの表現を丸ごととらえていない偏った見方になる可能性がある。 
	 ところで，こうした描画途中の躍動的な言葉の表出や身振り表現は，発達年齢が高
まるにつれて少なくなる傾向にある。児童期になると，描画はある程度見通しを持っ
て描かれるようになり，線や形などの視覚的要素は概念的な図式になっていく。また
描かれたものや空隙は互いに関連付けられ，画面全体のまとまりが意識されるように
なる。では，最初に述べたような躍動的な言葉の表出や身振り表現は，どのようにし
て描画表現として解決されていくのだろうか。オノマトペや身振り表現が概念的図式
に組み込まれていくとすると，どのような過程を辿り，線や形の記号（概念）となる
のだろうか。またそもそも描画中に現れる身振り表現とは描画活動の中で一体どのよ
うに位置づけられるのだろうか。こうした関心から，本研究では特に描画途中で現れ
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捉えることができる。そしてそこに現れる線の意味，言葉の意味，身振りの意味は，
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画面に表れた視覚的な描画痕跡のみをみて，その子どもの表現について評することが
あるが，これは子どもの表現を丸ごととらえていない偏った見方になる可能性がある。 
	 ところで，こうした描画途中の躍動的な言葉の表出や身振り表現は，発達年齢が高
まるにつれて少なくなる傾向にある。児童期になると，描画はある程度見通しを持っ
て描かれるようになり，線や形などの視覚的要素は概念的な図式になっていく。また
描かれたものや空隙は互いに関連付けられ，画面全体のまとまりが意識されるように
なる。では，最初に述べたような躍動的な言葉の表出や身振り表現は，どのようにし
て描画表現として解決されていくのだろうか。オノマトペや身振り表現が概念的図式
に組み込まれていくとすると，どのような過程を辿り，線や形の記号（概念）となる
のだろうか。またそもそも描画中に現れる身振り表現とは描画活動の中で一体どのよ
うに位置づけられるのだろうか。こうした関心から，本研究では特に描画途中で現れ
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まうという事実がある…（略）…自分の想像力にだまされて自分の作品を実際の事物
と取り違えることがある」という。そして事例として，４歳の女児が「口に煙草をく
わえた男の人を描いた直後に，ペン軸を逆さにして，あたかも火をつけるかのように
絵のパイプの端にペンのにぎりを近づけた，この寸劇を経た後でやっと彼女は絵の中
のタバコの端に火を描いた」という報告をしている 5)。この身振りについて
Luquet,G.H.は子どもが‘意図’したことを描くときに，「意図の記憶が内在的に弱く，
かつ解釈が内在的に強い場合」におこるという考察のところで述べているが，身振り
表現が描画の中でどういう意味があるのかまでは深く追究していない。 
	 また Vigotsky,L.S.は，身振りは「最初の視覚的記号」6)であるとし，「子どもは絵
を描いているうちに劇化に移ることがしばしばあり，絵で描かなくてはならないこと
を身振りで表現してしまう」という。その事例として，駆けっこを描こうとした子ど
もが指でその動きをなぞらえて紙の上に線や点をつけたこと，ジャンプを描く時に手
でぴょんぴょん跳ねる動きをした後，紙の上にそれと同じ動きが描き残された例が紹
介されている。 
 
（３）シンボルの形成と身振り行為についての研究	 
	 前項で見てきたことは，子どもたちが絵を描くときに，視覚的な線や形だけではな
く，語りや身振りの表現が同時に行われることがあるという報告であった。つまり初
期の子どもたちは，画面に向かうときに，絵を描くことと他の種々の表現活動との境
界があいまいのまま，‘何か’あることを表現しているということである。こうした表
現の仕方は，低年齢の時期独特の表現方法であるといえる。茂呂雄二はこのような子
どもの描画における身振りや言葉などが渾然一体となった表現を「癒着した表現系」
7)と呼んだ。身振りは身振りとしてだけその場から取り出すことはできず，同じくそ
の場で行われた紙面上の描画，発せられた言葉などはその場や文脈から切り離すこと
ができずお互い癒着している。そしてその癒着した表現系のまま‘何か’を表わそう
としているのだ。これは，やがて子どもたちが図式，言葉，身振りなどのシンボルで
それぞれ独立した形で‘何か’を表わそうとする前のシンボル形成過程に見られる独
特な表現系であるといえる。 
	 さて，Vygotsky,L.S.は，書きことばの成立過程を研究する上で，身振りに注目した。
それは，身振りは空気中の文字であり，文字記号は定着された身振り 8)であるという
捉え方である。そして氏は身振りと文字記号の関連を考察する際，幼い子どもの描画
行為とあそび行為に見られる象徴的な表現（シンボルの使用）について研究した。そ
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ものがある。身振りを伴う描画は後者の自由に繰り広げられる描画において多くみら
れる。また一見意味の分からないような「らくがき」的な線や形態は，こうした描画
過程を観察することによってその意味が明らかになることもある 1)。 
	 さて，これまでの子どもの描画研究において，語りや身振りとの関連をとりあげて
いる研究者は少なからず見受けられるが，大きく分けて２つの観点があるように思わ
れる。１つは描画途中で劇化（dramatization）がおこることに注目し報告したもの
である。例えば，Luque,G.H.(1927)，Gardner,H.(1970),  Vygotsky,L.S.(1978)，田
中義和（1997）， 栗山誠（2013）などがあげられる。これらの研究は，特定の子ども
を対象に，その研究者自身の観察からなる縦断研究による記録であるが，特に深くそ
の意味を追究したものではない。もう１つの観点は，シンボル形成の考察として身振
り行為を取り扱った研究である。例えば Vygotsky,L.S.(1978)，Werner,H., & 
Kaplan,B.(1963)，山形恭子(2000)，茂呂雄二(1988)などである。子どもの「言葉を書
く」ことの発達史を考察する際に，シンボル使用に注目し，描画場面との関連を検討
している。以下，具体的に見ていく。 
 
（２）描画途中の劇化と身振り表現	 
	 子どもが主体的に‘描きながらイメージを広げていく’描画では，感情を伴った語
り・発声やスピード感のある線，身振りなどがしばしば表れるということが多くの研
究者や教育現場から報告されている。例えば Gardner,H.は，子どもの自由な描画活
動を観察する中で，絵を描きながら語り（narrative）が盛んに行われる 3 歳児の事例
2)や，絵による「象徴的劇遊び」が行われる５歳児の事例を報告している 3)。そうした
ナラティヴ描画を描く子どもたちのことを氏は「ドラマチスト」とよび，対象の物理
的な特性（色，大きさ，形など視覚性）にこだわる描き方をする「パターナー」と区
別している。「ドラマチスト」は言葉による物語の筋立てが優位になり，画面に表れる
線は次第にストーリーを補足する表記手段としての役目を果たすようになることがあ
り，心の目に映ったシーンの正確な，あるいは想像力に満ちた図形的な描写としての
役目は薄れていくという 4)。このように Gardner,H.は描画途中の言葉による表出（語
りやオノマトペ）の劇化について注目しているが，おそらくその過程で同時に見られ
たであろう身振りについては特記していない。 
	 描画中の身振りを伴う劇化については第８章でも触れたが，Luquet,G.H.の研究か
らもそのことが報告されている。Luquet,G.H.は「子どもは絵を描いていくらもしな
いうちに，自分がその絵を描こうとしたとか，自分が描いたとかいうことを忘れてし
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は，描画中の種々の行為の途中に意味が作られるということである。表出行為そのも
のが意味を持っており，そこでのシンボルの意味はあとから認められるに過ぎないも
のであるという。３つ目の特徴は，その場を構成する描画，語り，身振りなどが相互
に依存しながら，そして相互に規程しあいながら交差しつつ出現するという。 
	 こうした，茂呂のいう癒着した表現系のことも含みながら，筆者の実践観察データ
や描画プロセス分析シートから身振りと図式の関連について次の節で実証的に考察し
ていきたい。 
 
４．実証的研究	 
（１）	 調査の方法	 
	 これまで筆者は特定幼児 K を中心に，計６名の幼児を対象に０歳から５年間にわた
る観察研究を行ってきた。本調査では，そこから得られた観察記録から身振りを伴う
活動を抜き出し考察していく。また描画プロセス分析シート 12)からも身振り表現を伴
う描画の過程を断片的にとりあげ，身振りと図式の関連について考察していくことに
する。今回身振りについて対象とする事例（シート）は，事例 5（シート 5／E 子），
事例 8（シート 8／H 男），事例 9（シート 9／J 男）である。これらの研究は，結果
作品のみからは見えない，描画過程においてこそ意味が生み出されるその場の活動の
記録であるので，その記録や記述の方法に工夫がいると思われる。そこで，本節では
下記の３点に整理して考察する。①感覚運動的描画期における身振りについて，②図
式期における身振り，③身振りから図式への展開過程。 
 
（２）考察	 
①感覚運動的描画期における身振り	 
	 多くの研究者が指摘しているように，描画の最も初期の形態はスクリブルであり，
これは腕の運動を平面に投影させたものである。Werner,H.と Kaplan,B.は，子ども
の描画は，その後の段階においてもこの種の身体運動と密接なつながりを持っている
が，しかし，身体運動だけではなく，描出動作にもつながっていくという 13)。そうし
たことは，筆者の観察研究では２歳児期の子どもの描画から観察された 14)。表１は幼
児 K が２歳４ヶ月時に，18 枚を一気に連続で描いたものの一部である。最初は今ま
で通り，手の運動的なスクリブルであったが，時々，円らしきものが独立していく様
子がうかがえる。③ではできた円形らしきものに，トントンと点を打って，偶然に描
いた円が何か特別のものを表わしていると思われた。次の紙では再びスクリブルとな
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こでは，身振りと描写との間に一定の類縁関係があることを示す Stern,W.の観察事例
を紹介し，次のように説明している。「ある４歳児はカーテンをしめるとどのように暗
くなるかを絵の中で示そうとして，ちょうど窓掛けを下げるかのように画面の上から
下へ元気のいい線をひいた。」「描かれたその動きは，カーテンの紐を表わしているの
ではなく，それはまさにカーテンを引く動きを表わしているのである」9)。以上のよ
うに，Vygotsky,L.S.は子どものなぐり描きから始まる初期の絵を身振りと考えていた。 
	 また Werner,H.と Kaplan,B.は，子どもの描画の最も初期の形態であるなぐり描き
は，身体動作の活用を通して現われ，さらに身体活動の延長をとおして出現するとい
う。そして Muchow の研究などを引用し，下記のような描画と身振りの関連を示唆す
る事例をあげている 10)。 
・	 ３歳児は，いくつかの直線図形が提示された後，円を描写するようにいわれる
と，まず頬をふくらませ，それから非常に大きな円を描いた。 
・	 ある子どもは自分の前に提示された鋭角三角形を模写するようにいわれると，
まず舌を前に突き出し，それから人差し指をさっと前に突き出す動作をしてか
ら，鉛筆で紙を破いてしまうほど鋭くその鋭角を描いた。 
・	 「ふちがとがっている」というような性質を，鉛筆を紙に食い込むほど押し付
けたり，切るような筆使いをしたり，穴をあけるような動作をして描出する一
方，対象の丸みは柔らかな筆使いで表わした。 
	 以上のような例を挙げ，Werner,H.と Kaplan,B.は「年少児がなぐり描きの段階か
ら視覚内容の図画的表現の段階へ移行する過程には，目に見えたものを身振り的模倣
に翻訳した上で描画するという段階があるように思われる」と述べている。しかし実
際にこの移行段階を詳細に示した研究は行われていない。 
	  
（４）癒着した表現系	 
	 以上見てきたことから，幼い子どもたちの描画場面では，単に円や形を描くだけで
はなく，身振りや言葉など他種の行為と一緒に何かを表わそうとすることがわかった。
これは言葉や図式，身振りが，ある象徴（シンボル）として単独で機能する前の段階
の，全体を指し示すような特殊な表現（癒着した表現系）としてみることができる。
茂呂雄二は癒着した表現系の特徴を下記のように３つにまとめている 11)。１つは，描
画，言葉，身振りなど，その場で行われた活動が「場にくっついている」ということ
である。活動中に現われた描画，言葉，身振り等は，その活動の文脈において意味が
あり，活動後に，それぞれの意味を部分的に取り出すことができない。２つ目の特徴
第９章	 描画過程における身振りと図式の関連 
 - 163 - 
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のが意味を持っており，そこでのシンボルの意味はあとから認められるに過ぎないも
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に依存しながら，そして相互に規程しあいながら交差しつつ出現するという。 
	 こうした，茂呂のいう癒着した表現系のことも含みながら，筆者の実践観察データ
や描画プロセス分析シートから身振りと図式の関連について次の節で実証的に考察し
ていきたい。 
 
４．実証的研究	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（２）考察	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の描画は，その後の段階においてもこの種の身体運動と密接なつながりを持っている
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児 K が２歳４ヶ月時に，18 枚を一気に連続で描いたものの一部である。最初は今ま
で通り，手の運動的なスクリブルであったが，時々，円らしきものが独立していく様
子がうかがえる。③ではできた円形らしきものに，トントンと点を打って，偶然に描
いた円が何か特別のものを表わしていると思われた。次の紙では再びスクリブルとな
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こでは，身振りと描写との間に一定の類縁関係があることを示す Stern,W.の観察事例
を紹介し，次のように説明している。「ある４歳児はカーテンをしめるとどのように暗
くなるかを絵の中で示そうとして，ちょうど窓掛けを下げるかのように画面の上から
下へ元気のいい線をひいた。」「描かれたその動きは，カーテンの紐を表わしているの
ではなく，それはまさにカーテンを引く動きを表わしているのである」9)。以上のよ
うに，Vygotsky,L.S.は子どものなぐり描きから始まる初期の絵を身振りと考えていた。 
	 また Werner,H.と Kaplan,B.は，子どもの描画の最も初期の形態であるなぐり描き
は，身体動作の活用を通して現われ，さらに身体活動の延長をとおして出現するとい
う。そして Muchow の研究などを引用し，下記のような描画と身振りの関連を示唆す
る事例をあげている 10)。 
・	 ３歳児は，いくつかの直線図形が提示された後，円を描写するようにいわれる
と，まず頬をふくらませ，それから非常に大きな円を描いた。 
・	 ある子どもは自分の前に提示された鋭角三角形を模写するようにいわれると，
まず舌を前に突き出し，それから人差し指をさっと前に突き出す動作をしてか
ら，鉛筆で紙を破いてしまうほど鋭くその鋭角を描いた。 
・	 「ふちがとがっている」というような性質を，鉛筆を紙に食い込むほど押し付
けたり，切るような筆使いをしたり，穴をあけるような動作をして描出する一
方，対象の丸みは柔らかな筆使いで表わした。 
	 以上のような例を挙げ，Werner,H.と Kaplan,B.は「年少児がなぐり描きの段階か
ら視覚内容の図画的表現の段階へ移行する過程には，目に見えたものを身振り的模倣
に翻訳した上で描画するという段階があるように思われる」と述べている。しかし実
際にこの移行段階を詳細に示した研究は行われていない。 
	  
（４）癒着した表現系	 
	 以上見てきたことから，幼い子どもたちの描画場面では，単に円や形を描くだけで
はなく，身振りや言葉など他種の行為と一緒に何かを表わそうとすることがわかった。
これは言葉や図式，身振りが，ある象徴（シンボル）として単独で機能する前の段階
の，全体を指し示すような特殊な表現（癒着した表現系）としてみることができる。
茂呂雄二は癒着した表現系の特徴を下記のように３つにまとめている 11)。１つは，描
画，言葉，身振りなど，その場で行われた活動が「場にくっついている」ということ
である。活動中に現われた描画，言葉，身振り等は，その活動の文脈において意味が
あり，活動後に，それぞれの意味を部分的に取り出すことができない。２つ目の特徴
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の繰り返しであった。この描画過程からは，感覚的なスクリブルがきっかけとなり， 円
（＝‘何か’）が生まれ，それを確かめるかのように，身振りが出現した様子がうかが
える。Werner,H と Kaplan,B のいう，感覚的行為から描出活動に移行する瞬間であ
るともいえる。 
	 さて，図式が現れる前のスクリブル期に見られる身振りについてもう少し見てみよ
う。表３は観察幼児 K 男が３歳２ヶ月の時に描いた 10 枚シリーズの一部である。記
録では，この時期から話をしながら描くことが多くなっていた。このシリーズでは，
同じような形態が並ぶが微妙に部分が少し違っている。これらを描く時 K 男は「ぐる
ぐるぺー」という言葉を使った。それは K 男の当時の生活から考えると，おそらく‘う
がい’をする時に口の中の「ぐるぐる」と水が動く様子と「ペーッ」と水を吐き出す
ことを思い浮べたらしい。これは途中で「走っている」「雨が降ってきた」と命名が変
更されたが，再び次の絵では「ぐるぐるペー」に戻っている。いずれにしても K 男は
自己の体験からの動きのイメージと手の動きとを連動させて身振り的に表わしている。
さらにオノマトペのような言葉も同時に発していることから，茂呂のいう「癒着した
表現」によって，‘あること’を表わしていると言えよう。さらに補うなら，作品結果
としての図，「ぐるぐるペー」という言葉，感覚的に動かしている身振り的な線はどれ
も単独に見るだけでは，K 男の表現しようとした‘うがい’のイメージは決して伝わ
らないだろう。 
 
 
?
? ? ?? ???? 
? ?
? ? ?? ???? 
?
???????? 
?
? ? ?? ???? 
? ?
? ? ?? ???? 
①大きなマル。ぐる
ぐるペーしてる。ケ
ンくん走ってる。	 
②ぐるぐるペーし
てる。	 
③ぐるぐるペーし
てる。ケンくん走
ってる。雨が降っ
てきた。	 
④今度は下にグル
グルペー，今度は
上，ぐちゃぐちゃに
なっちゃった。	 
⑤大きい丸。ぐるぐ
るペー。このとき K
男はくしゃみをし
て，つばが画面の上
に飛んだ。K 男はそ
こをペンで塗り込
み「亀さんがいる」
「雨が降ってきた」
と言った。	 
 
表３	 K 男「ぐるぐるぺー」のシリーズ／イメージと手の動きの連動	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る。この時期は感覚運動的なスクリブルと何かを表わす単独の円（描出動作）が混在
していた様子がよく分かる。 
表１	 幼児 K（2歳 4ヶ月）18枚シリーズで描いた絵の一部	 
?
? ? ?????? 
?
? ? ? ?????? 
? ?
? ? ?????? 
 
???????? 
 
???????? 
?
? ? ?????? 
 
	 さらに表２の L 子の事例では，独立した円が初めて描かれる瞬間に，身振りが関わ
ったことが示された。表２は１枚の絵が描かれる過程をビデオ撮影し，筆者がコマ送
りのようにはじめの４コマをイラストで描いたものである。最終的には⑤の作品結果
になる。②の段階で，偶然に線の終点が起点と重なり，L 子はうれしそうに「くっつ
いた！」と母親に伝えた。そして今度はペンを持たずに，身振りで空中に円を描いた。
そして③では反対周りの円を，終点を微調整しながら描いた。それ以降は感覚的な線
L 子２歳１ヶ月① L 子２歳１ヶ月② L 子２歳１ヶ月③ L 子２歳１ヶ月④ L 子２歳１ヶ月⑤ 
①右下にペンで塗
り込みの印を描く。 
 
 
②左回りに大きな楕
円形を描き，終点が
起点と重なった。そ
して L 子は「ママ，
くっついてる！」と
伝えた。次にもう一
度空中で身振りでそ
の線をなぞるように
左回りに手を動かし
た。 
③今度は，画面左の
方から，もう１つの
大きな完結した円を
右回りに描いた。そ
して「メジャー」と
伝える。その起点と
終点が重なるよう，
微調整をしていた。 
④３回目の線は，円
にならず，曲線で途
中でとまる。その後，
この画面上では完結
した円は描かれなか
ったが，画面いっぱ
いに感覚的な線を繰
り返して描いた。 
⑤この描画の結果作
品である。 
表２	 幼児 L子（１歳５ヶ月）の描画過程①〜④と結果⑤（矢印は線の方向を示すため筆者が画像上に	 
	 	 	 	 	 	 メモとして書いたもの）	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面に同時に現れることがあるということである。さらに，表４の３作品の比較から見
えることは，図式や画面構図が計画的に描かれるほど，癒着した表現は少なくなり，
図式というシンボルを積極的に使用した，落ち着いた（躍動性の少ない）画面構成に
なっているといいうことである。 
 
図１	 4 歳児 図２	 4 歳児 図３	 4 歳児 
 
③身振りから描画表現への展開過程	 
	 それでは，身振りなど癒着した表現系はどのように図式表現に展開あるいは関連し
ていくのだろうか。それを調べるためには，図式を中心に描く前の段階（前図式期）
の子どもや，動きのイメージを持ちながら描く子どもの描画過程を詳しくみていくこ
とが有効であると思われる。 
【事例 8／シート 8／H 男】 
	 シート 8 は年少児の描画過程で，未だ図式が定着していないが，物語性が存在する
と思われる描画である。紙面の上下の関係は把握しており，紙を切って偶然にできた
形をカエルにみたてるというシンボル表現は可能な時期の子どもである。シート 8 の
作者 H 男は，⑤でカエルのような目と口のある生き物を３つ並べ，しばらく身振りや
発声をしながら画面の上で指を移動させて遊んでいた。特に一番左のカエルに何回も
指をおいて何かをつぶやいているようであった。保育者がそばに行くとそのカエルは
「泣いている」と言った。よく見ると一番左に貼った紙にあいた穴が涙のように見え
る。そのあと H 男は，泣いているカエルの下の空隙に，指さしの身振りで勢いよくグ
ルグルと渦巻きを描くような動きをした。その後ペンを持ってゆっくりと渦巻きを描
いて視覚化した。この描いた渦巻きは，先ほどの身振りの勢いはなく，線が重ならな
いように目でコントロールして丁寧に描かれた。この事例からは，身振りが図式的な
渦巻きに置きかえられたと捉えられる。しかしその渦巻きは，身振りそのものではな
く，つまり直前に行なった身振りの勢いや即興性はなく，丁寧に計画して描かれたこ
とが分かる。 
表４	 雨の日をテーマに描いた３人の作品	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 以上，感覚運動的描画期において，シンボルが形成される前の段階，シンボルが生
まれる瞬間，図式ではないが‘何か’を表現しようとする段階の絵を見てきた。一見
感覚運動的スクリブルとして括られがちであるが，詳しく見ると純粋に手の運動やリ
ズムなどを楽しむものと，シンボル的なものに分けられ，後者には身振りや言葉が同
時に伴うことが分かった。 
 
②図式期における身振り	 	 
	 感覚運動によるスクリブル期から，単純な形に意味を見いだしていくシンボル期を
経て，子どもたちは自分なりに，線や形を組み合わせたり操作したりする楽しみの中
で，自分らしい図式を描くようになる。ちょうどこの時期の子どもは生活に必要な言
葉をほぼ使えるようになり 15)，自分の経験や考えをこの図式を使って表現する。同時
に言葉による思考が育ち，物事やイメージしたことを順を追って話したり，理論的に
考える力も徐々に備わってくると，描画においても，話を展開するようにイメージを
広げながら次々に画面に描き表わす叙述的性格の表現が多く見られるようになる 16)。
こうした絵では，動きの表現が多く出てくるので，描画の中にもその動きを身振り的
な線で表現することがよく見られる 17)。第４章では，図式期においても，叙述的表現
の中では動きの線が存在し，それは「身振り的触覚線」と呼べるような性質のもので
あることが考察された。また第９章では，実際の描画過程を分析する中で，図式を描
きながら身振りを伴う姿が観察された。 
	 表４の３枚の絵（図１，図２，図３）は，ちょうど図式期にさしかかる表現期から，
図式期の子どもが，同じ保育内で雨の日をテーマに描いたものである。しかし，雨の
描き方がそれぞれ異なっている。どれも雨をイメージしたものであるが，図１を描い
た幼児は雨を身振り的な激しい線の繰り返しで表現している。おそらく，描画過程に
おいて，雨が激しく降る感情が動作や言葉の表現にも現われていたと予測される。一
方，図３を描いた幼児は，身振り的な様相は多少見られるが，その雨は始点と終点が
計画された，一種の記号的（図式的）な線で描かれていると言える。右下の水玉は特
に一つひとつを丁寧に塗り込んでいる。そして，図２の表現は，図１と図２の中間に
位置する。すなわち，身振り的な強さを感じる線で雨を表わした後，その線の先に雨
粒のようなものを記号的に計画的に描いている。こうしたことは事例９（シート９）
にも同じようなことが見られた。シート９の I 男は，先に雨を身振り的に力強い線で
描き，後で雪を記号的に描いた。 
	 以上から言えることは，図式期の子どもは，癒着した表現系と図式表現が１つの画
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面に同時に現れることがあるということである。さらに，表４の３作品の比較から見
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面を滑るかのような勢いで，２本の線を延長して描いた。ちょうど最初に描いた斜
面から線の始点があるので，身振りで遊ぶうちに，斜面が短いと思い斜面の図式を
延長して描いたようにも見える。しかし描き方としては，はじめに描いた斜面の描
き方と明らかに違い，追加された線は身振りと同じ勢いで描かれた。	 
	 
	 この描画過程の記録をみると，子どもが描いている途中に身振り的表現による劇化
が起こっている様子がよく分かる。E 子は普段よく遊んでいる滑り台の図式から，滑
る様子を連想し，図式の斜面を指の身振りで何回も滑って遊んだ。その後，滑り台の
斜面を長く描き足したが，その斜面はまるで身振りの延長かのような勢いのある線に
なっている。	 
	 さて，ここで先行研究で見てきた Werner,H.と Kaplan,B.の指摘を思い出してみよ
う。子どもは，「対象の特性を身振り的に抽出したものを，さらに描画に翻訳」18)して
いると述べている。つまり，対象を描画によって表現する前に，動くイメージを身振
りや身体動作によって一度作り上げ，その後，その動作を線や点で画面上に描く活動
に移ると解釈できる。それでは，E 子の場合（シート５の⑤⑥）はどうであろうか。
追加斜面としてあとから描いた２本の線は身振りをそのまま描画表現に翻訳している
と単純に捉えることが難しいと思われる。身振りをそのまま線に翻訳すると，画面に
対しては無計画になってしまう。しかし F子の追加された２本の線の始点は，先に図
式で描いていた斜面の端から整然と描かれていることが特徴的であることから，「半記
号的—半身ぶり的」であるといえる。つまり，その場に癒着した線ではあるが，図式の
ようにある程度，計画と構造をもっている性質がうかがえる。	 
	 
④	 ３つの移行段階	 
	 以上のことをまとめると，描画過程で動きのイメージを表わすときに，身振りから
描画表現に移行する段階として３つの段階を仮定することができる。第１段階は，描
出はされない身振りそのものである。シート５の⑤の場面，シート８の⑤の場面にお
いては，子どもが指を空中で動かして遊んだ段階である。第 2段階は，身振りの動き
をそのまま画面上で実現し，線や点が痕跡として残るような描き方の段階である。そ
の線や点は，身体動作と一体になった表現であるので感情移入され，視覚的コントロ
ールは薄いものである。これはシート８の⑨〜⑪場面（図５）でのカエルが画面を飛
んだり歩いたりする線が現われた。また表４①の雨の表現でみられたような，感情を
伴う癒着した表現系の描出である。第３段階は，身振り的ではあるが，身体動作その
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 その後この H 男の描画では，⑨でもう１つの登場人物（カエルと思われる）が表れ，
それが線となり，画面中を飛び跳ねたり徘徊したりしはじめる。飛び跳ねるときは，
勢いよくギザギザの線が力強く描かれ，画面を歩くようなときは，ゆっくりと動くよ
うな線になった。 
	 以上，シート 8 の H 男の事例からは，３種類の非図式的な表現が現われた。１つは
渦巻きグルグルの身振りそのものの動きである。もう１つはその身振り後に描いた身
振り的ではあるがコントロールされた線である。３つ目は，カエルが動き回る身振り
的な線をそのまま画面に表したものである。 
 
 
【事例５】 
	 事例５は，前章で描画過程の動きのイメージを
考察する際に取り上げたシートであるが，ここで
はさらに，身振りと図式の関連を示すためにさら
に詳しく考察する。完成作品を図６に示す。 
	 事例 5（シート 5）は４歳児（E 子）が丸形ス
タンプをきっかけに，滑り台で滑る自分を自由に
描いた作品である。滑り台は単純な四角と線を組
み合わせた図式になっており，滑る斜面の線は身振りのイメージあそびをはさんで，
２回に分けて描かれた。その描画過程の詳しい記録は下記の通りである。 
 
	 E 子は，滑り台の図式を描いたとたん，画面の中に入り込んだかのように，指で
その滑り台を滑るような動きを繰り返し，さらに，その手にパスを持ち，実際に斜
 
 
 
 
 
図４	 シート８の一部⑤ 
H 男は，この場面でしばらく身振りや発声をし
ながら画面の上で指を移動させて遊んでいた。 
図５	 シート８の完成図 
右下にカエルが跳ねる線が描かれそのまま画面
を徘徊した。 
図６	 E子（４歳女児）の完成図	 
表５	 H 男／指を動かす身振りで遊んだ後，線で表した。	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ものから少し分離し，視覚による操作，調整がある程度機能する段階である。事例８
（シート８）⑥場面の身振り後に描いた渦巻き線や，事例５（シート５）⑥場面の滑
り台斜面の線は多少の視覚による操作が入っている身振り的表現であると捉えられる。	 
	 	 
５．まとめ	 
	 本論は，「癒着した表現系」の概念を手がかりに，子どもの描画過程における身振り
表現について，感覚的運動期と図式期に分けて考察した。感覚的運動期における描画
は，どれも同じスクリブルとして括られがちであるが，詳しく見ると純粋に手の運動
やリズムなどを楽しむものとシンボル的なものに分けられ，後者には身振りや言葉が
同時に伴うことが分かった。図式期の子どもは，癒着した表現系と図式表現が１つの
画面に同時に現れることがあるということが分った。また図式や画面構図が計画的に
描かれるほど癒着した表現は少なくなり，図式というシンボルを積極的に使用した，
落ち着いた（躍動性の少ない）画面構成になっていくことも確認できた。そして癒着
した表現系が分化し，図式として記号化していく過程で，身振りから描画表現に移行
する段階として３つの段階を仮定することができた。	 
	 さて，最後に図式は身振りの延長からのみ生まれるのではないことを確認しておか
なければならない。ただし今回見てきたように，図式と身振りは全く別に捉えるので
はなく，図式が定着する前の段階や，叙述的表現のような時間の流れとともに図式を
変化させていく必要性がある場合，身振り的表現は図式の発展（バリエーション化，
概念崩し）に影響を及ぼす可能性があることが考察できたと思われる。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
第９章	 描画過程における身振りと図式の関連 
 - 171 - 
	 
第９章	 引用文献	 
                                                   
1)	 栗山誠「図式期における子どもの描画過程にみられる動きのイメージ―視覚的文脈
と物語的文脈に注目して―」『美術教育学』第 34号,2013,pp.177-189	 
2)	 Gardner,H.,1980,Artful	 scribbles:the	 significance	 of	 children’s	 
drawings.Basic	 Books（H.ガードナー『子どもの描画〜なぐり描きから芸術まで』
星三和子訳,誠信書房,1996,p.61）	 
3)	 Gardner,H.,前掲書,p.141	 
4)	 Gardner,H.,前掲書,p.140	 
5)	 Luquet,G.H.,1927,Le	 dessin	 enfantin.Paris:Alcan(G.H.リュケ『子どもの絵―児
童画研究の源流』須賀哲夫監訳,金子書房,1979,p.48)	 
6)	 Vygotsky,L.S.,『文化的・歴史的	 精神発達の理論』柴田義松監訳,学文社,1960,	 
	 p.230	 
7)	 茂呂雄二『なぜ人は書くのか』東京大学出版会,1988,p.14	 
8)	 Vygotsky,L.S.,前掲書,p.230	 
9)	 Vygotsky,L.S.,前掲書,p.231	 
10)	 Werner,H.,Kaplan,B.,1963,Symbol	 formation	 an	 organismic-developmental	 
approach	 to	 language	 and	 the	 expression	 of	 thought.John	 Wiley&	 Sons	 Inc.
（H.ウェルナー・B.カプラン『シンボルの形成』柿崎祐一監訳,ミネルヴァ書
房,1974,p.92	 
11)	 茂呂雄二,前掲書,p.18	 
12)	 栗山誠「図式期における子どもの画面構成プロセスの研究―視覚的文脈と物語的文
脈に注目して―」『美術教育学』第 33号,2012,pp.187-199	 
13)	 Werner,H.,Kaplan,B.,前掲書,p.92	 
14)	 栗山誠「初期描画活動における幼児の思考とことばの関連〜Vygotsky の混同心性
に注目して〜」『生活科学研究誌』Vol.7,2008,pp.191-205	 
15)	 今井和子『子どものことばの世界』ミネルヴァ書房,1996,p.115	 
16)	 竹井史「子どもの発達と造形表現」,花篤實他編『美術教育の理念と創造』黎明書
房,1994,p.73	 
17)	 栗山誠,前掲書(2013)	 
18)	 Werner,H.,Kaplan,B.,前掲書,p.92	 
第９章	 描画過程における身振りと図式の関連 
 - 170 - 
ものから少し分離し，視覚による操作，調整がある程度機能する段階である。事例８
（シート８）⑥場面の身振り後に描いた渦巻き線や，事例５（シート５）⑥場面の滑
り台斜面の線は多少の視覚による操作が入っている身振り的表現であると捉えられる。	 
	 	 
５．まとめ	 
	 本論は，「癒着した表現系」の概念を手がかりに，子どもの描画過程における身振り
表現について，感覚的運動期と図式期に分けて考察した。感覚的運動期における描画
は，どれも同じスクリブルとして括られがちであるが，詳しく見ると純粋に手の運動
やリズムなどを楽しむものとシンボル的なものに分けられ，後者には身振りや言葉が
同時に伴うことが分かった。図式期の子どもは，癒着した表現系と図式表現が１つの
画面に同時に現れることがあるということが分った。また図式や画面構図が計画的に
描かれるほど癒着した表現は少なくなり，図式というシンボルを積極的に使用した，
落ち着いた（躍動性の少ない）画面構成になっていくことも確認できた。そして癒着
した表現系が分化し，図式として記号化していく過程で，身振りから描画表現に移行
する段階として３つの段階を仮定することができた。	 
	 さて，最後に図式は身振りの延長からのみ生まれるのではないことを確認しておか
なければならない。ただし今回見てきたように，図式と身振りは全く別に捉えるので
はなく，図式が定着する前の段階や，叙述的表現のような時間の流れとともに図式を
変化させていく必要性がある場合，身振り的表現は図式の発展（バリエーション化，
概念崩し）に影響を及ぼす可能性があることが考察できたと思われる。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
?? 
 - 173 - 
?
２．描画のリアリティについて	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
? ?????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
?? 
 - 172 - 
終章	 
	 
１．生活保育の観点から描画過程を捉える	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????
?? 
 - 173 - 
?
２．描画のリアリティについて	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
? ?????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
?? 
 - 172 - 
終章	 
	 
１．生活保育の観点から描画過程を捉える	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????
?? 
 - 175 - 
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??? 
?  
３．触覚性との関係	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????????? 
? ??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
?? 
 - 175 - 
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??? 
?  
３．触覚性との関係	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????????? 
? ??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
?? 
 - 177 - 
??????????????????????????????????????
??????????????????? 
 
４．視覚的文脈と物語的文脈の関係	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
????????????????????????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
????????????????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?? 
 - 177 - 
??????????????????????????????????????
??????????????????? 
 
４．視覚的文脈と物語的文脈の関係	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
????????????????????????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?????????????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
????????????????????????????? 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
?? 
 - 179 - 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????? 
 
６．今後の課題	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??? 
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
??????????? 
?????????????????? 10 ???????????????? 10 ?
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????? 
?? 
 - 178 - 
??????????????????????????????????????
?? 
 
 
 
５．図式期の描画の捉え直し	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????????????  
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
視覚性	 
触覚性	 
(Haptic) 
 
???? 
??????? 
???????
? 
 
????? 
????????? 
????????? 
????? 
(Visual context) 
????? 
図４	 叙述的表現過程における触覚性，視覚的文脈，物語的文脈の関連構図	 
物語性	 
??? 
?? 
 - 179 - 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????? 
 
６．今後の課題	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??? 
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
??????????? 
?????????????????? 10 ???????????????? 10 ?
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????? 
?? 
 - 178 - 
??????????????????????????????????????
?? 
 
 
 
５．図式期の描画の捉え直し	 
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
????????????????  
? ?????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
視覚性	 
触覚性	 
(Haptic) 
 
???? 
??????? 
???????
? 
 
????? 
????????? 
????????? 
????? 
(Visual context) 
????? 
図４	 叙述的表現過程における触覚性，視覚的文脈，物語的文脈の関連構図	 
物語性	 
??? 
?? 
 - 180 - 
????? ??????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????? 
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???? 
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
??????????? 
 
? ?????????????????????????????????????
?????????????????????????????????? 
 
 
?? 
 - 180 - 
????? ??????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????????????????????? 
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???? 
???????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
???????????????????????????????????
??????????? 
 
? ?????????????????????????????????????
?????????????????????????????????? 
 
 
  
謝辞	 
	 
	 この学位論文を執筆するために、多くの方から指導・助言・協力・激励をいただき
ました。	 
	 特に、８年間にわたって終始あたたかい激励とご指導、ご鞭撻を頂いた大阪市立大学
生活科学研究科教授の中井孝章先生には心より感謝申し上げます。中井孝章先生から
は研究の本質を常に見据えて取り組む姿勢を学ぶことができました。また学位論文審
査において、大阪市立大学生活科学研究科教授の畠中宗一先生には、貴重なご指導を
頂いき生活科学の観点から本研究を捉える視点を学ぶことができました。大阪市立大
学生活科学研究科教授の三船直子先生からは分析シートの重要性とそれを生かすため
のご助言を頂くことができました。深く感謝いたします。	 
	 また、この論文を書く間、職場では仕事の面でご迷惑をおかけしたにもかかわらず、
励まし，協力していただいた大阪総合保育大学の山﨑高哉学長はじめ、各教員の皆様
にも深く感謝申し上げます。	 
	 そして、大阪教育大学名誉教授の花篤實先生からは子どもの発生的な遊びから研究
を組み立てる視点を教えていただき、それが本論文の基礎になりました。熱く感謝申
し上げます。	 
	 本研究は約 20 年間の私の現場の関わりから見出されたものを理論としてまとめた
ものです。その意味では、それまで関わってきた、多くの子どもたち、そして協力い
ただいた幼稚園，保育園の先生の皆様に深く感謝申し上げます。また私の２人の子ど
もや、帝塚山造形絵画教室キッズアートの子ども達からはたくさんの絵をいただきま
した。心より感謝いたします。	 
	 最後に、本論文は家族の協力なしには完成できませんでした。支えてくれた妻と２
人の子どもへの感謝は言葉にできないほどです。ありがとうございました。	 
	 上記の他にも多くの方々のこれまでのご協力があってこそ、本論文が完成しました。
本研究をさらに進展させ、今の時代を生きる子どもたちの、創造的な表現が保障され
る環境をつくっていけるようがんばっていきたいと思います。	 
	 
2015 年２月	 
業績一覧（学術論文）	 
 
序章：	 ・「描画表現に消極的になる子どもの要因と遊び的要素の有効性」,『児童・家
族相談所紀要』第 29 号,2014,pp17-30	 	 
第１章：・「前図式期から図式期における幼児の形態概念模索の過程〜あそびの中の描
画活動に注目して」，『美術教育学』,（美術科教育学会），第 29 号，2008，
pp.207-217	 
・「子どもの描画研究の系譜と描画プロセスの発見」，『大阪総合保育大学研究
紀要』，第 6 号，2012*1，pp.149-163	 
第２章：・「初期描画活動における幼児の思考とことばの関連〜Vygotsky の混同心性に
注目して」，『生活科学研究誌』Vol.7，2009，pp.191-205	 
第３章：・「幼児の“描きながらイメージを広げる”描画の研究〜描画手順と意味の変
化」，『大阪総合保育大学研究紀要』第 5 号，2011，pp.105-114	 
第４章：・「子どもの叙述的表現における非図式的要素と画面認識」，『大阪総合保育大
学研究紀要』第 9 号，2015.3 月発行予定	 
第５章：	 なし	 
第６章：・前掲論文,2011	 	 
	 	 	 	 ・「図式期における子どもの画面構成プロセスの研究〜視覚的文脈と物語的文脈
に注目して〜」，	 『美術教育学』（美術科教育学会），第 33 号，2012*2，
pp.187-199	 
・「図式期における子どもの描画過程にみられる動きのイメージ〜視覚的文脈
と物語的文脈に注目して」，『美術教育学』（美術科教育学会），第 34 号，2013，
pp.177-189	 
第７章：・前掲論文,2011	 
	 	 	 	 ・前掲論文,2012*2	 
第８章：	 なし	 
第９章：・前掲論文,2013	 
第 10 章：・「子どもの描画過程における身振りと図式の関連」，『大阪総合保育大学研究
紀要』第８号，2014，pp.1-11	 
	 	 	 	 ・前掲論文,2009	 
 
  
謝辞	 
	 
	 この学位論文を執筆するために、多くの方から指導・助言・協力・激励をいただき
ました。	 
	 特に、８年間にわたって終始あたたかい激励とご指導、ご鞭撻を頂いた大阪市立大学
生活科学研究科教授の中井孝章先生には心より感謝申し上げます。中井孝章先生から
は研究の本質を常に見据えて取り組む姿勢を学ぶことができました。また学位論文審
査において、大阪市立大学生活科学研究科教授の畠中宗一先生には、貴重なご指導を
頂いき生活科学の観点から本研究を捉える視点を学ぶことができました。大阪市立大
学生活科学研究科教授の三船直子先生からは分析シートの重要性とそれを生かすため
のご助言を頂くことができました。深く感謝いたします。	 
	 また、この論文を書く間、職場では仕事の面でご迷惑をおかけしたにもかかわらず、
励まし，協力していただいた大阪総合保育大学の山﨑高哉学長はじめ、各教員の皆様
にも深く感謝申し上げます。	 
	 そして、大阪教育大学名誉教授の花篤實先生からは子どもの発生的な遊びから研究
を組み立てる視点を教えていただき、それが本論文の基礎になりました。熱く感謝申
し上げます。	 
	 本研究は約 20 年間の私の現場の関わりから見出されたものを理論としてまとめた
ものです。その意味では、それまで関わってきた、多くの子どもたち、そして協力い
ただいた幼稚園，保育園の先生の皆様に深く感謝申し上げます。また私の２人の子ど
もや、帝塚山造形絵画教室キッズアートの子ども達からはたくさんの絵をいただきま
した。心より感謝いたします。	 
	 最後に、本論文は家族の協力なしには完成できませんでした。支えてくれた妻と２
人の子どもへの感謝は言葉にできないほどです。ありがとうございました。	 
	 上記の他にも多くの方々のこれまでのご協力があってこそ、本論文が完成しました。
本研究をさらに進展させ、今の時代を生きる子どもたちの、創造的な表現が保障され
る環境をつくっていけるようがんばっていきたいと思います。	 
	 
2015 年２月	 
業績一覧（学術論文）	 
 
序章：	 ・「描画表現に消極的になる子どもの要因と遊び的要素の有効性」,『児童・家
族相談所紀要』第 29 号,2014,pp17-30	 	 
第１章：・「前図式期から図式期における幼児の形態概念模索の過程〜あそびの中の描
画活動に注目して」，『美術教育学』,（美術科教育学会），第 29 号，2008，
pp.207-217	 
・「子どもの描画研究の系譜と描画プロセスの発見」，『大阪総合保育大学研究
紀要』，第 6 号，2012*1，pp.149-163	 
第２章：・「初期描画活動における幼児の思考とことばの関連〜Vygotsky の混同心性に
注目して」，『生活科学研究誌』Vol.7，2009，pp.191-205	 
第３章：・「幼児の“描きながらイメージを広げる”描画の研究〜描画手順と意味の変
化」，『大阪総合保育大学研究紀要』第 5 号，2011，pp.105-114	 
第４章：・「子どもの叙述的表現における非図式的要素と画面認識」，『大阪総合保育大
学研究紀要』第 9 号，2015.3 月発行予定	 
第５章：	 なし	 
第６章：・前掲論文,2011	 	 
	 	 	 	 ・「図式期における子どもの画面構成プロセスの研究〜視覚的文脈と物語的文脈
に注目して〜」，	 『美術教育学』（美術科教育学会），第 33 号，2012*2，
pp.187-199	 
・「図式期における子どもの描画過程にみられる動きのイメージ〜視覚的文脈
と物語的文脈に注目して」，『美術教育学』（美術科教育学会），第 34 号，2013，
pp.177-189	 
第７章：・前掲論文,2011	 
	 	 	 	 ・前掲論文,2012*2	 
第８章：	 なし	 
第９章：・前掲論文,2013	 
第 10 章：・「子どもの描画過程における身振りと図式の関連」，『大阪総合保育大学研究
紀要』第８号，2014，pp.1-11	 
	 	 	 	 ・前掲論文,2009	 
 

